
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「そうだ。今いまから、行方ゆくえ不ふ明めいになろう！」

　それを思おもいつき、真ま白しろがリュックを背せ負おって家いえを出でたのは、三十分ぷんほど前まえのこと。

　真ま白しろは今いま、自じ分ぶんの住すむ町まちを見み下おろしていた。

　ちょっとした山やまの上うえにある、めったに人ひとのこない展てん望ぼう台だい。

　レストランもなければ自じ動どう販はん売ばい機きさえもない、準じゅん備びなしで閉とじこめられたら飢うえ死じにしそうな、無む人じん島とうみたいな場ば所しょ。

　──ここならば、〈隠かくれ家が〉にはちょうどいい。

　ここにかくれて、二、三日にちも行方ゆくえ不ふ明めいになれば、母かあさんと父とうさんは、きっと死しぬほど心しん配ぱいするだろう。

　心しん配ぱいのあまり、「あのテスト」のことなんて、記き憶おくの中なかからきれいさっぱり吹ふっ飛とんでしまうに違ちがいない。

「やっぱり、机つくえの引ひき出だしにかくしておいたのは、失しっ敗ぱいだったか……」

　数すう日じつ前まえに返へん却きゃくされた、塾じゅくのテストの答とう案あん用よう紙し。

　その点てん数すうに思おもいをはせて、真ま白しろは深ふかく反はん省せいする。

　白しろい用よう紙しに赤あかいペンで書かき払はらわれた、てんこもりの✓ピンと、かぎりなく０に近ちかい合ごう計けい点てん。

　それを見みつめ、無む言ごんで立たち尽つくす母ははと父ちち。

　そんな光こう景けいを、物ものかげからひっそり目もく撃げきしてしまった以い上じょうは、もう──。

「怒おこられる前まえに、そーっと家いえを抜ぬけ出だすしかないじゃんか」

　一つ大おおきなため息いきをついて。

　それから真ま白しろは、トコトコと展てん望ぼう台だいの端はしに歩あゆみ寄よる。

　そこには、一台だいの双そう眼がん鏡きょうがあった。

　地じ面めんから生はえるように、台だいがその場ばに固こ定ていされた、備そなえ付つけの双そう眼がん鏡きょうだ。だいぶ色いろあせて、傷きずだらけになってはいるが、ありがたいことに、コインを入いれなくても使つかうことができた。

「へえ、こりゃいいや。ちょうどいい暇ひまつぶしになりそう」

　真ま白しろは、双そう眼がん鏡きょうをあちこちいろんな場ば所しょに向むけてみた。

　自じ分ぶんの家いえ。

　友ともだちの家いえ。

　学がっ校こう。

　近きん所じょのスーパー。

　いつも見みているなじみの場ば所しょも、この高たかさから双そう眼がん鏡きょうごしに見みると、妙みょうに面おも白しろく新しん鮮せんな景け色しきになった。

　小ちいさな山やまの上うえなので、町まちとの距きょ離りはさほどない。場ば所しょによっては人ひとの姿すがたや、その人ひとが何なにをしているかまで、思おもった以い上じょうに事こと細こまかく見みることができる。

　真ま白しろは、夢む中ちゅうになって双そう眼がん鏡きょうをのぞき続つづけた。

　そうして、いくらか経たったとき。

　ふと、目めに留とまった「色いろ」があった。

　まるで、砂すな場ばの上うえにぽとりと一ひと粒つぶ、こぼれ落おちたビーズのような、ショッキング・ピンク。

　それは、ビルのすき間まにたたずむ少しょう女じょの、洋よう服ふくの色いろだった。

「あんなところで、あの子こ、何なにしてるんだろう？」

　少しょう女じょのかたわらには、カバンらしきものがある。

　大おおきな四し角かくいカバン。旅りょ行こうカバン、あるいはトランク、というのだろうか。

　そのカバンの一いち面めんには、扉とびらが付ついていた。
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　変かわったデザインのカバンだな、と思おもって見みていると、やがて少しょう女じょは、カバンの前まえにしゃがみこみ、そのカバンの扉とびらを開あけた。

　そして──その扉とびらの中なかに、飛とびこんだ。

　少しょう女じょの姿すがたが見みえなくなり、扉とびらが閉とじる。

　それと同どう時じに、大おおきなカバンは、あとかたもなく消きえ失うせた。

「…………何なに？　今いまの」

　つぶやいて、ひとしきり、ポカンとしたあと。

　真ま白しろは、いても立たってもいられなくなり、山やまを下おりた。







　双そう眼がん鏡きょうからのぞいたビルのすき間ま。

　そこに行いってみると、

　あの少しょう女じょのいた場ば所しょには、何なにかが落おちていた。

　近ちかづいてみたところ、それは、

　一冊さつの真まっ黒くろな本ほんと、一つの小ちいさな箱はこだった。

　その本ほんと小こ箱ばこを、真ま白しろは、おそるおそる拾ひろい上あげた。

　そして、黒くろい本ほんの表ひょう紙しに手てをかけ、それを開ひらいた。









































　コンビニの横よこを、詩し衣い音ねは足あし早ばやに通とおりすぎた。

　以い前ぜんは学がっ校こうの行いき帰かえりに、毎まい日にちのように寄よっていたコンビニ。

　でも、今いまは入はいる気き分ぶんになれない。

　というのも、数すう日じつ前まえ、その店みせで万まん引びきしたところを見みつかってしまったからだ。

　店みせの人ひとに見みつかったわけではなかった。そもそも、あそこは防ぼう犯はん対たい策さくがいいかげんで、万まん引びきしてもめったにばれない店みせだと噂うわさで聞きいたから、ちょっとお菓か子しを盗ぬすんでみたのだ。

　噂うわさのとおり、万まん引びきは、店みせの人ひとにはばれずにすんだ。

　けれど、そのときたまたま店てん内ないにいた、クラスメートの高たか倉くらさんという女じょ子しに、現げん場ばを見みられてしまっていたのだ。

　次つぎの日ひ学がっ校こうに行いくと、それまでほとんど話はなしをしたこともなかった高たか倉くらさんが、おずおずと声こえをかけてきて、

「昨日きのう、コンビニで見みてたんだけど。……ああいうことは、やめたほうが」

　と、小ちいさな声こえで耳みみ打うちしたのである。

　詩し衣い音ねはとっさに、

「そのことだれかに話はなしたりしたら、許ゆるさないから」

　と言いって口くち止どめしたのだが……。

（ああ、失しっ敗ぱいした。高たか倉くらさんは気きの弱よわい子こだし、今いまのところは、店みせや学がっ校こうに言いいつけたりはしてないようだけど……）

　それでも、彼かの女じょがいつかだれかにあのことをばらしはしないかと思おもうと、気きが気きでない。

　何なにか、もっと確かく実じつに高たか倉くらさんを口くち止どめできる、よい方ほう法ほうはないものか──。




　そんなことを悩なやみながら道みちを歩あるいていた、そのときだった。

　詩し衣い音ねの目めの前まえを、一匹ぴきの蝶ちょうが、ひらりと横よこ切ぎった。

　変かわった色いろの蝶ちょうだった。

　アゲハ蝶ちょうに似にているけれど、その羽はねは、黒くろ地じにショッキング・ピンクの紋もん様よう、という派は手でな色いろ合あい。こんな蝶ちょうは見みたことがない。

　詩し衣い音ねは思おもわず目めをうばわれて、誘さそわれるように、その蝶ちょうのあとを追おいかけた。

　ひらひらと舞まう蝶ちょうは、詩し衣い音ねがいつもは通とおることのない、通つう学がく路ろから外はずれた細ほそい道みちに入はいっていった。

「……あれ？」

　蝶ちょうを追おって、自じ分ぶんもその道みちに足あしをふみ入いれた詩し衣い音ねは、ふと立たち止どまった。

「こんなところに、こんな道みちがあったっけ？」

　つぶやいて、詩し衣い音ねはきょろきょろと辺あたりを見み回まわす。

　ひと気けのない、古ふるい路ろ地じ裏うらといった風ふ情ぜいの道みち。この辺あたりの道みちならば、それなりによく知しっているはずなのに、そこにある景け色しきは見み覚おぼえのないものだった。

　すぐそばに、一台だいの自じ動どう販はん売ばい機きがあった。

　ひどく古ふるぼけた自じ動どう販はん売ばい機き。

　いつからここにあるんだろう、というような。色いろあせて、あちこちペンキがはげて、赤あかさびが浮ういて、商しょう品ひんの陳ちん列れつ窓まども、うっすら白しろく曇くもった自じ動どう販はん売ばい機き。

　それにもまた、詩し衣い音ねはやはりまったく見み覚おぼえがなかった。

　気きが付つくと、さっきのめずらしい色いろの蝶ちょうは、いつの間まにかどこかへ消きえてしまっていた。

　しかし、今いまはもう蝶ちょうよりも、そこにある自じ販はん機きのほうが、詩し衣い音ねは気きになった。ありきたりでないその古ふるさを見みて、いったいどんなものを売うっている自じ販はん機きなのか、たしかめたくなったのだ。
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　詩し衣い音ねは自じ販はん機きに近ちかづいて、にごった商しょう品ひん陳ちん列れつ窓まどの中なかを、のぞきこんでみた。

　窓まどの中なかにならべられた商しょう品ひんは、たった二つ。

　見みたところ、それはカップ麺めんのようだった。

　しかし、そのパッケージに「麺めん」とか「ラーメン」とかいう言こと葉ばは、書かかれていない。

　真まっ黒くろなパッケージに、シンプルな書しょ体たいの文も字じで書かかれた、その商しょう品ひん名めいは、




【インスタント死しに神がみ】




　だった。







　インスタント。

　死しに神がみ。

　単たん語ごを一つずつ、口くちの中なかでつぶやいて、その奇き妙みょうな取とり合あわせに、詩し衣い音ねは自じ販はん機きの前まえで首くびをかしげた。

「なんだろ、これ。……ジョークグッズ？　なのかな？」

　好こう奇き心しんがわいて、詩し衣い音ねは自じ販はん機きの窓まどへと、さらに顔かおを近ちかづける。

　すると、黒くろいカップのフタにポップな字じ体たいで、こんな文も字じが書かかれているのが読よみ取とれた。




　お湯ゆを注そそいで３分ぷん待まつだけ！

　だれでもお望のぞみの相あい手てを呪のろい殺ころしてくれる、あなただけの死しに神がみのできあがり！




　そのうたい文もん句くに、詩し衣い音ねは思おもわず苦く笑しょうした。

「なるほどね。インスタント死しに神がみって、そういうこと。……にしても、呪のろい殺ころす、だなんて」

　ジョークグッズにしても、悪あく趣しゅ味みな。

　そう思おもいながら、しかし同どう時じに詩し衣い音ねは、ある人じん物ぶつの顔かおを頭あたまの中なかに思おもい浮うかべていた。

　万まん引びきの目もく撃げき者しゃ。クラスメートの高たか倉くらさんの、その顔かおを。

（自じ分ぶんだけの死しに神がみ、なんてものがほんとに手てに入はいるなら、高たか倉くらさんを呪のろい殺ころして、万まん引びきの件けんの口くち封ふうじができるんだけどなあ）

　詩し衣い音ねは自じ販はん機きにべたりと貼はり付つき、ため息いきをついた。

　その息いきでいっそう白しろく曇くもった、にごった陳ちん列れつ窓まどを見みつめながら、考かんがえる。

　この【インスタント死しに神がみ】なる商しょう品ひんは、ようするに、おまじないの道どう具ぐの一いっ種しゅなのだろう。呪のろいのわら人にん形ぎょうとか、きっとそういう感かんじの。

「それはそれで、ちょっと面おも白しろいかもね。せっかくだから、買かってみようかな。このカップの中なかに、どんなものが入はいってるのかも気きになるし」

　そう言いって、詩し衣い音ねはカバンから財さい布ふを取とり出だした。

「ええと。いくらなのかな、これ──……えっ!?」

　そこではじめて値ね段だん表ひょう示じに目めをやって、詩し衣い音ねはギョッとした。

　陳ちん列れつ窓まどの中なかにならぶ、二つの黒くろいカップ。その右みぎのカップと左ひだりのカップとで、あまりに値ね段だんが違ちがっていたからだ。

　右みぎのカップの値ね段だんは【一〇〇円えん】と表ひょう示じされている。

　それに対たいして、左ひだりのカップの値ね段だんは──【一〇〇〇〇円えん】だった。

「二つとも同おなじカップに見みえるのに、なんで、こんなに値ね段だんが違ちがうんだろう……？」

　よくよく見みてみれば、左ひだりのカップのフタには、右みぎのカップにはない文も字じが書かかれているようだ。けれど、窓まどのにごりがちょうどその文も字じに重かさなって、なんと書かいてあるのかわからない。

「まあ、いっか」

　なんにせよ、この値ね段だんなら、どちらを買かうかは迷まようまでもない。

　詩し衣い音ねは財さい布ふから百円えん玉だまを出だして、自じ販はん機きに投とう入にゅうした。

　機き械かいの中なかにお金かねが落おちて、右みぎの商しょう品ひんのボタンのランプが、赤あかく灯ともる。

　ボタンを押おす。ぽこん、と商しょう品ひんが落おちてくる。

　そうして、詩し衣い音ねは手てに入いれたのだった。

【インスタント死しに神がみ】を。
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　お湯ゆを注そそいで３分ぷん待まつだけ！

　だれでもお望のぞみの相あい手てを呪のろい殺ころしてくれる、あなただけの死しに神がみのできあがり！




　黒くろいカップのフタに、ポップな字じ体たいで書かかれたうたい文もん句く。

　帰き宅たくした詩し衣い音ねは、だれもいない台だい所どころで、もう一いち度どその白しろ抜ぬきの文も字じを読よみ返かえした。

「さて。お湯ゆも沸わいたし、と」

　つぶやきながら、詩し衣い音ねはカップのフタをペリペリとはがして、開あけてみた。

　カップの中なかには、くすんだ白しろい、ごろんとしたかたまりが一つ、入はいっていた。

　指ゆび先さきで押おして、ちょっとかたむけてみる。すると、白しろいかたまりの、顔かお、らしき部ぶ分ぶんが上うわ向むきになって、詩し衣い音ねの目めに映うつった。

　それは、微び妙みょうに丸まるっこくデフォルメされた、ドクロの形かたちをしていた。

　表ひょう面めんは少すこしザラザラしていて、骨ほねほどかたいものではなさそうだ。バスボムとかいう、ボール状じょうの入にゅう浴よく剤ざいによく似にた感かん触しょくだった。

「なるほど。お湯ゆを注そそげばこのドクロが溶とけて、中なかから死しに神がみの人にん形ぎょうか何なにか、出でてくるわけね」

　詩し衣い音ねはそう予よ想そうしつつ、

「このドクロのほかには、何なにも入はいってなくていいのかな……」

　と、内ない容よう物ぶつを確かく認にんするため、カップの横よこの説せつ明めい書がきを読よんでみた。

　そこには、次つぎのように書かかれていた。












◇インスタント死しに神がみの作つくり方かた◇







❶フタを開あけて、中なかにドクロが一つ入はいっているのを確かく認にんします。

❷いったんドクロをカップから取とり出だし、呪のろい殺ころしたい相あい手ての写しゃ真しんを、

　表おもてが上うえになるようにカップの底そこに置おき、その上うえにドクロを載のせます。

❸ドクロと写しゃ真しんの上うえから、カップの内うち側がわの線せんまでお湯ゆを注そそぎます。

❹フタをして、３分ぷん間かん待まってから、フタを開あけます。




★これで、写しゃ真しんの相あい手てを呪のろい殺ころしてくれる、あなただけの死しに神がみのできあがりです★











「ふうん、写しゃ真しんがいるんだ……。ええと、たしか、あったよね。どこにしまったっけ……」

　写しゃ真しんをさがしに、詩し衣い音ねはいったん自じ室しつへ向むかう。

　この【インスタント死しに神がみ】が、「だれでもお望のぞみの相あい手て」を呪のろい殺ころしてくれるというのなら、詩し衣い音ねが望のぞむその相あい手てはただ一人ひとり。

　それはもちろん、万まん引びきの目もく撃げき者しゃである高たか倉くらさんだ。

「まあ、こんなのは、ただのおまじない。ちょっとしたお遊あそびなんだけどね……」

　とはいえ、ものは試ためしというやつである。

　内ない心しんちょっぴり期き待たいもしながら、詩し衣い音ねは自じ室しつの机つくえの引ひき出だしから、高たか倉くらさんの写うつった写しゃ真しんを引ひっぱり出だした。

　それは、修しゅう学がく旅りょ行こうのときに撮とった、詩し衣い音ねたちのクラスの集しゅう合ごう写しゃ真しんだった。

　台だい所どころにもどってきた詩し衣い音ねは、集しゅう合ごう写しゃ真しんから高たか倉くらさんの写うつった部ぶ分ぶんだけを切きり取とって、【インスタント死しに神がみ】の黒くろいカップの底そこに入いれる。

　それから、写しゃ真しんの上うえにドクロを載のせ、その上うえから熱ねっ湯とうを注そそいで、フタをした。

　そうして、待まつこと三分ぷん。

　ピピピピピ、と、セットしておいたタイマーが鳴なった。

「さて……。どうなったかな？」

　詩し衣い音ねは、ゆっくりとカップのフタを開あけた。

　そのとたん。

　カップの中なかから、もわわわん、と、大たい量りょうの湯ゆ気げが勢いきおいよく、柱はしらのように立たち昇のぼった。

　その湯ゆ気げの中なかに、一人ひとりの──一体たいの？　一匹ぴきの？　死しに神がみの姿すがたがあった。

　それは、まさしく詩し衣い音ねのイメージの中なかにあった死しに神がみ、そのものだった。

　頭とう部ぶはドクロで、黒くろいローブをまとっていて、大おおきな鎌かまを持もっている。

　ただ。

　この死しに神がみは、頭あたまのてっぺんからローブの先さきまで（足あし先さきは、ローブのすそにかくれていて、見みえないのだ）、わずか三十センチくらいの大おおきさだった。

　とにもかくにも。

　ミニサイズであるとはいえ、少すくなくとも見みた目めは完かんぺきに死しに神がみである死しに神がみが、カップから飛とび出だし、今いま、湯ゆ気げの中なかに、すなわち空くう中ちゅうに、ゆらゆらと浮うかんでいるのだ。

「何なにこれ。すごい……」

　と、詩し衣い音ねは思おもわず声こえをもらした。

　カップから立たち昇のぼる湯ゆ気げは、だんだんとうすくなって、やがて消きえてなくなった。

　それでも、小ちいさな死しに神がみは、依い然ぜんとしてカップの上うえに浮うかび続つづけている。

　湯ゆ気げが消きえたことで、よりくっきりと見みえるようになったその姿すがたを、詩し衣い音ねは凝ぎょう視しした。

　すると、死しに神がみの頭あたまのドクロの中なかに、高たか倉くらさんの顔かおがあるのが見みえた。さっきカップに入いれた写しゃ真しんに写うつっていたのと、同おなじ顔かおだ。それが、ドクロの目めの穴あなからのぞき見みえる。

　ドクロの中なかにある顔かお。

　これが、この死しに神がみのターゲット、ということだろうか。

　冷さめやらぬ驚おどろきに、口くち元もとを軽かるく手てでおおって、ため息いきまじりに詩し衣い音ねはつぶやく。

「インスタント死しに神がみ……。ただのおまじないグッズだと思おもってたのに、まさか、こんなものだったなんて」

　そして、ハッと気きづいて言いった。

「……え、それじゃあ。ウソ。本ほん当とうに、あなた、高たか倉くらさんを────殺ころせるの？」

　目め玉だまを持もたない死しに神がみに、目め線せんを合あわせようとするように顔かおを近ちかづけ、詩し衣い音ねは問といかける。
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　その問といに対たいして、死しに神がみは、うなずくこともなく、言こと葉ばを発はっすることもなかった。

　ただ、詩し衣い音ねにくるりと背せを向むけて、スウーッと宙ちゅうをすべるように、部へ屋やの出で口ぐちに向むかって飛とんでいこうとした。

「あっ。待まって、待まって！」

　詩し衣い音ねは、死しに神がみに向むかって、あわてて手てを伸のばした。

　しかし、鎌かまに手てが当あたったりしたら危あぶないかも、と思おもいなおし、その手てを引ひっ込こめる。

　代かわりに、さっきまで死しに神がみが入はいっていた、今いまは空からのカップをとっさに手てに取とり、そのカップを死しに神がみの上うえからすばやくかぶせて、ぱくんとフタをした。

　インスタント死しに神がみなんて、ただのお遊あそびのおまじないだと思おもっていたのに、本ほん当とうに高たか倉くらさんを呪のろい殺ころしに行いかれたら、さすがにまずい──などと考かんがえたわけではない。

「そりゃあ、高たか倉くらさんが悪わるいわけじゃないけどさ。でも、高たか倉くらさんさえいなくなってくれたら、あのことばらされる心しん配ぱい、なくなるんだもん。こんなチャンス、逃のがすわけにはいかないよ」

　いったん死しに神がみをつかまえたのは、この小ちいさな死しに神がみが、目めの届とどかないところに飛とんでいってしまったらと思おもうと、ちょっと不ふ安あんだったからだ。

　使し命めいを果はたさずに、ふらふらと行方ゆくえ不ふ明めいになったりしないかな、とか。高たか倉くらさんと間ま違ちがえて、違ちがう人にん間げんを呪のろい殺ころしちゃうなんてことはないのかな、とか。あるいは、こんなミニサイズであるから、途と中ちゅうで犬いぬとか猫ねことかに食たべられてしまう、なんてことは……。

　なにぶん、死しに神がみを使し用ようするのなんて、初はじめてのことだ。

　どういう事じ態たいが起おこるのか、わかったものではない。

　できれば、死しに神がみの行こう動どうを、ちゃんとこの目めで見み守まもりたかった。

「ちょっと、待まっててね。明日あした学がっ校こうに行いったら、高たか倉くらさんに会あうから。彼かの女じょを呪のろい殺ころすのは、そのときに、ね……」

　カップの中なかに捕とらえた死しに神がみに向むかって、詩し衣い音ねはそうささやいた。
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　そして、翌よく日じつ。

　詩し衣い音ねは、死しに神がみを閉とじこめたカップをカバンに入いれて、登とう校こうした。

　学がっ校こうに着ついて、教きょう室しつに入はいるなり、高たか倉くらさんの姿すがたを探さがす。

　高たか倉くらさんは、先さきに来きていた。自じ分ぶんの席せきに座すわって、友ゆう人じんたちと談だん笑しょうしている。その姿すがたを確かく認にんした詩し衣い音ねは、再ふたたび廊ろう下かに出でた。

　教きょう室しつから少すこし離はなれたところまで来きて、詩し衣い音ねは抱かかえてきたカバンを開あけ、中なかから死しに神がみ入いりのカップを取とり出だした。壁かべに向むかい、自じ分ぶんの体からだでカップをかくすように持もちながら、そのフタを、そーっと持もち上あげる。

　カップとフタの間あいだに、少すこしすき間まを作つくったところで、カップの中なかをのぞきこんでみた。

　死しに神がみは、ちゃんと中なかにいた。

　ドクロの中なかの高たか倉くらさんの顔かおも、そのままだ。昨日きのう見みたときと、変かわりないようである。

「──ようし、行いけ！」

　小こ声ごえでそう命めいじ、詩し衣い音ねはカップのフタを大おおきく開あけた。

　死しに神がみは、音おとも立たてず、ふわりとカップの中なかから飛とび出だした。

　スウーッと宙ちゅうをすべっていく死しに神がみから、目めをはなさないよう注ちゅう意いしつつ、詩し衣い音ねはそのあとを追おう。死しに神がみの飛とぶスピードはそんなに速はやくはなく、ちょっと速はや足あしで歩あるけば、見み失うしなう心しん配ぱいはなさそうだった。廊ろう下かにいる生せい徒とたちの目めが気きになったが、小ちいさな死しに神がみがこうして飛とんでいるというのに、周まわりでさわぐ声こえなどは聞きこえない。どうやら、この死しに神がみは、詩し衣い音ね以い外がいの人にん間げんの目めには見みえていないようだった。

　ほどなくして、死しに神がみは教きょう室しつにたどり着ついた。

　死しに神がみのあとに続つづいて、詩し衣い音ねは自じ分ぶんも再ふたたび教きょう室しつに入はいる。

　死しに神がみは、迷まようことなく、一いっ直ちょく線せんに高たか倉くらさんのもとへ飛とんでいって、そして──。

　高たか倉くらさんの背はい後ごで鎌かまをふり上あげたかと思おもうと、次つぎの瞬しゅん間かん、それを勢いきおいよくふり下おろした。

　スコッ、と。

　小ちいさな鎌かまの刃はは、高たか倉くらさんの背せ中なかの肉にくを、ただすり抜ぬけたように見みえた。

　けれど、その直ちょく後ご。

　友ゆう人じんたちとおしゃべりしていた高たか倉くらさんは、不ふ意いに言こと葉ばを失うしない、動うごきを止とめて、内うちから体からだを支ささえる力ちからがなくなったように、ぐらりとかたむいた。

　高たか倉くらさんの体からだが、イスから転ころげ落おちる。彼かの女じょの周まわりにいた生せい徒とたちの口くちから、短みじかい悲ひ鳴めいが上あがる。

　きゃっ。

　どうしたの？

　ちょっと、大だい丈じょう夫ぶ？

　口くち々ぐちに高たか倉くらさんに声こえをかける生せい徒とたち。クラス中じゅうに、ざわめきが広ひろがっていく。

　やだ！　と。息いき、してない！　と、だれかが叫さけんだ。

　そのあとに、何なん人にんかの、今こん度どは長ながい悲ひ鳴めいが、次つぎ々つぎに重かさなってひびきわたった──。

　非ひ鳴めい、叫さけび声ごえ、ざわめきの渦うずの中なかで。

　詩し衣い音ねはその顔かおに、半はん分ぶんは演えん技ぎ、半はん分ぶんは本ほん心しんである驚おどろきを浮うかべ、そうして周しゅう囲いの空くう気きにとけこみながら、さわぎの中ちゅう心しんを見みつめていた。

　その視し線せんの先さきに。おそらくは、詩し衣い音ねの視し界かいの中なかのみにある、小ちいさな死しに神がみの姿すがた。

　それは、たおれた高たか倉くらさんの体からだの上うえで、次し第だいに色いろをうすめ、輪りん郭かくをぼやかし、やがて、霧きりの粒つぶでできた砂すな細ざい工くがくずれるように、消きえ去さった。

　死しに神がみは、その役やく目めを終おえたのだ。

（本ほん当とうに……死しんじゃった）

　詩し衣い音ねは、ほうっと息いきをついた。周まわりに気きづかれないように、小ちいさく。しかし、深ふかく。安あん堵どのため息いきを。

　高たか倉くらさんは、死しんだ。万まん引びきの目もく撃げき者しゃは、この世よから消きえた。これでもう安あん心しんだ。

（死しに神がみ。インスタントだけど、その力ちからは、本ほん当とうに本ほん物ものだったんだ。たった百円えんで、いなくなってほしい相あい手てを、この世よから消けしてしまえるなんて。……ラッキー）

　心こころの底そこから、晴はれ晴ばれとした気き分ぶんだった。

　インスタント死しに神がみ。

　なんてすばらしい商しょう品ひんだろう。

　あの自じ販はん機きをぐう然ぜん見みつけた自じ分ぶんは、なんて運うんのいい人にん間げんなのだろう。

　思おもわず鼻はな歌うたなどもれ出でそうになって、詩し衣い音ねはあわててぎゅっと自じ分ぶんの鼻はなをつまんだ。

　気きづけば、いつの間まにか、救きゅう急きゅう車しゃのサイレンの音おとが近ちかづいてきていた。クラスのだれかが携けい帯たい電でん話わで呼よんだのだろう。けれど、もうおそい。死しに神がみは、すでに役やく目めを果はたしたのだ。

　席せきに着ついた詩し衣い音ねは、机つくえの下したにかくした両りょう手ての指ゆび先さきを軽かるくくっ付つけ、こっそりと合がっ掌しょうした。

　と。そのときであった。

「あっ、よかった！　高たか倉くらさん、目めを開あけたよ！」

　高たか倉くらさんのそばにいた生せい徒とが、そう叫さけんだのである。

　詩し衣い音ねは耳みみを疑うたがった。

　そんな、まさか。だって、さっきは、息いきをしてないって。それに、死しに神がみも、やるべきことはやり遂とげたとばかりに、消きえ去さったじゃないか。それなのに。

　詩し衣い音ねは席せきを立たって、高たか倉くらさんを取とり囲かこむ人ひと垣がきに、割わって入はいった。

　するとそこには、たしかに目めを開あけて、すでに体からだを起おこした高たか倉くらさんの姿すがたがあった。

「私わたし……どうしちゃったの？」

　と、高たか倉くらさんは、ぼんやりした顔かおでつぶやいた。

　どういうことだ、一いっ体たい。

　高たか倉くらさん、生いき返かえってしまったじゃないか。

　なぜ？

　あのインスタント死しに神がみは、不ふ良りょう品ひんだったというのだろうか？

　詩し衣い音ねはそうっと人ひと垣がきを離はなれ、カバンを持もって、再ふたたび教きょう室しつを出でた。

　そして、人ひと目めに付つかないところまで来きてから、カバンの中なかにしまっていた死しに神がみのカップを取とり出だした。

　そのカップのフタを、すみずみまでよくよく見みれば、ひどく小ちいさな文も字じで、昨日きのうは見み落おとしていたこんな表ひょう記きがあった。




※このインスタント死しに神がみは、写しゃ真しんの相あい手てを[image: ]だけ殺ころすことのできるタイプです。




　それを読よんで、詩し衣い音ねはがっくりと肩かたを落おとした。

　三分ぷん間かんだけ、相あい手てを殺ころすことができたところで、そんなのなんの意い味みもない。

　しょせん、百円えんで買かったインスタントの死しに神がみなんて、この程てい度どのものなのか……。

（──ちょっと待まって。そういえば！）

　詩し衣い音ねは、そこであることを思おもい出だして、ハッとした。

　そうだ。昨日きのう、自じ販はん機きでこのインスタント死しに神がみを買かったとき、カップは二種しゅ類るいあった。もう一つのほうのカップは、あまりに値ね段だんが高たかすぎて、あのときは買かう気きにならなかったけれど。

　でも、あちらのカップのインスタント死しに神がみなら、もしかして。

（うん。きっとそうだ。このカップが「相あい手てを三分ぷん間かんだけ殺ころせるタイプ」ってことは、ほかのタイプのカップもあるってことだもの。それが、このカップのとなりにならんでた、一万まん円えんのあの高こう価かなカップの死しに神がみなんだ。百円えんぽっちじゃ、こんな役やく立たたずの死しに神がみしか買かえなかったけど、あっちの高たかいカップを買かえば……）

　ちょっと値ね段だんが張はるくらい、問もん題だいではない。

　一いち度どは殺ころせたと思おもった相あい手て。

　一いち度どは手てにしたと思おもった心こころの平へい安あん。

　──どうしても、このままあきらめることなど、できなかった。
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　そして、その放ほう課か後ご。

　詩し衣い音ねは、いったん家いえに帰かえってお金かねを取とってきてから、例れいの自じ販はん機きのある場ば所しょにやってきた。

　自じ販はん機きの陳ちん列れつ窓まどには、昨日きのうと同おなじく、二つの黒くろいカップがならんでいる。

　右みぎのカップの値ね段だんは、百円えん。

　左ひだりのカップの値ね段だんは、一万まん円えん。

　詩し衣い音ねは背せ伸のびをし、陳ちん列れつ窓まどにべたりと顔かおを貼はり付つけて、左ひだりのカップのフタをのぞきこんだ。

　そこで詩し衣い音ねは気きづいた。なんだか、昨日きのう見みたときよりも、窓まどがきれいになっている。あれから掃そう除じでもしたのだろうか。陳ちん列れつ窓まどの白しろい曇くもりが取とれて、透とう明めいになった窓まどごしに、昨日きのうは読よめなかった左ひだりのカップのフタの文も字じが、今日きょうははっきりと見みて取とれた。

　そこには、




　もう、インスタントとは呼よばせない！　本ほん格かく派はの死しに神がみを求もとめるあなたに！




　と、黒くろ地じに映はえる、研とぎ澄すまされた鎌かまのような銀ぎん色いろの文も字じが、光ひかっている。

　さらに、右みぎのカップにあった表ひょう記きよりも、ずっと目め立だつ大おおきな文も字じで、




※　このインスタント死しに神がみは、写しゃ真しんの相あい手てを[image: ]殺ころすことができます！




　と書かかれていた。

　詩し衣い音ねは迷まよわず自じ販はん機きに一万まん円えん札さつをつっこみ、左ひだり側がわのボタンを押おした。

　ぽこん、と商しょう品ひんが落おちてくる。

　それを自じ販はん機きから取とり出だして、両りょう手てでしっかりと持もちながら、詩し衣い音ねは、フタの上うえで光ひかりを反はん射しゃする、頼たのもしい銀ぎん色いろの太ふと字じを見みつめた。

「本ほん格かく派はの死しに神がみ……。作つくり方かたは、安やすいカップと、何なにか違ちがうのかな？」

　つぶやいて、詩し衣い音ねはカップをかたむけ、カップの横よこの作つくり方かたの欄らんに目めをやった。

　そこには、こう書かかれていた。












◇インスタント死しに神がみの作つくり方かた◇







❶フタを開あけて、中なかにドクロが一つ入はいっているのを確かく認にんします。

❷いったんドクロをカップから取とり出だし、呪のろい殺ころしたい相あい手ての写しゃ真しんを、

　表おもてが上うえになるようにカップの底そこに置おき、その上うえにドクロを載のせます。

❸ドクロと写しゃ真しんの上うえから、カップの内うち側がわの線せんまでお湯ゆを注そそぎます。

❹フタをして、[image: ]年ねん間かん待まってから、フタを開あけます。







★これで、写しゃ真しんの相あい手てを呪のろい殺ころしてくれる、あなただけの死しに神がみのできあがりです★
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　朋とも子こは、友ともだちがほしかった。

　今いまいる二人ふたりの友ともだちとは別べつの、新あたらしい友ともだちが。

　だって、今いまいる二人ふたりの友ともだちは、その二人ふたりだけが「親しん友ゆう」で、朋とも子こはその二人ふたりにくっ付ついているだけの、「ただの友ともだち」だとわかっていたから。

　朋とも子こたち三人にん組ぐみは、本ほん当とうは三人にん組ぐみではなくて、二人ふたり組ぐみ、たす、一人ひとりぼっち。

　まったく、面おも白しろくない話はなしだ。

　三人にん、というこの人にん数ずうが、朋とも子こは大だい、大だい、大だい嫌きらいだった。

　というのも、友ともだち同どう士しで楽たのしくおしゃべりするために、二人ふたり、という人にん数ずうはぜったいに必ひつ要ようだけれど、三人にん目めからは、別べつにいないならいないで問もん題だいない。

　げんにあの二人ふたりは、朋とも子こがいなくたって、二人ふたりきりで仲なかよくおしゃべりしたり遊あそんだりしてしまう。いや、それどころか、朋とも子こがいっしょにいるときでさえ、いつの間まにか二人ふたりの間あいだでだけ話はなしが盛もり上あがって、朋とも子こは一人ひとり、そのおしゃべりの中なかに入はいることができず、二人ふたりのそばでただぽつねんと黙だまりこくっているしかない、なんてこともよくあるのだ。

　そんなふうになるたびに、朋とも子こは二人ふたりから、「あんたなんて、別べつに、いてもいなくてもいいんだからね」と言いわれているような思おもいがした。

　朋とも子こだけが、親しん友ゆうじゃなくて、ただの友ともだち。

　朋とも子こだけが、はみ出だしものの、余あまりもの。

　そのことを思おもい知しるたびに、朋とも子こは目めになみだをためて、ぎゅっとこぶしをにぎって、くちびるをとがらせる。

　くやしいったらない。

　腹はらが立たつったらない。

　自じ分ぶんをさしおいて「親しん友ゆう」になってしまった、あんな二人ふたりの友ともだちなんて、もういらない！

（ほかに友ともだちのいない子こと、仲なか良よくなりたいな。わたしだけがその子この友ともだちになれる、そんな子こと）

　もしもそんな子こと友ともだちになれたら、自じ分ぶんとその子こはきっと、あの二人ふたりに負まけないくらい仲なかのよい「親しん友ゆう」になれるだろう。

（ああでも、もちろん、友ともだちのいない子こならどんな子こでもいいってわけじゃ、ないけどね。いじわるだったり、ひがみっぽかったり、噓うそつきだったり、自じ分ぶん勝かっ手てだったりする子ことは、わたしだって、友ともだちになんかなりたくないもん）

　朋とも子こはため息いきをついた。

　すてきな友ともだちがほしい。

　できれば、かわいくて、優やさしくて、頭あたまがよくて。でも、ほかにだれも友ともだちがいない、一人ひとりぼっちの子こ。そんな子こ、どこかにいないだろうか。

　──なんてことを考かんがえながら、学がっ校こうからの帰かえり道みちを歩あるいていた、そのときだった。

　ドン、と、朋とも子こはだれかにぶつかった。

　ぶつかった相あい手ては、たおれて地じ面めんに尻しりもちをついた。

　同どう時じに、何なにかがばらばらと、道どう路ろに落おちて散ちらばった。

「いたた……。ご、ごめん。大だい丈じょう夫ぶ？」

　地じ面めんに座すわったまま、そう言いって朋とも子こを見み上あげたのは、ショッキング・ピンクのパーカーを着きた、銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょだった。

　その子こは、右みぎ目めに眼がん帯たいをしていた。

　パーカーとおそろいのピンク色いろに、バッテンマークつきの黒くろいハートを描えがいた、眼がん帯たい。

　派は手でな格かっ好こうをしているが、かわいい子こだ。朋とも子こと同おなじ小しょう学がく生せいか、あるいは、もう少すこし年とし上うえの中ちゅう学がく生せいか。そのくらいの歳としに見みえる。

（こんな子こだったら、友ともだちになってもいいんだけどな。ちょっと趣しゅ味みは合あいそうにないけど。転ころんだのはこの子このほうなのに、「ごめん。大だい丈じょう夫ぶ？」って言いってくれたし、きっと性せい格かくはやさしい子こなんだ）

　そんなことを思おもいつつ、朋とも子こは、ぶつかったひょうしにその子こがばらまいたものを、その子こといっしょに拾ひろおうとしゃがみこんだ。もしかしたら、これをきっかけにこの子こと友ともだちになれるかも、と期き待たいして。

　道どう路ろに散ちらばったものは、どうやらお菓か子しのようだった。

　色いろとりどりの包つつみ紙がみにくるまれた、丸まるいもの。

　さくらんぼより小ちいさなものもあれば、大おおきなブドウの粒つぶくらいのものもある。

「見みたことないお菓か子しだね。これって、キャンディ？」

　いくつか拾ひろい集あつめたそのお菓か子しを、少しょう女じょに手て渡わたして、朋とも子こは聞きいた。

　すると。

「うん、そう。この近ちかくにある駄だ菓が子し屋やで買かってきた、キャンディだよ。でもね、ただのキャンディじゃないんだ。これはね、食たべると運うんの良よくなる、幸こう運うんのキャンディなの」

　少しょう女じょは、にこっと人ひとなつこく笑わらって、そう言いった。

　それを聞きいて、朋とも子こは、思おもわずぱちくりとまばたきした。

「幸こう運うんのキャンディ？　食たべると運うんが良よくなる、って……まさか、そんなもの」

「ほんとだよ。あの駄だ菓が子し屋やには、ほかじゃ買かえないようなめずらしいもの、いろいろ売うってるんだから。たとえば──」

　キャンディを残のこらず拾ひろい終おえた少しょう女じょは、笑え顔がおのまま、片かた方ほうの目めで朋とも子こを見みつめた。

「当あたりを引ひけば、友ともだちが手てに入はいるクジとかね」

「……えっ」

　少しょう女じょの言こと葉ばに、朋とも子この胸むねが、ドキリと高たか鳴なった。

[image: ]

「そのクジを引ひきたかったら、あそこの駄だ菓が子し屋やに行いくといいよ。ほら、そこに見みえる、建たて物ものと建たて物もののすき間まの細ほそい道みちの奥おくに、お店みせがあるからさ」

　少しょう女じょは朋とも子このうしろを指ゆび差さした。

　それにつられて、朋とも子こはふり返かえる。

　朋とも子こが少しょう女じょから目めをはなしたのは、そのほんの一いっ瞬しゅんのことだった。

　なのに、再ふたたび前まえを向むいたとき、眼がん帯たいの少しょう女じょの姿すがたは、もうどこかに消きえていた。
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　建たて物ものと建たて物もののすき間まにある細ほそい道みちを、しばらく奥おくに進すすんでいくと、あの少しょう女じょの言いったとおり、やがて目めの前まえに一いっ軒けんの駄だ菓が子し屋やがあらわれた。

「へえ。この町まちには、まだこんなお店みせが残のこってるんだ」

　ずっと昔むかしからこの場ば所しょにあるのだろう、古ふるぼけた店みせがまえの駄だ菓が子し屋や。こんな店みせ、朋とも子こはこれまで、ショッピングモールの中なかにある「昔むかし風ふう」のものしか見みたことがなかった。

　店みせに入はいって、朋とも子こはそう広ひろくもない店てん内ないを歩あるき回まわる。

　短みじかい割わりばしの付ついたみずあめ、小こ袋ぶくろに入はいったスナックラーメン、赤あか茶ちゃ色いろのコーラグミ、水みず色いろのソーダグミ、なめていると色いろが変かわるアメ玉だま、カラフルな細ほそ長ながい棒ぼうゼリー、平ひらべったい木きのスプーンが付ついた小ちいさなヨーグルト、あまからいイカの足あし、小こ銭ぜにの形かたちをしたチョコレート、オレンジ味あじやブドウ味あじの粉ふん末まつジュース……。

　棚たなにならべられ、引ひき出だしにつめこまれ、壁かべにかけられ、天てん井じょうからつるされた、いろいろな駄だ菓が子し。

　その景け色しきに目めを引ひかれながらも、朋とも子こはそれらをぜんぶ素す通どおりしていく。

　そうして、朋とも子こはレジの前まえまでたどりついた。

　レジカウンターの後うしろの棚たなには、いくつかのクジの箱はこが置おかれていた。

　その中なかの一つに、




【友ともだちクジ】一回かい 一〇〇円えん




　と書かかれた箱はこがあった。




「あれが、あの子この言いってた、友ともだちの当あたるクジ？」

　朋とも子こはごくんとつばを飲のむ。

　そこへ、カウンターの中なかから、店みせの人ひとが声こえをかけてきた。

「クジを引ひきたいの？」

　そう聞きかれて、朋とも子こは、少すこし迷まよいながらうなずいた。

（当あたりを引ひけば友ともだちがもらえるクジ、なんて、あるわけない……）

　それは、もちろんわかっている。でも、でも。

（とりあえず、一回かいだけ、ためしてみよう。今日きょうはお菓か子しを買かうのはがまんして、そのかわりにこのクジを……）

　胸むねの中なかでふくらんだ、期き待たいと好こう奇き心しん。

　その気き持もちをおさえきれず、朋とも子こは、スカートのポケットから小こ銭ぜに入いれを取とり出だした。

「あの。あそこにある、友ともだちクジっていうやつを」

「はい、はい。友ともだちクジは、一回かい百円えんね。当あたりを引ひけば、友ともだちを一人ひとり、プレゼントだよ」

　なんでもないことのように、店みせの人ひとはそう言いった。

　帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、マフラーを巻まいた店みせの人ひとの顔かおは、薄うす暗ぐらい店てん内ないでは陰かげになって、よく見みえない。けれどたぶん、まだ若わかい男おとこの人ひとのようだった。

　店みせの人ひとは、レジのうしろの棚たなからクジの箱はこを取とって、カウンターの上うえに置おいた。

　その箱はこを見みつめて、朋とも子こはたずねる。

「本ほん当とうに、クジで友ともだちなんて、もらえるの？」

「もちろん。だって、友ともだちクジだからね。かわいくて、優やさしくて、頭あたまのいい、とってもすてきな友ともだちがもらえるよ。当あたりを引ひくことができれば、ね」

　それを聞きいて、朋とも子こは、ますます期き待たいに胸むねをふくらませた。

　朋とも子こは、小こ銭ぜに入いれから出だした百円えん玉だまを、店みせの人ひとに手て渡わたした。

「友ともだちクジは、フーセンガムのクジなんだ。この中なかから一つ引ひいたら、包つつみ紙がみをやぶいて、ガムをかんでふくらませてごらん」

　と、店みせの人ひとは、クジの箱はこをかたむけて、箱はこの上じょう部ぶに開ひらいた穴あなを朋とも子こに向むけた。

　朋とも子こはドキドキしながら、箱はこの穴あなに片かた手てをつっこんだ。

　箱はこの中なかをガサゴソとあさって、ガムの包つつみをあっちへこっちへかきわける。

　しばらくそうしたあと、朋とも子こは、ようやく一つのガムをつかんで取とり出だした。

　ガムは銀ぎん紙がみに包つつまれていた。

　四し角かくい銀ぎん紙がみの真まん中なかが、円えん盤ばん状じょうのガムの形かたちに、ぷっくりふくらんでいる。

　朋とも子こは、ギザギザになっている銀ぎん紙がみの端はしに切きれ目めを入いれて、それを破やぶいた。

　そして、店みせの人ひとに言いわれたとおり、その場ばでガムを口くちに入いれた。

　もぐもぐ、もぐもぐ。

　口くちの中なかでやわらかくなるまでガムをかんで、そのガムを舌したにかぶせるようにしてうすくのばし、息いきを吹ふきこむ。

　ぷくーっと、ガムがふくらむ。

　思おもいっきり息いきを吹ふきこんでも、ガムはやぶれない。

　もっと息いきを吹ふきこむ。……まだ、やぶれない。

　もっともっと息いきを吹ふき込こむ。……まだまだ、やぶれない。

　ガムはどんどん、どんどんふくらんで、やがて、朋とも子この背せ丈たけよりも大おおきくなった。

　その巨きょ大だいなガムのフーセンの中なかに、何なにかが見みえた。

　人ひとの姿すがただ。

　ガムのフーセンに包つつまれていて、はっきりとは見みえないけれど、それは子こどもの人ひと影かげだった。
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　ぱちん！




　音おとを立たてて、フーセンが割われた。

　それと同どう時じに、割われたフーセンの中なかから、一枚まいの紙かみきれがあらわれた。

　ひらひらと舞まって床ゆかに落おちたその紙かみを、朋とも子こは上うえからのぞきこんだ。

　薄うすっぺらいその紙かみきれには、




［ハズレ］




　と書かかれていた。




「残ざん念ねんでした。また挑ちょう戦せんしてね」

　店みせの人ひとはそう言いって、友ともだちクジの箱はこを、またレジのうしろの棚たなに戻もどした。
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　駄だ菓が子し屋やからの帰かえり道みち。

　朋とも子こは、さっき見みたもののことを、ドキドキしながら思おもい返かえしていた。

　ふくらんだガムのフーセンの中なかに、一いっ瞬しゅんだけ見みえた、子こどもの人ひと影かげ。

　フーセンが割われたとき、中なかに入はいっていたのは、［ハズレ］と書かかれた紙かみきれ一枚まいだけだった。

　でも、あの子こどもの人ひと影かげは、絶ぜっ対たいに見み間ま違ちがいなんかじゃない。

（きっと、当あたりのガムを引ひけば、割われたフーセンの中なかから「友ともだち」が出でてくるんだ！）

　朋とも子こは、もう疑うたがってはいなかった。

　あの不ふ思し議ぎなガムのクジは、本ほん当とうに、「当あたりを引ひけば友ともだちが手てに入はいるクジ」に違ちがいない。

（こうなったら、なんとしても、あのクジで当あたりを引ひかなくちゃ）

　あのクジを当あてて、新あたらしい友ともだちを手てに入いれることができたら。

　そうしたら、自じ分ぶんはもう、「三さん人にん組ぐみの中なかの余あまりもの」なんかじゃなくなるのだ。
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　それからというもの、朋とも子こは毎まい日にちのように、友ともだちクジを引ひきにあの駄だ菓が子し屋やへと通かよった。

　でも、クジはなかなか当あたらない。

　何なん回かい引ひいても、何なん十回かい引ひいても、大おおきくふくらんだフーセンが、ぱちん！　と割われて出でてくるものは、いつも［ハズレ］と書かかれた紙かみきれ一枚まいだけだった。




（ああ。今日きょうも、当あたらなかった……）

　その日ひも朋とも子こは、駄だ菓が子し屋やからの帰かえり道みちを、とぼとぼと歩あるいていた。

　友ともだちクジは、よっぽど当あたりの出でにくいクジなのか。

　はたまた、自じ分ぶんにクジ運うんがないだけなのか。

（こうなったら、もう、あれを買かうしか……）

　と、朋とも子こは、あの駄だ菓が子し屋やに置おかれていた、ある商しょう品ひんのことを思おもい浮うかべる。

　幸こう運うんのキャンディ。

　そう。以い前ぜんこの道みちでぶつかった、ショッキング・ピンクのパーカーと眼がん帯たいの少しょう女じょが持もっていた、あのキャンディだ。

　少しょう女じょが言いっていたとおり、あのキャンディは、あの駄だ菓が子し屋やの商しょう品ひんだった。

　二つならんだガラスのビンに入いれられて、あのキャンディは売うられていた。

　小ちいさな粒つぶのキャンディは、小ちいさな幸こう運うんをもたらすキャンディ。

　大おおきな粒つぶのキャンディは、大おおきな幸こう運うんをもたらすキャンディ。

　店みせの人ひとは、そう説せつ明めいしてくれた。

　どちらのキャンディのビンにも、色いろとりどりの包つつみ紙がみのキャンディがつめこまれていた。

　なんでも、幸こう運うんのキャンディは、包つつみ紙がみの色いろによって、良よくなる運うんの種しゅ類るいが違ちがうのだそうだ。

　黄き色いろい包つつみ紙がみは、金きん運うん。緑みどり色いろの包つつみ紙がみは、健けん康こう運うん。青あお色いろの包つつみ紙がみは、勉べん強きょう運うん。赤あか色いろの包つつみ紙がみは、恋れん愛あい運うん。

　そして、白しろ色いろの包つつみ紙がみは、クジ運うんが良よくなるキャンディなのだという。

（あのキャンディを食たべてクジを引ひけば、当あたりが引ひけるかも）

　そう思おもうのだけれど、幸こう運うんのキャンディは、一ひと粒つぶだけでも値ね段だんが高たかい。

　小ちいさな幸こう運うんのキャンディでも、一ひと粒つぶが千円えんする。

　大おおきな幸こう運うんのキャンディともなると、一ひと粒つぶだけで、なんと一万まん円えんもするのだ。

（小ちいさいほうのキャンディなら、買かえないことはないんだけどな。でも、どうせなら、小ちいさな幸こう運うんのキャンディよりも、大おおきな幸こう運うんのキャンディを食たべてクジを引ひいたほうが、うんとすてきな友ともだちが当あたるかもしれないし）

　友ともだちは、一人ひとり当あたればそれでいい。

　たった一人ひとりの親しん友ゆうがいれば、ほかの友ともだちなんて、もういらない。

　だからこそ、当あたりを引ひくなら絶ぜっ対たいに、あとからイヤにならないような友ともだちを当あてないと。

「でも、大おおきな幸こう運うんのキャンディは、わたしのおこづかいじゃ、さすがに買かえないよ……」

　ため息いきをついて、朋とも子こは肩かたを落おとした。

　そのときだった。

　ドン、と、朋とも子こはだれかにぶつかった。

　ぶつかった相あい手ては、たおれて地じ面めんに尻しりもちをついた。

　同どう時じに、何なにかがばらばらと、道どう路ろに落おちて散ちらばった。

「いたた……。ご、ごめん。大だい丈じょう夫ぶ？」

　地じ面めんに座すわったまま、そう言いって朋とも子こを見み上あげたのは、いつかと同おなじ少しょう女じょだった。

　ショッキング・ピンクのパーカーを着きて、黒くろいハートにバッテンマークの眼がん帯たいをつけた、銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょ。

　その子こが道みちに落おとしたものも、あのときと同おなじだった。

　たくさんの幸こう運うんのキャンディ。

　小ちいさな幸こう運うんのキャンディも、大おおきな幸こう運うんのキャンディもある。

　その中なかに、白しろい包つつみ紙がみの、大おおきな粒つぶのキャンディもあった。

　それを見みて、朋とも子こはハッとした。

　この包つつみ紙がみの色いろは、クジ運うんが良よくなる幸こう運うんのキャンディだ。

　それも、一ひと粒つぶ一万まん円えんする、大おおきな幸こう運うんのキャンディだ。

　ほしいのに、高たかくて買かえないそのキャンディは、ちょうど朋とも子この足あしもとに転ころがっていた。

　朋とも子こは、さっと道みちにしゃがみこんで、手ての届とどくところにあるキャンディを拾ひろい集あつめた。

　そして。

「はい。この辺へんに落おちてたのは、これでぜんぶだよ」

　と、集あつめたキャンディを少しょう女じょに渡わたした。

　その中なかに、白しろい包つつみ紙がみの、大おおきな粒つぶのキャンディはなかった。

　少しょう女じょに気きづかれないよう、朋とも子こはその一ひと粒つぶだけを、こっそり自じ分ぶんのポケットに入いれたのだ。

「どうも、ありがとう」

　少しょう女じょは人ひとなつこく笑わらって、朋とも子こからキャンディを受うけ取とった。

　けれど、少しょう女じょのその笑え顔がおは、たちまち曇くもる。

「あれ？　あれ？　……おかしいな。キャンディが、一ひと粒つぶ足たりない。白しろい包つつみの、大おおきな粒つぶのキャンディが、たしかあったはずなのに」

　それを聞きいて、朋とも子こはギクリとする。

「ねえ。もう一つ、白しろい包つつみのキャンディが、どこかに落おちてない？」

　少しょう女じょは、ひどく困こまった顔かおで朋とも子こを見みた。

　しかし朋とも子こは、

「知しらない。そんなの、見みなかったよ。そこの溝みぞにでも落おちちゃったんじゃないの？」

　そしらぬふりでそう言いって、少しょう女じょに背せを向むけた。

　そのままふり返かえることなく、急いそいでその場ばを立たち去さりながら、朋とも子こは思おもう。

（いいよね、一ひと粒つぶくらい。だって、あの子こはあんなにたくさん、幸こう運うんのキャンディを持もってるんだもん。きっと、すごくお金かね持もちの家いえの子こなんだ）

　角かどを曲まがったところで、朋とも子こはポケットの中なかのキャンディを、ぎゅっとにぎった。

「これさえあれば……」

　つぶやいて、朋とも子こはにやりと笑わらう。




　そんな朋とも子この頭あたまの上うえを、ひらひらと、一匹ぴきの蝶ちょうが飛とんでいた。

　黒くろ地じの羽はねにショッキング・ピンクの紋もん様ようをまとった、その蝶ちょうの姿すがたに気きづくことなく、朋とも子こはキャンディをにぎりしめたまま、夕ゆう暮ぐれの家いえ路じを急いそいだ。
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　次つぎの日ひ。

　朋とも子こは、うきうきとした足あし取どりで、いつもの駄だ菓が子し屋やへとやってきた。

　店みせに入はいって、朋とも子こはいつものように、まっすぐレジに向むかう。

　でも、今日きょうの朋とも子こは、いつもの朋とも子こではない。

（だって、今日きょうはここに来くる前まえに、あの幸こう運うんのキャンディを食たべてきたんだもん！）

　クジ運うんが良よくなる、白しろい包つつみ紙がみのキャンディ。

　それも、大おおきな幸こう運うんをもたらすキャンディを。

（あれを食たべたんだから、今いまのわたしは、ものすごく運うんが良よくなってるはず！）

　期き待たいに鼻はな息いきをあらくして、朋とも子こは店みせの人ひとに百円えん玉だまを渡わたした。

「友ともだちクジ、一回かい！」

「はい、はい」

　店みせの人ひとは百円えん玉だまを受うけ取とると、いつものように、レジのうしろの棚たなから友ともだちクジの箱はこを取とってきた。

　その箱はこの穴あなに、朋とも子こは、勢いきおいよく手てをつっこんだ。

　幸こう運うんのキャンディを食たべたのだからと、今日きょうは迷まよわず、いちばん最さい初しょに手てにふれたガムをつかむ。それを箱はこから取とり出だすやいなや、朋とも子こは銀ぎん紙がみをやぶいて、中なか身みのガムを口くちの中なかに放ほうり込こんだ。

　もぐもぐ、もぐもぐ。

　はやる気き持もちをおさえながら、しばらくじっくりガムをかむ。

　そうして、じゅうぶんやわらかくなったガムを、ぷうーっと思おもいきりふくらませる。

　ガムのフーセンは、どんどんどんどんふくらんで、あっという間まに、朋とも子この背せ丈たけよりも大おおきくなった。

　フーセンの中なかに、一人ひとりの子こどもの人ひと影かげが見みえた。




　ぱちん！




　音おとを立たてて、フーセンが割われた。

　その中なかからあらわれたのは、いつもの［ハズレ］の紙かみきれではなかった。

　フーセンから出でてきたのは、一人ひとりの女おんなの子こだった。

　水みず色いろのワンピースを着きた、朋とも子こと同おなじくらいの歳としの女おんなの子こ。

　その子こは、髪かみが長ながくて、肌はだが白しろくて、とてもかわいらしい顔かお立だちをしていた。朋とも子このほうを向むいて、にこりとほほえんだその顔かおは、明あかるくて、優やさしくて、頭あたまだってよさそうに見みえた。

　カウンターの中なかから、店みせの人ひとが朋とも子こに言いった。

「おや、おめでとう。きみは運うんがいいんだね。クジで当あたりを引ひいたから、その子こはきみの友ともだちとして、プレゼントだ」

　朋とも子こは、手てに持もったままのガムの銀ぎん紙がみをにぎりしめ、心こころの中なかで「やった！」と叫さけんだ。

　こんなすてきな子こが、今いまから、わたしの友ともだち！

　わたしだけの、親しん友ゆう！

　目めの前まえの女おんなの子こを見みつめて、朋とも子こは目めをかがやかせた。

　そして、女おんなの子こに笑わらい返かえし、少すこし照てれながら口くちを開ひらく。

「あの、わたし、朋とも子こっていうの。あなたの、お名な前まえは？」

　ところが。

　女おんなの子こは、それには答こたえなかった。

　女おんなの子こは、片かた手てで口くち元もとをかくしながら、ちょっと待まってね、というようなしぐさをしてみせた。

　かと思おもうと、その子こは口くちをもぐもぐと動うごかして、その口くちの中なかから、ぷくーっとガムのフーセンをふくらませた。

　大おおきく大おおきく、女おんなの子この背せ丈たけを越こえてふくらんだフーセンが、音おとを立たてて割われる。




　ぱちん！




　割われたフーセンの中なかからは、また一人ひとり、朋とも子こと同おなじ年とし頃ごろの女おんなの子こがあらわれた。

　その子こは、オレンジ色いろのシャツを着きた、髪かみの短みじかい女おんなの子こだった。水みず色いろのワンピースの子ことはぜんぜん雰ふん囲い気きが違ちがうけれど、こっちの子こも、やっぱりとてもかわいらしい顔かお立だちの、明あかるくて優やさしそうで、頭あたまのよさそうな女おんなの子こだった。




　ポカン、とあっけに取とられている朋とも子こに、店みせの人ひとは言いった。

「おや。きみは、ものすごく運うんがいいんだね。きみの引ひいたガムは、大おお当あたりのガムだよ。大おお当あたりが出でたから、特とく別べつにもう一人ひとり、友ともだちをプレゼントだ」

　それを聞きいた朋とも子こは、くしゃくしゃになったガムの銀ぎん紙がみを、ぽとりと床ゆかに落おとした。

　そんな朋とも子この前まえで、フーセンから出でてきた二人ふたりの「友ともだち」は、お互たがいに顔かおを見み合あわせ、ほほえみ合あった。

　それから、いっしょに朋とも子このほうをふり向むくと、

「これから、どうぞよろしくね。三人にんで仲なか良よくしようね、朋とも子こちゃん」

　と、声こえをそろえて言いった。

　三人にんで──。

　ああ、と、朋とも子こは力ちからなくうなだれる。

　その人にん数ずうに、朋とも子こはもう、今いまからいやな予よ感かんしかしなかった。
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　その日ひの夜よるも、いつものように、啓けい太たはパソコンに向むかっていた。

　ネットニュースで、日ひ々び起おこる犯はん罪ざい事じ件けんの記き事じをチェックするのが、啓けい太たの日にっ課かだった。

（ああ、まったく。毎まい日にち毎まい日にち、いやな事じ件けんがあとを絶たたないな）

　ため息いきをついて、啓けい太たは次つぎのニュース記き事じのタイトルをクリックする。

（だいたい、この世よの中なかは、犯はん罪ざい者しゃに甘あますぎるんだ。悪わるいことをしたやつなんて、もう、だいたい死し刑けいでいいじゃないか）

　啓けい太たは常つね々づねそう思おもっていた。

　悪あく人にんは、さっさとこの世よから消きえてしまえばいい。

　社しゃ会かいのルールを守まもれないやつらなんて、生いきてるだけ無む駄だで、無む意い味みで、迷めい惑わくなだけだ。

（俺おれに、力ちからがあればなあ。人ひと知しれず悪あく人にんを始し末まつすることのできる、漫まん画がに出でてくるダークヒーローみたいな、特とく別べつな力ちからが──）

　それを空くう想そうして、啓けい太たはうっとりする。

　悪あく人にんには裁さばきが下くだるべきだ。

　悪あく人にんはこの世よから排はい除じょされるべきだ。

　そう思おもっているのは自じ分ぶんだけではない。それは、この社しゃ会かいに生いきる多おおくの人ひと々びとの望のぞみなのだ。

　多おおくの人ひと々びとに死しを望のぞまれている悪あく人にん。

　そいつらに、もしもこの自じ分ぶんが、みごと裁さばきを下くだすことができたなら。

（それができたら、きっと俺おれは、みんなからヒーロー扱あつかいされるだろうな）

　それができたら──。

　いや、わかっている。そんなことは不ふ可か能のうなのだと。

　漫まん画がに出でてくるダークヒーローたちのように、何なん人にんもの悪あく人にんを次つぎ々つぎ裁さばいていくためには、何なにかしらの特とく別べつな力ちからが必ひつ要ようだ。知ち識しきとか、技ぎ術じゅつとか、人じん脈みゃくとか、あるいは超ちょう能のう力りょくとか。

　自じ分ぶんは、その中なかのどれ一つとして持もっていないし、持もてそうにもない。

　ただの無む力りょくで平へい凡ぼんな一いっ般ぱん人じん。

　そんな自じ分ぶんに、悪あくを裁さばくヒーローになることなど、しょせんできはしないのだ。

　また一つ、ため息いきをついて、啓けい太たはパソコンの画が面めんに目めの焦しょう点てんを合あわせた。

　と、そのとき。

　ぴろりん、とパソコンから音おとがして、画が面めんの真まん中なかに、いきなりバナー広こう告こくが現あらわれた。

　ショッキング・ピンクの派は手でなバナー。

　目めが痛いたくなるようなそのピンク色いろの中なかには、黒くろい文も字じで、こんなことが書かかれていた。
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　それを読よんで、啓けい太たはポカンとあっけに取とられた。

「家か庭てい用よう……？　処しょ刑けい、セット……？？」

　なんだろう。これは、いったい。

　何なにかの冗じょう談だんなのだろうか。

　それとも、クリック詐さ欺ぎ広こう告こく？

　バナーに書かかれた文ぶん章しょうは、正しょう直じき気きになる。気きになるけども……あまりにあやしい。

　啓けい太たはショッキング・ピンクのバナーを無む視しして、次つぎのニュース記き事じのタイトルにマウスカーソルを合あわせた。
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　しかし、記き事じのタイトルをクリックしようとした、その瞬しゅん間かん。

　ショッキング・ピンクのバナーが、画が面めんの中なかでひらりと舞まうように動うごき、マウスカーソルの下したにすべりこんだのである。

　まずい！　と思おもったときには、もうおそかった。

　啓けい太たの指ゆびは、そのあやしいバナーをクリックしてしまっていた。




　カチッ




　クリック音おんが響ひびくと同どう時じに、パソコンの画が面めんが切きりかわった。

「くそっ、つい押おしちまった。なんなんだ、このページ。危あぶないサイトじゃないだろうな……」

　あせりながらも、啓けい太たはとりあえず、開ひらかれたそのページに目めを通とおしてみる。

　見みたところ、それはどうやら、一いっ種しゅの通つう信しん販はん売ばいサイトのようだった。







【処しょ刑けいセット】商しょう品ひん詳しょう細さい




　悪あく人にんを、自じ分ぶんの手てで裁さばいてみたい…！

　お客きゃく様さまのそんなニーズにお応こたえして生うまれた商しょう品ひんが、この【処しょ刑けいセット】です。

　処しょ刑けいに必ひつ要ようなあらゆるアイテムを、あまさず詰つめ込こんだ、非ひ常じょうに便べん利りな【処しょ刑けいセット】。

　このセット一つで、だれでも簡かん単たん・お手て軽がるに、ご家か庭ていで処しょ刑けいが行おこなえます！




※当とうセットの処しょ刑けい器き具ぐは、従じゅう来らいにない特とく殊しゅ技ぎ術じゅつを用もちいて、処しょ刑けい対たい象しょうとなる悪あく人にんを一ひとかたまりの黒こく炭たんに変かえて処しょ刑けいします。

　処しょ刑けい後ごに残のこった黒こく炭たんは、べたつかず、散ちらからず、持もち運はこびが簡かん単たんなので、器き具ぐのお手て入いれも、あとしまつも楽らくチンです♪







　商しょう品ひん説せつ明めいの欄らんに書かかれたその文ぶん章しょうを読よんで、啓けい太たは再ふたたびあっけに取とられた。

「なんだ、これ……。こんなもの、売うっていいのか？」

　常じょう識しき的てきに考かんがえれば、ありえない。いくら悪あく人にんといえど、人ひとを処しょ刑けいするための商しょう品ひんの販はん売ばいなんて、法ほう律りつで許ゆるされているはずがない。

　でも……。

　ひょっとしたら、と啓けい太たは思おもう。

　ただ、おおやけになっていないというだけで。ただ、自じ分ぶんが今いままで知しらなかったというだけで。案あん外がい、こういったものは流りゅう通つうしているのかもしれない。警けい察さつとか政せい府ふとかも、こういう商しょう品ひんのことを、知しった上うえで黙もく認にんしているのかもしれない。

　だって、悪あく人にんが処しょ刑けいされることは、この世よの中なかにとっての利り益えきなのだから。

　そして、それなら、処しょ刑けい人にんの数かずは多おおいほうがいいだろう。

　たとえば、一人ひとりの処しょ刑けい人にんにつき三人にんの悪あく人にんを処しょ刑けいするとしても、処しょ刑けい人にんが十人にんいれば三十人にんの、処しょ刑けい人にんが百人にんいれば三百人にんの悪あく人にんを、この世よの中なかから消けし去さることができる。

　悪あく人にんがいなくなればいなくなるだけ、この世よの中なかがきれいになる。

　だからこそ、処しょ刑けい人にんになる人ひとを増ふやすために、こんな商しょう品ひんが売うられているのではなかろうか。

　だとしたら。

（俺おれだって、【処しょ刑けいセット】を買かって、処しょ刑けい人にんになりたい……！）

『だれでも簡かん単たん・お手て軽がるに処しょ刑けいができる』道どう具ぐ。

　それはすなわち、啓けい太たがほしいと望のぞんでいた、ダークヒーローになるための「特とく別べつな力ちから」だ。

（でも……。だれでも簡かん単たんに使つかえる処しょ刑けい道どう具ぐなんて、悪あく用ようされたりしないのかな）

　そのことが、啓けい太たはふと気きになったものの。

（いやいや。そのくらいのこと、とうぜん対たい策さくされてるはずだ）

　と、すぐにそう思おもいなおした。

　簡かん単たんお手て軽がるな処しょ刑けいセット、とはいっても、そこはさすがに。この商しょう品ひんを買かっただけで、だれをも好すき勝かっ手てに処しょ刑けいできるようになる、というわけではあるまい。そこは何なにかしら、制せい限げんや条じょう件けんがあるはずだ。

（そういえば、これ、値ね段だんはいくらくらいなんだろう？　……やっぱり、高たかいのかな）

　啓けい太たは、もうほとんどこの商しょう品ひんを買かう気きになっていた。

　とはいえ、現げん実じつ的てきに購こう入にゅう可か能のうな値ね段だんでなければ、どうしようもない。

　それに、やはりだまされているのではという疑うたがいも、まだ捨すてきれない。

　迷まよいながら、啓けい太たは画が面めんをスクロールして、商しょう品ひんの値ね段だんを確かく認にんしてみた。

　すると──。





まずは一〇〇〇円えんお支し払はらいいただければ、商しょう品ひんをお渡わたしいたします。

その後ご、もしこの商しょう品ひんがお気きに召めさなかった場ば合あいは、未み使し用ようの状じょう態たいであれば、商しょう品ひんの購こう入にゅうをキャンセルできます。






　啓けい太たはホッとした。

　これなら、商しょう品ひんの現げん物ぶつを確かく認にんした上うえで、正せい式しきに購こう入にゅうするかどうかを決きめられる。

「よし、それなら──」

　仮かりにインチキだったとしても、この程てい度どの値ね段だんなら、試ためしてみる価か値ちはあるだろう。

　この商しょう品ひんのうたい文もん句くが真しん実じつであれば、こんな平へい凡ぼんな自じ分ぶんでも「特とく別べつな力ちから」を手てに入いれられるチャンスなのだから。

　啓けい太たは一人ひとりうなずいて、［この商しょう品ひんを購こう入にゅうする］と書かかれたボタンを、クリックした。
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「ご注ちゅう文もんの品しな、お届とどけに上あがりましたー」

　ネットで【処しょ刑けいセット】を注ちゅう文もんした、その翌よく日じつ。

　啓けい太たの家いえに、さっそくそれが届とどけられた。

　商しょう品ひんを運はこんできた配はい達たつ員いんの男おとこは、寒さむい季き節せつでもないのに、なぜかぶあついマフラーを巻まいていた。帽ぼう子しとマフラーの間あいだにあるその顔かおは、逆ぎゃっ光こうのせいか、顔かお立だちがまったくわからないくらい、やけに濃こい影かげに覆おおわれていた。

　配はい達たつ員いんに代だい引びきで千円えんを支し払はらって、啓けい太たは商しょう品ひんを受うけ取とった。

「こちら、お部へ屋やまでお運はこびしましょうか？」

「ええ、お願ねがいします」

　配はい達たつ員いんが運はこんできたそれは、なかなかの大おお荷に物もつだった。人にん間げんに使つかう処しょ刑けい器き具ぐとなると、やはりそれなりのサイズであるようだ。

　セット一いっ式しきは、二つの段だんボール箱ばこに分わけられていた。

　段だんボールの表ひょう面めんには、それぞれ「箱はこ①」「箱はこ②」と文も字じが印いん刷さつしてある。

　どちらの箱はこも、啓けい太たが一人ひとりで持もつのはむずかしいくらい重おもかったが、配はい達たつ員いんの男おとこは、なんなくそれらを部へ屋やの中なかまで運はこびこんだ。




　配はい達たつ員いんが帰かえったあと、啓けい太たはあらためて、二つの箱はこをじっくりとながめた。

「番ばん号ごう以い外がい、箱はこには特とくに何なにも書かいてないな。……ん？」

　啓けい太たはそこで、②と書かかれた段だんボール箱ばこの側そく面めんにある、小ちいさな穴あなに目めを留とめた。

「なんだ？　この穴あなは」

　一つだけ開あいているその穴あなを、啓けい太たはのぞきこんでみる。

　が、箱はこの中なかはとうぜん暗くらいので、何なにも見みえない。

　そんな穴あなが開あいているのは②の箱はこのほうだけで、①の箱はこのほうには、いくら調しらべても同おなじような穴あなは見み当あたらなかった。

「まあ、いいか」

　もしかしたら、わざと作つくられた穴あなではなく、ただの傷きずなのかもしれない。

　そう思おもえるくらい、その穴あなはごくごく小ちいさなものだった。

「とにかく、開あけてみるか」

　つぶやいて、啓けい太たはまず、番ばん号ごうどおりに①の箱はこから開かい封ふうすることにした。

　用よう意いしたカッターナイフで、ガムテープの封ふうを解とき、箱はこのフタを起おこす。

　箱はこの中なかには、一枚まいの紙かみきれと、ペンケースくらいの小こ箱ばこ。

　そしてその下したに、梱こん包ぽう材ざいでしっかりと包つつまれた、器き具ぐの部ぶ品ひんらしきものが入はいっていた。

　紙かみきれのほうは、たぶん、セット内ない容ようとか、取とり扱あつかい説せつ明めいとかが書かかれているのだろう。

　啓けい太たは、紙かみきれと小こ箱ばこを段だんボール箱ばこの外そとへ放ほうり出だし、その下したの器き具ぐの部ぶ品ひんを、しんちょうに取とり出だして床ゆかに置おいた。

　啓けい太たは普ふ段だんから、製せい品ひんの取とり説せつなどはあんまり読よまないタイプだった。

　取とり説せつよりも、とにかく早はやく、製せい品ひんの現げん物ぶつを見みたり触さわったりしたくなる性しょう分ぶんなのだ。

（わからないところが出でてきたら、そのとき読よめばいいだけだしな。けどまあ、取とり説せつが紙かみきれ一枚まいに収おさまる程てい度どなら、そんなに難むずかしいことも書かいてないんだろう）

　そう思おもいながら、啓けい太たは、器き具ぐの部ぶ品ひんを包つつんでいる梱こん包ぽう材ざいを破やぶいた。

「これを、組くみ立たてればいいのかな？」

　啓けい太たはとりあえず、適てき当とうに勘かんで部ぶ品ひんを組くみ合あわせてみた。

　そうしてみると、その組くみ立たて方かたはじつに簡かん単たんで、このくらいであれば、やはり説せつ明めい書しょがなくてもまったく問もん題だいなさそうだった。

　ほどなくして、処しょ刑けい器き具ぐは、どうやら完かん成せいした。

　その見みた目めは、ちょうど人にん間げん一人ひとりが入はいるサイズの、つるつるした金きん属ぞくのカプセルだった。

　一歩ぽ引ひいた場ば所しょから、ピカピカのできたて処しょ刑けい器き具ぐをながめて、啓けい太たはうっとりする。

　これが、従じゅう来らいにない特とく殊しゅ技ぎ術じゅつを用もちいた処しょ刑けい器き具ぐ、か。

（──使つかってみたい）

　現げん物ぶつをこの目めで見みて、啓けい太たはますますそう思おもった。

　未み使し用ようの状じょう態たいであれば返へん品ぴんできる、ということで、とりあえず注ちゅう文もんした商しょう品ひんだったけれど。

　やっぱり、ただ見みるだけで使つかわないなんてことは、できそうにない。

　どうしても、これを使つかってみたい。
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（正せい式しきに購こう入にゅうするとなると、さすがに高たかくつくかもしれないけど……。でも、貯ちょ金きんだってあるし、どうにかなるだろう。──それに）

　啓けい太たは、カプセルの表ひょう面めんに映うつる自じ分ぶんの姿すがたを見みつめて、その顔かおを引ひきしめた。

「これは、世よのため人ひとのための買かい物ものなんだ……！」

　思おもわず声こえに出だして、啓けい太たはこぶしを強つよくにぎった。

　カプセルに映うつった自じ分ぶんが、きらめく瞳ひとみでこちらを見みつめ返かえしていた。




「はあ……。なんだか、処しょ刑けい器き具ぐを組くみ立たててたら、のどがかわいたな……」

　と、啓けい太たはそこで、いったんカプセルの前まえから離はなれた。

　ちょっとお茶ちゃでも飲のんでこようと、台だい所どころに向むかう。

　しかし、冷れい蔵ぞう庫この麦むぎ茶ちゃはちょうど空からになっていた。間まの悪わるいことに、買かい置おきのペットボトル飲いん料りょうも切きらしていて、お茶ちゃもジュースも何なに一ひとつ残のこっていない。

「仕し方かたない。麦むぎ茶ちゃでも沸わかすか」

　水みずを入いれたヤカンを火ひにかけて、啓けい太たは再ふたたびカプセルのある部へ屋やにもどってきた。

「さて……。お湯ゆが沸わくまでに、残のこりのやつも開あけてみよう。処しょ刑けい器き具ぐといっしょの箱はこに入はいってた、この小ちいさな箱はこは、なんなんだろうな？」

　紙かみきれと共ともに床ゆかに放ほうり出だしていた、ペンケースほどの大おおきさのその小こ箱ばこを、啓けい太たは手てに取とる。

　テープをはがして小こ箱ばこを開あけると、その中なか身みは、何なにかの薬やく品ひんっぽい液えき体たいが入はいった小こビン。注ちゅう射しゃ器き。それと、たぶんスタンガンとおぼしき機き械かいだった。

　啓けい太たは首くびをかしげた。

　なぜ、こんなものが荷に物もつの中なかに？

（これも、処しょ刑けいに使つかう道どう具ぐなのか？　ビン入いりの液えき体たいは……もしかして、毒どく薬やく？）

　ビンにはラベルも貼はられていないし、よくわからない。

　ひょっとすると、これらは、悪あく人にんを捕とらえるための武ぶ器きなのだろうか。「処しょ刑けいに必ひつ要ような　あらゆるアイテムを、あまさず詰つめこんだ」というからには、セット内ない容ようにそういうものが含ふくまれていたって、おかしくはない。

「まあ、いいや。あとで説せつ明めい書しょを読よめば。……それよりも」

　啓けい太たは、残のこったあと一つの箱はこ──②の段だんボール箱ばこへと、カッターナイフを持もって近ちかづいた。

　こっちの箱はこも、①の箱はこと同おなじくらい大おおきくて重おもい。

　この中なかには、いったい何なにが入はいっているのだろう？

　カプセルを組くみ立たてている途と中ちゅうの段だん階かいでは、こっちの箱はこの中なかにも、処しょ刑けい器き具ぐの部ぶ品ひんが半はん分ぶん入はいっているものだと思おもっていた。けれど、組くみ立たてたカプセルは、これでちゃんと完かん成せいしているように思おもえる。この上うえさらに部ぶ品ひんを取とり付つけられる箇か所しょなど、あるようには見みえないのだ。

　と、いうことは？

（あと、処しょ刑けいに必ひつ要ようなもの、といったら……。あっ、もしかして。悪あく人にんと、悪あく人にんじゃない人にん間げんとを見み分わけるための道どう具ぐ、とか？）

　その考かんがえに、啓けい太たは自じ分ぶんでうなずいた。

　簡かん単たん・お手て軽がるに使つかえる処しょ刑けい道どう具ぐが、もしも間ま違ちがって悪あく人にんの手てに渡わたってしまったら、悪あく人にんではない人にん間げんが、それによって殺ころされてしまうかもしれない。そういった事じ態たいを防ふせぐために、悪あく人にんと悪あく人にん以い外がいを見み分わけて、悪あく人にんだけを処しょ刑けいできるようにするための機き能のうが、この【処しょ刑けいセット】には備そなわっているのかも。

（だとしたら……。箱はこ②の中なか身みは、人にん間げんの脳のう波はか何なにかを読よみ取とって、その人ひとが悪あく人にんかどうかを調しらべる装そう置ち……？）

　そんなものが、はたしてあるのかどうかはわからない。

　そもそも、組くみ立たてたカプセルだって、やっぱり、本ほん当とうにあれで完かん成せいだとも限かぎらなかった。

　どちらにせよ、それは、箱はこを開あけてみればわかることだ。

　啓けい太たは、箱はこ②の開かい封ふう作さ業ぎょうを始はじめた。

　フタに貼はられたガムテープに、カッターナイフの刃はを入いれて、テープを切きり裂さく。

　そうして、啓けい太たが箱はこのフタに手てをかけた、そのとき。




　ピイイイイ────。




　台だい所どころで、ヤカンがけたたましい音おとを立たてた。

「おっと、そういえば」

　麦むぎ茶ちゃを作つくるために、湯ゆを沸わかしていたんだっけ。

　それを思おもい出だした啓けい太たは、カッターナイフをその場ばに置おいて、急いそいで台だい所どころへと向むかった。




　数すう分ふん後ご。

　煮に出だした麦むぎ茶ちゃに氷こおりを入いれて飲のんでから、啓けい太たはカプセルのある部へ屋やに戻もどってきた。

「……あれ？」

　部へ屋やの中なかを見みて、瞬しゅん間かん、啓けい太たはなんだか違い和わ感かんを覚おぼえた。

　違い和わ感かんの原げん因いんは、すぐにわかった。

　②の箱はこだ。

　②の箱はこのフタが、開あいている。

　さっき封ふうだけは切きったけど、たしかまだ、フタは開あけていなかったはずなのに──。

　啓けい太たは、②の箱はこに歩あゆみ寄よった。

　上うえから、箱はこをのぞきこんでみる。




　箱はこの中なかは──空からっぽだった。




　そのとき。

　物ものかげから、突とつ然ぜん、何なに者ものかが飛とび出だした。

　その何なに者ものかが、啓けい太たに飛とびかかる。

　啓けい太たは目めを見み開ひらき、息いきをのんだ。

　だれだ、おまえは。いったいいつ、どうして、この部へ屋やの中なかに。

　一いっ瞬しゅんのうちに頭あたまに浮うかんだ、それらの言こと葉ばを、口くちにする暇ひまもなく。

　そいつの手てににぎられていた、見み慣なれたカッターナイフが、啓けい太ためがけてふり下おろされた。
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【処しょ刑けいセット】取とり扱あつかい説せつ明めい書しょ




悪あく人にんを、自じ分ぶんの手てで裁さばいてみたい…！

お客きゃく様さまのそんなニーズにお応こたえして生うまれた商しょう品ひんが、この【処しょ刑けいセット】です。

処しょ刑けいに必ひつ要ようなあらゆるアイテムを、あまさず詰つめ込こんだ、非ひ常じょうに便べん利りな【処しょ刑けいセット】。

このセット一つで、だれでも簡かん単たん・お手て軽がるに、ご家か庭ていで処しょ刑けいが行おこなえます！




商しょう品ひん名めい：処しょ刑けいセット




〈商しょう品ひん内ない容よう〉

箱はこ①……組くみ立たて式しきカプセル型がた処しょ刑けい器き具ぐ（一ひと組くみ）

　　　　麻ま酔すい薬やく（一ひと瓶びん）

　　　　注ちゅう射しゃ器き（一本ぽん）

　　　　スタンガン（一台だい）




箱はこ②……凶きょう悪あく犯はん（一人ひとり）







〈商しょう品ひん説せつ明めい〉



　組くみ立たてたカプセル型がたの処しょ刑けい器き具ぐを使つかって、セットに含ふくまれている凶きょう悪あく犯はんを処しょ刑けいできます。


〈使し用よう上じょうの注ちゅう意い〉



　箱はこ②を開かい封ふうする際さいには、かならず以い下かの注ちゅう意い事じ項こうをお守まもりください。





・箱はこ②を開かい封ふうする前まえに、中なかに入はいっている凶きょう悪あく犯はんに、付ふ属ぞくの麻ま酔すい薬やくをすべて注ちゅう射しゃしてください

（注ちゅう射しゃ用ようの小ちいさな穴あなが箱はこに開あいておりますので、それをご利り用ようください）。

・箱はこ②を開かい封ふうする際さいは、用よう心じんのため、スイッチを入いれたスタンガンを構かまえて開かい封ふうしてください。

・ハサミやカッターナイフなど、武ぶ器きになるようなものを箱はこ②のそばに置おかないでください。







※以い上じょうの注ちゅう意い事じ項こうをお守まもりいただけない場ば合あい、凶きょう悪あく犯はんは非ひ常じょうに凶きょう悪あくですので、お客きゃく様さまのお命いのちの保ほ証しょうはできかねます。ご了りょう承しょうください。
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「あ。雪ゆき……」

　目めの前まえを、ひらりと舞まったその一ひと片ひらに、冬ふゆ実みは思おもわず立たち止どまって空そらを見み上あげた。

　夜よ空ぞらの果はてから、一つ、また一つと、雪ゆきの粒つぶが舞まい落おちる。

　上うえを向むいて吐はいた息いきが、その景け色しきを、一いっ瞬しゅんだけ白しろくかすませた。

「寒さむいと思おもったら……。うわあ、この冬ふゆはじめての雪ゆきだあ」

　マフラーをぎゅっと首くび元もとに押おしつけながら、目めを細ほそめて、冬ふゆ実みはほほえんだ。

　冬ふゆ実みは雪ゆきが好すきだった。

　ふわりと軽かるく舞まう雪ゆきは、まるで白しろい妖よう精せいのようだ。あとからあとから降ふってくる雪ゆきの中なかには、もしかしたら、空そらの彼方かなたからこの地ち上じょうへとやって来きた妖よう精せいが、こっそりまぎれているかもしれない。そんなふうに思おもってしまう。

　メルヘンチックな空くう想そうは、いつも冬ふゆ実みの胸むねをときめかせる。

　幼おさない頃ころから、そして、中ちゅう学がく生せいになった今いまでも相あい変かわらず、冬ふゆ実みはメルヘンやファンタジーを追おい求もとめる日ひ々びを送おくっていた。

　今日きょうだって、冬ふゆ実みは町まちはずれの本ほん屋やまで行いって、そこで絵え本ほんを何なん冊さつも買かってきたのだ。

　その本ほん屋やは、絵え本ほんや童どう話わ集しゅうやファンタジー小しょう説せつの品しなぞろえが豊ほう富ふな店みせで、冬ふゆ実みのお気きに入いりだった。おこづかいをもらったら、その本ほん屋やに行いって心こころときめく本ほんを探さがすのが、冬ふゆ実みの大おおきな楽たのしみだった。

　しかも今日きょうは、ずっとほしかった絵え本ほんが手てに入はいった。

　幼よう稚ち園えんに通かよっていた頃ころ、その園えんの図と書しょ室しつに置おいてあった、桜さくら色いろの表ひょう紙しの絵え本ほん。

　古ふるい本ほんだったので、ほしいと思おもって探さがしたときには、もう絶ぜっ版ぱんになっていた本ほんだった。古ふる本ほんを探さがしてみてもなかなか見みつからず、もう半はん分ぶんあきらめかけていた。けれど、つい最さい近きんになって、復ふっ刻こく版ばんが出しゅっ版ぱんされたのだ。冬ふゆ実みはそのことを知しらなかったが、今日きょう、町まちはずれの本ほん屋やに行いって、なつかしいその絵え本ほんに再さい会かいしたのである。

　その絵え本ほんに描えがかれていたのは、不ふ思し議ぎな和わ菓が子し屋やさんの物もの語がたり。

　町まちに古ふるくからある、大おおきな桜さくら。その木きの下したには、春はるになると、一軒けんの和わ菓が子し屋やさんが現あらわれる。そのお店みせの商しょう品ひんケースには、桜さくらもちがずらりとならんでいる。そのお店みせでは、桜さくらもち以い外がいの和わ菓が子しは売うっていない。その代かわり、そのお店みせの桜さくらもちは、まさに絶ぜっ品ぴん。一いち度ど食たべたら忘わすれられない桜さくらもちを求もとめて、たくさんの町まちの人ひとたちが、そのお店みせをおとずれる。

　だけどそのお店みせは、桜さくらの花はなが散ちると共ともに、あとかたもなく消きえてしまう。そして、次つぎの春はるが来きて桜さくらが咲さくと、また同おなじ桜さくらの木きの下したに、どこからともなくそのお店みせが現あらわれるのだ。

　そんな不ふ思し議ぎなお店みせの店てん主しゅは、桜さくら色いろのエプロンを付つけたおばあさん。

　その店てん主しゅは、じつは、人にん間げんではない。

　たまらなくおいしい桜さくらもちを作つくる、店てん主しゅの正しょう体たい。それは、町まちに古ふるくからある大おおきな桜さくらの、その木きに宿やどる、桜さくらの精せいだったのだ。──というお話はなし。

「はあ……。桜さくらの精せいの、桜さくらもち……」

　絵え本ほんに描えがかれた、ぽてりとやわらかそうな桜さくらもちを思おもい出だし、冬ふゆ実みはうっとりする。

　食たべたい。一いち度どでいいから食たべてみたい、あの桜さくらもち。

　桜さくらの精せいが作つくる桜さくらもち。それはきっと、人にん間げんにはけっして作つくることができないような、特とく別べつな味あじがするのだろう。一ひと口くちほおばれば、たちまちほっぺが落おちそうになるくらい、とびきりおいしいに違ちがいない。

　この絵え本ほんの中なかに入はいって、この不ふ思し議ぎな和わ菓が子し屋やさんに、桜さくらもちを買かいに行いくことができたなら。

　そんな空くう想そうを、冬ふゆ実みは今いままで、数かぞえ切きれないほどくり返かえした。

　もちろん、絵え本ほんの中なかに入はいるなんてことは、できっこない。幼おさない頃ころならいざ知しらず、中ちゅう学がく生せいになった今いま、さすがにそのくらいの分ふん別べつはつくようになっている。

　しかし、それでも、やっぱりロマンは捨すてられない。

「現げん実じつの世せ界かいにも、あの絵え本ほんに出でてくるような、あんなお店みせがあったらなあ」

　などと、桜さくら色いろの絵え本ほんを思おもい浮うかべて春はる気き分ぶんにひたっていたら、ぴゅうっと雪ゆきまじりの北きた風かぜが吹ふいて、冬ふゆ実みは体からだを縮ちぢこまらせた。

「ううっ、寒さむい……。もう真まっ暗くらだし、風邪かぜでも引ひかないうちに、早はやく帰かえらなきゃ。まったく、冬ふゆは日ひが暮くれるのが早はやいんだから」

　そうつぶやいて、冬ふゆ実みはようやく歩あるき出だそうとした。

　と、そのとき。

　舞まい落おちる雪ゆきと闇やみの向むこうに、人ひと影かげが見みえた。

　カラコロ、カラコロ、という音おとと共ともに、人ひと影かげはこちらに近ちかづいてくる。

　やがて、青あお白じろい街がい灯とうの光ひかりが、その姿すがたを浮うかび上あがらせた。

　それは、大おおきなトランクを持もった少しょう女じょだった。

　冬ふゆ実みと同おなじ年とし頃ごろか、あるいは少すこし年とし下したであろう、夜よ道みちで目め立だつ髪かみ色いろの少しょう女じょ。

　片かた目めに眼がん帯たいを付つけたその子こは、片かた手てでカラコロとキャスター付つきのトランクを引ひきずり、そして、もう片かた方ほうの手てには──アイスクリームを持もっていた。

　雪ゆきの夜よる、少しょう女じょが一人ひとり、大おお荷に物もつを運はこびながらアイスクリームを食たべている。

　いろいろちぐはぐなその光こう景けいを前まえに、冬ふゆ実みは歩あるき出だすことも忘わすれて、ついついその子こをじっと見みつめた。
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　すると、相あい手てもその視し線せんに気きづいたのか、キャスターを転ころがす音おとが、ぴたりとやんだ。

　青あお白じろい光ひかりの下したで立たち止どまった、その少しょう女じょと、目めが合あう。

　少しょう女じょは、片かた目めだけで冬ふゆ実みを見みつめ、にこっと人ひとなつこい笑えみを浮うかべた。

　足あしを止とめたまま、冬ふゆ実みと目めを合あわせたまま、その少しょう女じょは、コーンに載のった丸まるいアイスクリームをぺろりとなめた。

「あ……えっと。お、おいしそうだね！」

　何なにか言いわないと、という気きがして、冬ふゆ実みは少しょう女じょに話はなしかけた。

　少しょう女じょは、笑え顔がおでうなずいた。

「うん！　とってもおいしいよ。チョコチップ入いりのラズベリィ・アイス」

　そうして、少しょう女じょはまた、ぺろり。アイスクリームをなめる。

　ごくり。と、冬ふゆ実みはのどを鳴ならした。

　ラズベリィ・アイス……。少しょう女じょが食たべているのは、てっきりグレープ・アイスかと思おもったけれど。どうやらそれは、街がい灯とうの青あおい光ひかりが、アイスクリームのピンクと重かさなって、紫むらさき色いろに見みえていたせいらしい。

　ということは、この少しょう女じょの着きているパーカーも、ハートにバッテンマークの模も様ようが付ついた眼がん帯たいも、ラズベリィ・アイスと同おなじく、紫むらさき色いろじゃなくて、ピンクだったのか。

　そんなどうでもいいことを、ちょっと考かんがえたあと。

　冬ふゆ実みは「あれ？」と思おもって、少しょう女じょにたずねた。

「この近ちかくに、アイスクリームのお店みせなんて、あったっけ？」

　この辺あたりの道みちなら、冬ふゆ実みは普ふ段だんからよく通とおる。でも、少しょう女じょが食たべているようなアイスを売うるアイス屋やさんに、心こころ当あたりはない。

　首くびをかしげる冬ふゆ実みに対たいし、少しょう女じょは、アイスを持もつ手てで道みちの奥おくを指ゆび差さしてみせた。

「お店みせなら、あっちにあるよ。小ちいさなアイス屋やさんだけど、いろんな種しゅ類るいのアイスがあって、どれもとびきりおいしいの」

「へえ、そうなんだ。そんなお店みせがあるなんて、知しらなかった」

　冬ふゆ実みがそう言いったとき、また、ぴゅうっと風かぜの音おとが鳴なった。

　一つくしゃみをして、冬ふゆ実みは、服ふくと髪かみの毛けに付ついた雪ゆきをはらい落おとす。

　それから、平へい気きな顔かおでアイスを食たべている少しょう女じょに、思おもわず聞きいた。

「ねえ。いくらおいしくても、こんな雪ゆきの日ひに外そとでアイスなんて、寒さむくない？」

　すると、少しょう女じょは「うーん」と少すこし考かんがえてから、こう答こたえた。

「そりゃあ、もちろん寒さむいけど。でも、このアイスは、寒さむいときじゃないと食たべられないから」

「え？　それって、どういうこと？」

「うん、あのね。とびきりおいしいアイスクリームを売うってるあのお店みせは、冬ふゆしか買かえないアイスクリームのお店みせなの。春はるになってあったかくなると、あのお店みせは、どこかに消きえてなくなっちゃうの。春はるや、夏なつや、秋あきの季き節せつに、あのお店みせはどこをさがしても見みつからない。でも、雪ゆきの降ふる季き節せつになると、どこからともなく、またあのお店みせは現あらわれるんだ」

　少しょう女じょの話はなしを聞きいて、冬ふゆ実みはドキリ、と胸むねを高たか鳴ならせた。

　冬ふゆしか買かえないアイスクリームのお店みせ。

　季き節せつこそ違ちがっているけれど、それはまさに、大だい好すきなあの絵え本ほんのような話はなしではないか。

（い……行いってみたい……！）

　冬ふゆ実みは、いても立たってもいられなくなった。

　そのお店みせを、この目めで見みてみたい。

　そのお店みせの、とびきりおいしいアイスクリームを、食たべてみたい！

「この道みちの先さきに、そのお店みせがあるんだよね？」

　興こう奮ふんをおさえきれないうわずった声こえで、冬ふゆ実みは少しょう女じょにたしかめた。

　少しょう女じょは、こくりとうなずいた。

「そうだよ。この道みちを、まっすぐ。ずーっとまっすぐ歩あるいていけば、そのアイス屋やさんにたどり着つくから」

　少しょう女じょの言こと葉ばに、冬ふゆ実みは「ありがとう！」とうなずいて、青あおい光ひかりが連つらなる道みちの奥おくを見みつめた。

　それから、ふとふり返かえると、さっきまでそこにいた少しょう女じょの姿すがたは、音おともなくいつの間まにやら消きえていた。
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　街がい灯とうの青あおい光ひかりを、いくつもいくつもくぐり抜ぬけて進すすんでいくと、やがて住じゅう宅たく地ちの家いえ並なみが途と切ぎれて、木き々ぎに囲かこまれた公こう園えんの横よこに出でた。

　その道みちの奥おくに、ぽつんと明あかりが灯ともっていた。

　建たて物ものの軒のき先さきに、何なん個こかならんでぶら下さげられた、電でん球きゅうの明あかり。

　近ちかづくと、音おん楽がくが聞きこえてきた。

　建たて物ものの前まえに置おかれた、古ふるぼけたスピーカーが流ながしている、雑ざつ音おんまじりの楽たのしげな音おん楽がく。

　その建たて物ものの前まえには、




【冬ふゆしか買かえないアイスクリーム】




　と書かかれた看かん板ばんが立たてられていた。

「わあ、かわいいお店みせ！」

　冬ふゆ実みは、胸むねの前まえで両りょう手ての指ゆびを組くんで、声こえを上あげた。

　夜よるの闇やみの中なかに浮うかび上あがる、白しろい壁かべのお店みせ。

　その建たて物ものの大おおきさは、ちょっとした屋や台たいとか、ワゴン車しゃとかと同おなじくらいで、あの眼がん帯たいの少しょう女じょが言いっていたとおり、とても小ちいさなお店みせだった。店みせの人ひとが一人ひとりか二人ふたり、中なかに入はいったら、それだけで建たて物ものの中なかがいっぱいになってしまいそうだ。

「入いり口ぐちもないし……。これって、アイスは、店みせの外そとから買かうんだよね」

　店みせのまわりをぐるりと一周しゅうしてみたところ、ドアは建たて物ものの裏うらに一つあるだけだった。そっけないその裏うら口ぐちは、どう見みても客きゃく用ようのものではない。店みせの人ひとが使つかうドアなのだろう。

　入いり口ぐちがない代かわりに、建たて物ものの正しょう面めんには、小ちいさな窓まどらしき場ば所しょがあった。

　窓まどは板いたでふさがれていたが、そこには『営えい業ぎょう中ちゅう』と書かかれた貼はり紙がみがしてあって、そのすぐ横よこの壁かべに、インターフォンらしきものがある。

　窓まどの下したには、色いろとりどりのアイスクリームの見み本ほんをならべた、サンプルケース。

　窓まどの上うえには、白しろとパステルカラーで彩いろどられた、縦たてじま模も様ようの布ぬのの屋や根ね。

　そんなお店みせがまえを見みて、冬ふゆ実みは、

「アイスを選えらんで、あのインターフォンから注ちゅう文もんすればいいのかな」

　そうつぶやきながら、サンプルケースに近ちかづいた。

　前まえかがみになって、ケースの中なかでライトに照てらされた、色いろあざやかな作つくり物もののアイスクリームをのぞきこむ。

　ミルク、バニラ、ヨーグルト、チーズ、ラムレーズン。

　チョコレート、ミント、キャラメル、コーヒー。

　ストロベリィ、ラズベリィ。

　あずき、抹まっ茶ちゃ、黒くろみつ、みたらし。

　レモン、バナナ、グレープ、オレンジ、パイナップル……。

「んー、迷まよっちゃう！」

　目め移うつりしつつ、冬ふゆ実みはその目めをかがやかせる。

「どれにしよっかな。チョコレートがいちばん好すきだけど……。最さい初しょに買かうなら、シンプルにミルクかバニラ？　それとも、一種しゅ類るいに二つの味あじが入はいったマーブル？　あの子こが食たべてた、チョコチップ入いりのラズベリィもおいしそうだし……」

　そこでふと、冬ふゆ実みはサンプルケースの中なかにある、二段だん重がさねのアイスのサンプルに目めを留とめた。

　二段だん重がさねのコーンアイスは、ひときわ心こころときめくアイスの形かたちだ。

　それに、二段だんにすれば、一いち度どに二種しゅ類るいのアイスが味あじわえる。

　……でも。

「夏なつならともかく、こんなに寒さむくちゃ、一いち度どにそんなたくさんのアイス、食たべられないや」

　残ざん念ねんだけど、ここはやっぱり、食たべきれそうな一段だんのアイスにしておこう。

　そう思おもい、冬ふゆ実みはさんざん迷まよったあと、結けっ局きょく、チョコレート・アイスを買かうことに決きめた。

「あのう……」

　と、冬ふゆ実みは、小こ窓まどの横よこのインターフォンに声こえをかける。




　ブツッ……ジ────……




　スピーカーの向むこうから、かすかな雑ざつ音おんが響ひびいた。

　その雑ざつ音おんに重かさなって、

『はあい、いらっしゃいませえ』

　と、店みせの人ひとらしき声こえが返かえってきた。

『ご注ちゅう文もんは、お決きまりですかあ？』

　男おとこの人ひととも女おんなの人ひとともつかない明あかるい声こえは、歌うたうような調ちょう子しでしゃべる。

　その声こえとしゃべり方かたは、店みせ先さきで流ながしている楽たのしげな音おん楽がくに、なんだかぴったり似に合あっていた。

「チョコレートの、シングルを、一つ」

『はあい、かしこまりましたあ』

　少しょう々しょうおまちくださあい、と店みせの人ひとが言いって、スピーカーの雑ざつ音おんが、ブツッと消きえた。
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　それから少すこしして、




　カタッ……

　キ、キ、キー……




　小こ窓まどの板いたが、きしんだ音おとを立たてながら、シャッターを上あげるようにゆっくり開ひらいた。

『おまたせしましたあ。チョコレートのシングル、二百五十円えんです』

　小こ窓まどの中なかには、注ちゅう文もんしたチョコレート・アイスが、アイススタンドの輪わっかにコーンを挿さして立たて置おかれていた。

　冬ふゆ実みは、アイススタンドの横よこに置おかれたガラスのトレーに、値ね段だんちょうどのお金かねを載のせて、チョコレート・アイスを受うけ取とった。

　そのとき。

　小こ窓まどの中なかに、何なにか、動うごくものが見みえた。

　なんだろうか、と、冬ふゆ実みは小こ窓まどをのぞきこむ。

（えっ……？）

　冬ふゆ実みは目めを見み開ひらいた。

　そこにいたのは、白しろくて、小ちいさくて、丸まるっこい──一いっ体たいの雪ゆきだるま、だったのだ。

　雪ゆきだるまが、くりんと首くびを動うごかして、小こ窓まどの中なかからこちらを見みた。

　小ちいさなその雪ゆきだるまの、黒くろい点てんのような目めと、冬ふゆ実みの目めが合あう。

　次つぎの瞬しゅん間かん。

　小こ窓まどの板いたが、カタンと落おちて、窓まどが閉しまった。




　少すこしの間あいだ、冬ふゆ実みはその場ばに立たち尽つくした。

　ラジカセから流ながれる音おん楽がくと。

　北きた風かぜの音おとと。

　そして、チョコレートの甘あまいにおいの中なかで。

「……あっ。そうだ、アイスクリーム！」

　冬ふゆ実みはハッと我われに返かえって、そのチョコレート・アイスに目めを落おとした。

　アイスには、舞まい落おちた雪ゆきの粒つぶがところどころ、トッピングのようにくっ付ついていて、それがお店みせの電でん球きゅうの明あかりに照てらされ、キラキラと光ひかっていた。

「……とりあえず、食たべてみよう」

　さっき見みえたもののことは、気きになる。すごく、気きにはなるけれど。

　でも、このアイスクリームの味あじだって、同おなじくらい、気きになって仕し方かたないことなのだ。

　ぱくり。

　と、冬ふゆ実みはチョコレート・アイスにかぶりついた。

　ほどよいやわらかさのアイスが、舌したの上うえで溶とけていく。

　甘あまさと冷つめたさとチョコレートの味あじが、口くちいっぱいに広ひろがる。

　冬ふゆ実みは、ごくり、とそれをのみこんだ。

　ほんの少すこし溶とけ残のこったアイスクリームの、冷つめたい感かん触しょくが、のどの中なかをすべり落おちていった。

「…………」

　冬ふゆ実みは、一ひと口くちかじったアイスクリームを、じっと見みつめた。

　声こえにならないおいしさだった。

　二ふた口くちめ。三み口くちめ。冬ふゆ実みは夢む中ちゅうでアイスにかぶりつく。

　しゃぐっ。とろり。

　やわかくて、なめらかで、それでいてどこか氷こおりっぽい。絶ぜつ妙みょうの食しょっ感かん。こんなアイスクリームは、今いままで食たべたことがない。

　しゃぐ。しゃぐっ。とろり。

　ぺろ。とろり。ごくん。

　なんとも不ふ思し議ぎな口くち溶どけだ。もしも、アイスクリームが果物くだものの一いっ種しゅだったなら、その果か肉にくをかじった歯はざわりと、口くちの中なかいっぱいにあふれ出でる果か汁じゅうは、きっとこんな感かんじなのだろう──。

　そうして、冬ふゆ実みはあっという間まにチョコレート・アイスをたいらげた。

　食たべ終おわる頃ころには、すっかり体からだが冷ひえ切きっていた。

　帰かえり道みち、冬ふゆ実みはふるえながら、自じ販はん機きであたたかいコーンスープを買かった。
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　家いえに帰かえってからも、冬ふゆ実みはぼんやりと、【冬ふゆしか買かえないアイスクリーム】のアイス屋やさんのことを考かんがえていた。

　あのチョコレート・アイスの味あじ。思おもい出だしただけで、よだれが出でそうになる。

　あんなにおいしいアイスクリームが、この世よにあったなんて……。

「また、ぜったい、行いかなくちゃ。今こん度どは、なんのアイスにしよっかなあ。ミルクもバニラも食たべたいし、マーブルも、ラズベリィも……」

　まだ知しらないその味あじを想そう像ぞうして、冬ふゆ実みはうっとりする。

「ああ、それにしても……」

　冬ふゆ実みは、ふと頬ほおを引ひきしめた。

　気きになるのは、アイスクリームの味あじだけではない。

「あれはいったい、なんだったんだろう？」

　小こ窓まどの中なかにいた、あの、小ちいさな雪ゆきだるま。

　一いっ瞬しゅん、ちらりと見みえただけだったけれど、あの雪ゆきだるまは、動うごいていた。

　生いきている雪ゆきだるま──。

　普ふ通つうに考かんがえたら、そんなのもちろんありえない。

　でも、でも。

「あんなにおいしいアイスクリームを作つくることができるのは、人にん間げんじゃなくて、雪ゆきの精せいなんじゃないのかな」

　そう。

　雪ゆきの精せいは、小ちいさな雪ゆきだるまの姿すがたをしていて、そして。

　大だい好すきな絵え本ほんの中なかで、とびきりおいしい桜さくらもちを作つくっていたのが、桜さくらの精せいだったように。

　雪ゆきの精せいは、アイスクリームみたいな冷つめたいお菓か子しを、うんと上じょう手ずに作つくることができるのだ。

　冬ふゆ実みは空くう想そうする。

　あのお店みせの中なかでは、小ちいさな雪ゆきだるまの姿すがたをした雪ゆきの精せいが、甘あまいにおいに囲かこまれて、色いろとりどりのアイスクリームを作つくっている。そんな光こう景けいを。

　牛ぎゅう乳にゅうや生なまクリーム、はちみつ、お砂さ糖とうをボールに入いれて、泡あわ立だて器きでカシャカシャとかきまぜる雪ゆきだるま。材ざい料りょうがまざったら、つぶした果物くだものや、キャラメルソースやチョコチップを加くわえ、かくし味あじに、キラキラと光ひかる雪ゆきの結けっ晶しょうをスプーン一杯ぱい。仕し上あげにひゅうっと冷つめたい息いきを吹ふきかけて、雪ゆきだるまはアイスクリームを凍こおらせる。

　そうすることで、ほかの店みせではぜったいに味あじわえない、あの、なんともいえない口くちどけのアイスクリームができあがるのだ──。

　なんてことを、つらつらと考かんがえていたら、またごくり、とのどが鳴なった。
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　それからというもの、冬ふゆ実みは毎まい日にちのように、【冬ふゆしか買かえないアイスクリーム】のお店みせに通かよった。

　けれど、そのお店みせのアイスは、買かえるときもあれば買かえないときもあった。

　雪ゆきの降ふる日ひや、雪ゆきが降ふってもいいくらいに寒さむい日ひならば、お店みせはかならず開あいている。でも、冬ふゆにしては暖あたたかい気き温おんの日ひだと、それだけで、お店みせは閉しまってしまうようなのだ。

（きっと、雪ゆきだるまだから、ちょっとの暖あたたかさにも弱よわいんだ）

　アイスを買かえなくて帰かえる日ひも、冬ふゆ実みはそんなふうに思おもって、ますます心こころをときめかせた。

（春はるになったら、お店みせは消きえてなくなっちゃうって、あのラズベリィ・アイスの女おんなの子こは言いってたな。あの話はなしも、きっと、ほんとのことなんだ）

　雪ゆきだるまの姿すがたをした雪ゆきの精せいは、雪ゆきの精せいなので、暖あたたかさや暑あつさに弱よわい。だから、春はるが来きてしまったら、もうその場ば所しょにはいられない。

　春はるになったら、雪ゆきの精せいはどこへ行いってしまうのか。ここよりもっと北きたのほうにある国くにだろうか。それとも、雪ゆきの精せいたちが住すむ常とこ冬ふゆの世せ界かいだろうか。

（ふふっ……）

　冬ふゆ実みはワクワクしていた。

　考かんがえれば考かんがえるほど、【冬ふゆしか買かえないアイスクリーム】のあのお店みせは、やっぱり雪ゆきの精せいのアイス屋やさんなのだと思おもえてならなかった。

　だけれど、何なん度どお店みせに通かよっても、それをたしかめることはできずにいた。

　あれ以い来らい、あの小ちいさな雪ゆきだるまが、冬ふゆ実みの前まえに顔かおをのぞかせることは二に度どとなかった。

　それでも、アイスクリームを受うけ取とるときに、冬ふゆ実みはかならず小こ窓まどの中なかをのぞきこんでみるのだが、小ちいさくせまい窓まどからではどうしても、中なかの様よう子すがよくわからない。

（だけど、それは言いいかえれば、あのお店みせで働はたらく人にん間げんの店てん員いんさんを、一いち度ども見みたことがないってことでもあるし）

　つまりそれは、あの店みせの店てん員いんが、普ふ段だんは客きゃくに姿すがたを見みられないよう、かくれているということではないだろうか。冬ふゆ実みが最さい初しょに店みせをおとずれたときには、たまたま何なにかの事じ情じょうで、うっかり窓まどの外そとをのぞいて、姿すがたを見みせてしまったのかもしれない。

　そう考かんがえてみると、自じ分ぶんの想そう像ぞうは、やっぱり当あたっているんじゃないかと思おもえてくる。

（……たしかめたい）

　想そう像ぞう。空くう想そう。だけで終おわるのは、いやだった。

　今こん回かいばかりは、それが現げん実じつであってほしい。

　メルヘンチックでファンタジックな絵え本ほんの世せ界かいと、この現げん実じつの世せ界かいとが、ぜんぜんまったく行いき来きできない別べつのものじゃないとたしかめられたら、それだけで、それだけで、満まん足ぞくなのだ。

（……でも。相あい手てがかくしてるものを、こっちの勝かっ手てであばくのは、やっぱりいけないことだよね。……でも……でも）

　たしかめたい。いや、見みちゃいけない。

　二つの気き持もちが、冬ふゆ実みの中なかでせめぎ合あいながら、どんどん大おおきくふくらんでいった。




　そんなある日ひのことだった。
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　この日ひも、冬ふゆ実みはいつものようにお店みせに向むかった。

「今日きょうは雪ゆきが降ふってるから、お店みせは間ま違ちがいなく開あいてるな」

　そうつぶやきながら、白しろい息いきをはずませて、アイスクリームを買かいに行いく。

　この日ひ、冬ふゆ実みは一つ、あることを決けつ意いしていた。

（今日きょうこそは、二段だん重がさねのアイスクリームに挑ちょう戦せんするんだ……！）

　その決けつ意いを胸むねに、冬ふゆ実みは雪ゆきの中なかでこぶしをにぎる。

　今日きょうはとびきり寒さむい日ひだけど。でも、天てん気き予よ報ほうを見みてみれば、明日あしたからは気き温おんが上あがって、これから春はるめいた暖あたたかさが続つづきそうなのだ。

　そうなると、しばらくの間あいだ、あのお店みせは閉しまってしまうかも。

　それどころか、もしかしたら、この冬ふゆにあのお店みせのアイスが買かえるのは、今日きょうで最さい後ごになるかもしれない。

　そんなことを考かんがえて、今日きょうはなんとしても、二段だんのアイスを食たべておきたくなったのだ。

　店みせに着ついた冬ふゆ実みは、小こ窓まどの横よこのインターフォンに、迷まようことなく注ちゅう文もんする。

　この店みせで、まだ食たべたことのないアイスクリームは、ちょうど二種しゅ類るいだった。

「ヨーグルトと、チョコチップ・バニラのダブルを、一つ」

『はあい、かしこまりましたあ。……あっ』

　冬ふゆ実みの注ちゅう文もんに、店みせの人ひとは、なぜか言こと葉ばを詰つまらせた。

　どうしたんだろう、と思おもっていると。

『ごめんなさあい。ただいま、チョコチップ・バニラが品しな切ぎれでして。でも、ちょうど今いま、材ざい料りょうが届とどいたところですので。少すこしお時じ間かんいただけるなら、すぐにお作つくりいたしますよお』

　それを聞きいて、なあんだ、と冬ふゆ実みは胸むねをなでおろした。

「はい、大だい丈じょう夫ぶです。お願ねがいします！」

『かしこまりましたあ。それでは、少しょう々しょうお待まちくださいねえ』

　インターフォンの通つう話わが、ブツッと切きれる。

　冬ふゆ実みは、布ぬの張ばりの屋や根ねの下したで、お店みせの壁かべに背せを向むけた。

　そのとき、ふと、店みせのそばに停とまっている、一台だいのバイクに気きがついた。

　荷に台だいのある宅たく配はいバイクだ。たぶん、アイスクリームの材ざい料りょうを届とどけにきたのだろう。

　そう思おもっていると、店みせの裏うらのほうから、ドアの開ひらく音おとがした。

　冬ふゆ実みはドキリとする。

（だ……だれだろう？　もしかして、お店みせの人ひと？　それとも……）

　冬ふゆ実みは、建たて物ものの壁かべから顔かおだけ出だして、そーっと店みせの裏うらをのぞいてみた。

　すると。

　そこにいたのは、作さ業ぎょう着ぎを着きた男おとこの人ひとだった。

　その人ひとは、よほど寒さむいのか、作さ業ぎょう着ぎの上うえからぶあついマフラーを巻まいていて、やけに目ま深ぶかなヘルメットの影かげとマフラーで、顔かおがすっかりかくれていた。

　その人ひとは、裏うら口ぐちのドアに鍵かぎをかけて、その鍵かぎをポケットに入いれながら、店みせのそばに停とめられた宅たく配はいバイクに歩あゆみ寄よる。

（あの人ひとが、アイスの材ざい料りょうを届とどけにきたのかな……）

　このお店みせの人ひとと、顔かおなじみの業ぎょう者しゃさんなのだろうか。だとしたら、あの人ひとにたずねてみれば、このお店みせの人ひとのことが聞きけるかも……？

　そう考かんがえてもみたが、話はなしかけようかどうしようか、冬ふゆ実みが迷まよっているうちに、その男おとこの人ひとはエンジンをかけたバイクにまたがった。

　そのひょうしに、作さ業ぎょう着ぎのポケットから、鍵かぎがこぼれた。

　鍵かぎは、チャリン、と地じ面めんに落おっこちた。

　男おとこの人ひとは、それに気きづかず、バイクを走はしらせて行いってしまった。

「…………」

　バイクが見みえなくなったあと、冬ふゆ実みは、男おとこの人ひとが落おとしていった鍵かぎに近ちかづいた。

　おもむろに手てを伸のばし、その鍵かぎを、拾ひろい上あげる。

　鍵かぎを持もったまま、冬ふゆ実みはそろり、そろりと店みせの裏うらに回まわりこみ、裏うら口ぐちのドアの前まえで立たち止どまった。

　鍵かぎの先さきをドアへと向むけて、それを見みつめながら、冬ふゆ実みは大おおきく息いきを吸すいこむ。

　わかっている。

　この鍵かぎを、勝かっ手てに使つかってこのドアを開あけるなんて、いけないことだ。

　この鍵かぎは、アイスクリームを受うけ取とるときにでも、お金かねといっしょに、あの小こ窓まどから店みせの人ひとに渡わたせばいい。この店みせのドアの鍵かぎなのだから、このお店みせの人ひとに返かえすのがいい。鍵かぎを落おとしたのはさっきのバイクの人ひとだけど、とりあえずこの店みせの人ひとに返かえしておけば、いずれまた、鍵かぎはあの人ひとに渡わたされるだろう。

（あ……でも。これって、本ほん当とうに、このドアの鍵かぎなのかな？）

　冬ふゆ実みは、はたと思おもった。

　もしも、あのバイクの人ひとのポケットに入はいっていた鍵かぎが、一つではなかったら？　あの人ひとが、このドアを閉しめたあとポケットに入いれた鍵かぎと、バイクに乗のるときポケットから落おとした鍵かぎとが、別べつの鍵かぎだったとしたら？

　そうだ。そういう可か能のう性せいだって、なくはない──。

　絶ぜっ対たいにないとは、言いいきれないではないか！

「間ま違ちがった鍵かぎを渡わたしたら、大たい変へんだもんね。……だ、だから」

　ここは一いち応おう、たしかめておく必ひつ要ようがある。

　この鍵かぎで、この裏うら口ぐちのドアが、本ほん当とうに開あけられるかどうか。

　うん。そうだそうだ、そのとおり。と、冬ふゆ実みは一人ひとりで勝かっ手てにうなずき、目めの前まえのドアの鍵かぎ穴あなに、ゆっくりと鍵かぎを差さしこんだ。

　鍵かぎを回まわしてみる。

　カチリ、と手てごたえがあった。

　おそるおそるドアノブを回まわすと、ドアは、かすかなきしみを上あげて内うち側がわに開ひらいた。

　……うん。この鍵かぎは、どうやら、このドアの鍵かぎに間ま違ちがいないようだ。

　ほんの少すこし、すき間まができるくらいまで開あけたところで、冬ふゆ実みはドアを押おす手てを止とめる。

　さて。それじゃあ……どうするか。

（考かんがえてみれば、勝かっ手てにドアを開あけておいて、声こえもかけずにまたドアを閉しめるなんて、それはそれで失しつ礼れいだよね）

　そうだ。それならいっそ、このまま中なかに入はいって、店みせの人ひとに声こえをかけて、勝かっ手てにドアを開あけてごめんなさい、と頭あたまを下さげて、鍵かぎを返かえしたほうがいいかもしれない。

　自じ分ぶんのその考かんがえに、冬ふゆ実みはまたしても、自じ分ぶん一人ひとりで納なっ得とくした。

　きしむドアをさらに開ひらいて、冬ふゆ実みはそうっと中なかに入はいる。

　店みせの中なかは、入いり口ぐち近ちかくは薄うす暗ぐらく、奥おくのほうには明あかりがあった。

　灰はい色いろの天てん井じょうに取とり付つけられた、殺さっ風ぷう景けいな蛍けい光こう灯とうの明あかり。

　その明あかりの下したには。

「……え？」

　冬ふゆ実みは、小ちいさく声こえをもらした。

　明あかりの下したに、人ひとの姿すがたはなかった。

　雪ゆきだるまもいなかった。

　蛍けい光こう灯とうの明あかりに照てらされていたのは、天てん井じょうまで届とどくほど大おおきな、一台だいの機き械かいだった。

　見みたこともないその機き械かいは、真まん中なかの辺あたりが一いち部ぶ分ぶん、ぽっかりと空くう洞どうになっていた。

　これは……いったい、なんなのだろう。

　わけがわからず、冬ふゆ実みはただ立たちすくむ。

　そのとき、機き械かいから駆く動どう音おんが鳴なって、機き械かいの側そく面めんから、ワイヤーのようなものがしゅるりと出でてきた。

　ワイヤーのようなものの先せん端たんは、クレーンゲームのアームにも似にた形かたちになっていた。

　そのアームが、そばに置おかれたクーラーボックスのフタを開あけて、中なか身みを取とり出だす。

　冬ふゆ実みは、思おもわず息いきをのんだ。

　クーラーボックスから取とり出だされたもの。

　それは、雪ゆきだるまだった。

　片かた手てに載のるくらいの、小ちいさなサイズの雪ゆきだるま。

　その雪ゆきだるまは、動うごいていた。

　見み間ま違ちがいではない。アーム付つきのワイヤーにつかまれて、そこから逃のがれようとするかのように、もぞもぞと、もがいていたのだ。

　大おおきな機き械かいの、てっぺんの部ぶ分ぶんが、パカリと開ひらく。

　アーム付つきのワイヤーが、つかんだ雪ゆきだるまを、そこに放ほうりこむ。

　一つ、二つ、三つ……。クーラーボックスから、次つぎ々つぎに雪ゆきだるまが取とり出だされ、機き械かいの中なかへと放ほうりこまれていく。

　そうして、十体たいほどの雪ゆきだるまを詰つめこんだあと、機き械かいのてっぺん部ぶ分ぶんは、もとどおりにパタンと閉とじた。

　同どう時じに、ミキサーを回まわしたときのような音おとが、店みせの中なかに鳴なり響ひびいた。

　その中なかに、いくつもの悲ひ鳴めいがまじって聞きこえた。




　ガ、ガ、ガ──────……

　キャーアァァー……




　それを聞きけば、機き械かいの中なかで何なにが起おこっているのか、想そう像ぞうするのはたやすかった。




　ガ──────……

　キャー……アァァー……




　ミキサーの音おとがなめらかになっていくにつれ、その中なかにまじる悲ひ鳴めいは、どんどん弱よわ々よわしく、かすかなものになっていった。

　やがて、悲ひ鳴めいがまったく聞きこえなくなると、ミキサーの音おとも鳴なり止やんだ。

　数すう秒びょう間かん、店みせの中なかは静しずまり返かえる。

　その直ちょく後ご。

　機き械かいの真まん中なかの空くう洞どう部ぶ分ぶんに、ポトン、とアイスのコーンが落おちてきた。

　続つづけて、コーンの上うえにアイスクリームの玉たまが二つ、ポン！　ポン！　といきおいよく落おちてきて、それはみごとにバランスのとれた、二段だん重がさねのアイスになった。

[image: ]

　アーム付つきのワイヤーが、またしゅるしゅると伸のびていく。

　そのアームが、コーンをつかんで、機き械かいの空くう洞どうからアイスを取とり出だす。

　小こ窓まどの内うち側がわにセットされた、アイススタンドの輪わっかの中なかに、アームがコーンを挿さし入いれる。

　アームがコーンを放はなすと同どう時じに、それとはまた別べつのアームが、カタつく小こ窓まどの板いたをゆっくりと持もち上あげた。

『おまたせしましたあ。ヨーグルトとチョコチップ・バニラのダブル、四百円えんです』

　大おおきな機き械かいのどこからか、声こえが響ひびく。

　聞ききなれたその声こえは、インターフォンを通とおさず聞きいても、いつもと同おなじ雑ざつ音おんまじりの音おん声せいだった。

　そのとき、小こ窓まどのそばで、何なにかが動うごいた。

　冬ふゆ実みがそちらに目めをやると、そこには、必ひっ死しで窓まどによじ登のぼろうとしている、一いっ体たいの雪ゆきだるまの姿すがたがあった。どうやら、先さきほどいつの間まにか、その一いっ体たいだけ箱はこから逃にげ出だしていたらしい。

　雪ゆきだるまは、開ひらいた窓まどから外そとへ、逃にげようとしているようだった。

　しかし、それを察さっ知ちしたらしい大おおきな機き械かいは、すかさずしゅるりとアームを伸のばし、その雪ゆきだるまをつかまえた。

　アームは、雪ゆきだるまをもとどおり箱はこの中なかにしまって、箱はこのフタをパコン、と閉しめた。

（ああ……）

　冬ふゆ実みは、ふらりと一歩ぽ、よろめいた。

　この店みせの中なかで、アイスクリームを作つくっていたもの。

　それは、小ちいさな雪ゆきだるまでも、雪ゆきの精せいでも、人にん間げんでもない。

　この〈アイスクリーム自じ動どう製せい造ぞう販はん売ばい機き〉だったのだ。

　そして……そして……いつも夢む中ちゅうで食たべていた、あのたまらない口くちどけの、とびきりおいしいアイスクリームの材ざい料りょうは──……。

　冬ふゆ実みは、ふと横よこを見みた。

　そこには、クーラーボックスの空から箱ばこが、いくつも積つみ重かさねられていた。

　その箱はこのすべてに、『この商しょう品ひんについて』と書かかれた同おなじ紙かみが貼はられていた。

　冬ふゆ実みは、それを読よんでみた。








　【生いきている雪ゆきだるま】一ひと箱はこ30体たい入いりセット







　真ま冬ふゆの雪ゆき国ぐにで捕とれた、活いきのいい雪ゆきだるまは、アイスクリームの材ざい料りょうに最さい適てきです。

　旬しゅんの季き節せつの雪ゆきだるまをふんだんに使つかうことで、ほかにはない、独どく特とくの口くちどけのアイスクリームができあがります。




　※ 注ちゅう意い ※

　本ほん品ぴんを使し用ようして作つくったアイスクリームは、少すこしのあたたかさでも非ひ常じょうに溶とけやすいものになりますので、アイスクリーム販はん売ばい店てんの方かたにおきましては、販はん売ばい時じ期きに充じゅう分ぶんお気きをつけください。

　雪ゆきが降ふるくらい寒さむい気き温おんのときにのみ、それを販はん売ばいすることを強つよく推すい奨しょういたします。












　ふらふらとした足あし取どりで、冬ふゆ実みは店みせの外そとに出でた。

　見みると、サンプルケースの上うえに開ひらいた小こ窓まどの中なかに、冬ふゆ実みの注ちゅう文もんしたアイスクリームが、まだ立たて置おかれたままになっていた。

　ヨーグルトとチョコチップ・バニラ。

　白しろいアイスの二段だん重がさね。

　その上うえの段だんになっている、チョコチップ・バニラのひときわ大おおきな二粒つぶのチップが、一いっ瞬しゅん、こちらをじろりとにらむ、雪ゆきだるまの目めのように見みえた。
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　とある秋あきの休きゅう日じつ。

　山やまの中なかにある名なもない池いけに、数すう人にんの老ろう若にゃく男なん女にょがおとずれた。




「この池いけか」

「ふうん。見みたところ、普ふ通つうのため池いけみたいだな」

「こんなところに、本ほん当とうに『あれ』がいるんでしょうか」

「さあ、どうだろう。目もく撃げき情じょう報ほうは相あい次ついでるけど」

「不ふ思し議ぎな噂うわさだよね。海うみならともかく、山やまの中なかで『あれ』を見みただなんて……」

「まあ、じっくり調しらべてみようじゃないか。ほら、君きみたち、カメラの用よう意いを！」

「では、私わたしたちはこの網あみを……」

「いやあ、楽たのしみですね。噂うわさがほんとなら、捕ほ獲かくできるかどうかはともかく、一ひと目めだけでも見みてみたいなあ」

「ええ、まったく」

　池いけにカメラを向むけながら、メンバーの一人ひとりが、うなずいて言いった。

「我われら〈珍ちん種しゅ同どう好こう会かい〉といえど、この中なかで『あれ』を見みたことがある人ひとなんて、さすがにだれもいませんものね」
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　──話はなしは夏なつの終おわりにさかのぼる──







「はあ。今日きょうも収しゅう穫かくなしか……」

　山やまから帰かえってきた慎しん二じは、自じ室しつに入はいるなり、大おおきなため息いきをついてベッドに倒たおれこんだ。

　ごろんと仰あお向むけになると、部へ屋やの中なかを埋うめ尽つくす大たい量りょうのケージや水すい槽そうや虫むしカゴが、いやでも目めに入はいる。

　ペットショップで買かったり、野の山やまや川かわや海うみで捕とってきた、生いき物ものたち。

　それらはどれも、普ふ通つうよりはめずらしい生いき物ものたちだった。

　けれど、「すごくめずらしい生いき物もの」というわけではない。

「だめだ、だめだ、こんなんじゃ……。この程てい度どのめずらしい生いき物ものじゃ、〈珍ちん種しゅ同どう好こう会かい〉の大人おとなたちには、とうていかなわない」

　目めを閉とじて、慎しん二じはうなった。

　慎しん二じは昔むかしから、めずらしい生いき物ものを見みたり飼かったりすることが好すきだった。

　その趣しゅ味みが高こうじて、しばらく前まえに、同おなじ趣しゅ味みを持もつ同どう士しの者ものたちで結けっ成せいされた〈珍ちん種しゅ同どう好こう会かい〉のメンバーになったのだ。

　同どう好こう会かいの集あつまりでは、メンバーたちが、おのおの自じ分ぶんの飼かっている「めずらしい生いき物もの」を持もち寄よって、それを見みせ合あう。

　半はん月つき前まえ、慎しん二じは、はじめてその集あつまりに顔かおを出だした。

　そのとき慎しん二じが持もっていったのは、一匹ぴきのカエルだった。

　金きん色いろの体からだに赤あかい目めを持もつカエル。

　それは、高こう校こうの帰かえり道みちにある田たんぼで見みつけたもので、捕つかまえて調しらべてみたところ、どうやらアマガエルの突とつ然ぜん変へん異いのようだった。そういう色いろ違ちがいは、ときどき生うまれるものらしい。

　アマガエルとはいえ、めずらしい色いろのそのカエルを、慎しん二じは大だい事じに飼かっていた。

　そのカエルは、飼かっている動どう物ぶつの中なかで、いちばんのお気きに入いりだった。

　これを持もっていけば、同どう好こう会かいのメンバーたちは、きっとみんなうらやましがるだろう。そう思おもっていた。

　しかし──。

　いざ集あつまりに参さん加かしてみて、慎しん二じはすっかり打うちのめされた。

〈珍ちん種しゅ同どう好こう会かい〉には、慎しん二じの金きん色いろのカエルなんかよりも、もっとずっとめずらしい生いき物ものを飼かっているメンバーが、何なん人にんもいたのだ。

　そうしたメンバーというのは、高こう収しゅう入にゅうな仕し事ごとについている大人おとなたちだった。彼かれらは金かねに糸いと目めを付つけず、何なん十じゅう万まん円えん、何なん百びゃく万まん円えんもするめずらしい生いき物ものを手てに入いれていた。

　慎しん二じにとっては、図ず鑑かんやテレビでしか見みたことがなかった生いき物ものたち。

　あるいは、まったく見みたこともない、名な前まえを聞きいたことすらない生いき物ものたち。

　それらを見みせられて、慎しん二じは、アマガエルなんて持もってきたのが恥はずかしくなった。

　同どう時じに、高こう校こう生せいの慎しん二じにはとても手てが届とどかない、高こう価かなめずらしい生いき物ものを飼かっている大人おとなたちのことを、たまらなくうらやましいと思おもった。

　もっとめずらしい生いき物ものがほしい！

　金かね持もちの大人おとなのメンバーたちでも飼かっていないような、うんとめずらしい生いき物ものを、なんとかして手てに入いれたい。それをメンバーたちに見みせびらかして自じ慢まんして、うらやましがらせたい！

　同どう好こう会かいの集あつまりに参さん加かして以い来らい、慎しん二じは、ずっとそのことばかりを考かんがえていた。

　そんなこんなで、それまでよりもいっそう「めずらしい生いき物もの探さがし」に熱ねっ中ちゅうするようになった慎しん二じは、今日きょうも電でん車しゃを乗のりつぎ、遠とおくの町まちにある山やままで行いってきた。

　何なにかめずらしい生いき物ものがいないかどうか、探さがしてきたのだ。

　しかし、結けっ果かは「収しゅう穫かくなし」。

　めずらしい生いき物ものなんて、そうそう見みつかるものではない。

「でも、高こう校こう生せいの俺おれには、高こう価かな生いき物ものを買かう金かねなんてないからなあ。野の山やまや川かわや海うみに行いって、めずらしい生いき物ものを、自じ力りきで見みつけて捕つかまえてくるしかない。……よっぽどの掘ほり出だし物ものでも売うってれば、話はなしは別べつだが……」

　独ひとり言ごとをこぼして、慎しん二じは大おおきくあくびした。

　ベッドの上うえで、寝ね返がえりを打うつ。

　ベッドのきしみは、いつものように、室しつ内ないのさまざまな音おとの中なかに埋うもれた。

　こぽこぽ。カリカリ。かさこそ。キィキィ。

　水すい槽そうのポンプの音おと。小しょう動どう物ぶつがケージをかじる音おと。虫むしが立たてる物もの音おと。ネズミの鳴なき声ごえ。

　それらを聞ききながら、慎しん二じはとろとろとまどろみ、やがて眠ねむりに落おちた。
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　その翌よく日じつ。

　慎しん二じの家いえのポストに、一枚まいのチラシが入はいっていた。

　ショッキング・ピンクに縁ふち取どられたチラシで、いったいなんの広こう告こくかと思おもったら、それは近きん所じょに新あたらしくオープンした、ペットショップのチラシだった。
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　チラシに書かかれたその文もん句くを読よんで、慎しん二じは目めをかがやかせた。

「〈珍ちん種しゅ〉専せん門もんのペットショップか……！　こういう店みせなら、普ふ通つうのペットショップには置おいてないようなめずらしい生いき物ものが、いろいろ見みつかるかもしれないな」

　もちろん、めずらしい生いき物ものである以い上じょう、きっと値ね段だんは高たかいだろう。

　それでも、ひょっとすると、思おもわぬ掘ほり出だし物ものに出で会あえるかもしれない。

「めずらしい生いき物ものを、自じ力りきで見みつけて捕つかまえようと思おもったら、いったいどれだけ時じ間かんがかかるか、わかったもんじゃないからな」

　次じ回かいの同どう好こう会かいの集あつまりは、半はん月つき後ごに開ひらかれる。

　その集あつまりに、胸むねを張はって持もっていけるようなめずらしい生いき物ものを、慎しん二じはなんとしても手てに入いれておきたかった。

　そんなタイミングで、折おりよく近きん所じょに〈珍ちん種しゅ〉専せん門もんのペットショップがオープンするとは。

　これも、何なにかの縁えんではなかろうか。

「とりあえず、店みせに行いってみて、どんな生いき物ものがいるのか見みてみよう」

　そうして、慎しん二じはありったけの貯ちょ金きんを下おろし、チラシに描かかれた地ち図ずを見みて、さっそくその店みせのある場ば所しょへと向むかったのだった。
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〈珍ちん種しゅ〉専せん門もんのペットショップは、街まちの裏うら通どおりにある小ちいさな店みせだった。

　店てん内ないに入はいってみると、生いき物ものの気け配はいはもちろんそこここにあるが、ひと気けはない。

「なんだか……いかにも、マニア向むけの店みせって感かんじだな」

　そんな印いん象しょうをつぶやきながら、慎しん二じは、薄うす暗ぐらい店てん内ないをゆっくりと見み回まわした。

「へえ……。すごい。本ほん当とうに、見みたことも聞きいたこともない生いき物ものばっかりだ」

　ところせましとならべられた「商しょう品ひん」たち。

　それらはどれも、慎しん二じが想そう像ぞうしていた以い上じょうに〈珍ちん種しゅ〉だった。

　瞳ひとみの色いろがすべて違ちがう八やつ目めの黒くろ猫ねこ。

　鈴すず虫むしの声こえで鳴なくウサギ。

　人にん間げんと同おなじくらい大おおきな毛け虫むし。

　頭あたまだけが鳥とりそっくりのクチバシのある蛇へび。

「めずらしい……。ああ、なんてめずらしいんだ……」

　慎しん二じはすっかり夢む中ちゅうになって、店てん内ないを歩あるき回まわった。

　そうするうちに、やがて、たくさんの水すい槽そうがならべられたコーナーにたどりついた。

　水すい槽そうの中なかの魚さかなたちと、水すい槽そうの横よこに貼はられた説せつ明めい書がきを、慎しん二じは一つ一つじっくりとながめ、読よんでいく。

　虹にじ色いろのウロコを持もつ小こ魚ざかなは、

【水すい槽そうの中なかに、全ぜん長ちょう20～25センチの虹にじを、一日にち一匹ぴきにつき約やく10個こ生うみ出だします。別べつ売うりの専せん用ようエサを食たべさせることで、金きん色いろや銀ぎん色いろの混まじった虹にじを生うませることもできます。】

──というものらしい。

　一枚まいの鏡かがみが入はいった水すい槽そうの中なかにいる、複ふく雑ざつな模も様ようが細こまかな部ぶ分ぶんまでまったく同おなじ魚さかなの群むれは、

【水すい槽そうの中なかに、この魚さかな１匹ぴきと鏡かがみを入いれておくと、翌よく日じつには２匹ひき、その翌よく日じつには４匹ひき……と、一日にち経たつごとに、魚さかなの数かずが前ぜん日じつの二倍ばいに増ふえていきます。　※ 二枚まい以い上じょうの鏡かがみを合あわせ鏡かがみにして水すい槽そうに入いれることは、絶ぜっ対たいにおやめください。】

──というものらしい。

　水みずの入はいっていないフタの付ついた水すい槽そうの中なかを、羽は衣ごろものような長ながいヒレをゆらしながら泳およいでいる魚さかなは、

【画かっ期き的てき！　空くう中ちゅうで生いきられる『無む水すい魚ぎょ』。めんどうな水すい質しつ管かん理りも必ひつ要ようなく、水すい槽そうのお手て入いれも簡かん単たん。初しょ心しん者しゃの方かたにもおすすめです。】

──というものらしい。

　慎しん二じは目めを丸まるくした。

　ここまでくると、もはや〈珍ちん種しゅ〉の域いきを超こえている……。

「ど……どういう店みせなんだ、ここは……」

　ぼうぜんとして、思おもわずそう口くちにした、そのときだった。

「いかがですか？　当とう店てんの品しなは」

　いきなり背はい後ごから声こえをかけられ、慎しん二じはおどろいてふり返かえった。

　そこにはいつの間まにか、店てん員いんとおぼしき男おとこが立たっていた。

（妙みょうな格かっ好こうの店てん員いんだな）

　と、その姿すがたを見みて、慎しん二じは思おもった。

　制せい服ふくらしきエプロンを身みに付つけたその男おとこは、店みせの中なかだというのに、日ひ除よけの付ついた帽ぼう子しをかぶり、ぶあついマフラーを巻まいていたのだ。

　薄うす暗ぐらい店てん内ないでそんな格かっ好こうをしているせいか、男おとこの顔かおは濃こい陰かげになっていた。

　いくら目めをこらして見みても、その顔かお立だちがまったくわからないほどに。

　いぶかしむ慎しん二じに対たいして、店てん員いんの男おとこは再ふたたび口くちを開ひらく。その口くち元もとは、やはり見みえないが。

「うちの〈珍ちん種しゅ〉は、どれもこれも、ほかの店みせにはけっして置おいていないような、めずらしいものばかりでしょう？」

「え……ええ、そうですね。でも──」

　慎しん二じは、水すい槽そうの横よこに貼はられた説せつ明めい書がきに、ちらと目めをやって、

「この説せつ明めい書がきに書かかれていることって、本ほん当とうなんですか？」

「おや、信しんじられませんか？」

　それでは。と、顔かおの見みえない店てん員いんは、一つ水すい槽そうのフタを外はずして、中なかの魚さかなを取とり出だした。

　説せつ明めい書がきに『無む水すい魚ぎょ』と書かかれた魚さかな。

　それが入いれられていた水すい槽そうは、外そとから見みると、たしかに水みずが入はいっていないようにも見みえていた。けれど、水すい槽そうに何なにか仕し掛かけがしてあるだけかもしれない、と慎しん二じは疑うたがっていたのである。

　はたして、網あみに捕とらえられたその魚さかなは、店てん員いんが網あみの口くちを開あけたとたん、ふわりと宙ちゅうに浮うき上あがり、長ながいヒレをひらりひらりと、優ゆう雅がにゆらして空くう中ちゅうを泳およぎ始はじめたのだった。

「どうです？　正しょう真しん正しょう銘めい、本ほん物ものの『無む水すい魚ぎょ』でしょう？」

　店てん員いんは言いったが、慎しん二じはもはやその言こと葉ばも耳みみに入はいらず、目めの前まえを泳およぐ世よにもめずらしい魚さかなの姿すがたに、ただただ見み入いるだけだった。

　しばらくして、店てん員いんはさっと網あみをふるい、『無む水すい魚ぎょ』を捕つかまえ、またもとの水すい槽そうに戻もどした。

「お気きに召めしましたか？」

　店てん員いんの問といに、慎しん二じは深ふか々ぶかとうなずいた。

　すごい、すごい。こんなめずらしい生いき物もの、〈珍ちん種しゅ同どう好こう会かい〉のメンバーだって、絶ぜっ対たいほかのだれも持もってやしない。

　次つぎの同どう好こう会かいの集あつまりに、この魚さかなを持もっていけば、間ま違ちがいなくいちばんの注ちゅう目もくの的まとになるだろう。

　……しかし。

「残ざん念ねんだけど、こんなにも値ね段だんが高たかくちゃ、俺おれにはとても買かえないや」

　そう言いって、慎しん二じはため息いきをついた。

『無む水すい魚ぎょ』の水すい槽そうに貼はられた値ね札ふだには、ゼロのたくさんならんだ数すう字じが書かきこまれていた。それは、慎しん二じが貯ちょ金きんを全ぜん額がくはたいても、とうてい手ての届とどかない金きん額がくだ。

　ほかの魚さかなも、魚さかな以い外がいの生いき物ものも、似にたようなものだった。

　こういう店みせで扱あつかっている品しなは、思おもったとおり、並なみはずれて高こう価かなものばかりらしい。

　それでも慎しん二じはあきらめきれず、ダメでもともと、という気き持もちで店てん員いんにたずねた。

「何なにかもっと、手て頃ごろな値ね段だんのものはないですか？」

「そうですね。それでしたら……」

　こちらへどうぞ。と、店てん員いんは、慎しん二じを店みせの奥おくへと案あん内ないした。

　付ついていくと、そこには一つの生いけ簀すがあった。

　生いけ簀すの中なかにはたくさんの金きん魚ぎょが泳およいでいて、その横よこに、
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　と書かかれた板いたの札ふだが立たてかけられていた。

　慎しん二じは生いけ簀すに近ちかづいて、水みずの中なかの金きん魚ぎょの群むれをのぞきこんだ。

　花はなびらのような大おおきなウロコをひらめかせて泳およぐ、桃もも色いろの金きん魚ぎょ。キラキラと光ひかる星ほしくずのような模も様ようをまとった、夜よる色いろの金きん魚ぎょ。体からだがとろりと骨ほねまで透すけた、はちみつ色いろの金きん魚ぎょ。ぬいぐるみのようにふわふわとした毛けにおおわれた、真まっ白しろな金きん魚ぎょ。──そして、見みたところなんの変へん哲てつもない、赤あかい金きん魚ぎょ。

「上手うまくすれば、少すこしの金きん額がくで、これらのめずらしい金きん魚ぎょが手てに入はいりますよ」

　店てん員いんの言こと葉ばに、慎しん二じはなるほどとうなずいた。
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　この店みせで、自じ分ぶんがめずらしい生いき物ものを手てに入いれるには、もうこれしかない。

　そう思おもった慎しん二じは、迷まようことなく店てん員いんに三百円えんを支し払はらった。

　薄うすい紙かみを張はったポイを渡わたされ、慎しん二じはさっそく金きん魚ぎょすくいに挑ちょう戦せんする。

　まず、桃もも色いろの金きん魚ぎょにねらいをさだめ、すくおうとした。けれど、金きん魚ぎょはポイの紙かみを破やぶって逃にげてしまった。

　もう三百円えん払はらって新あたらしいポイをもらい、今こん度どは夜よる色いろの金きん魚ぎょをねらってみた。が、これもポイの紙かみがやぶけて失しっ敗ぱいした。

　もう一いっ回かい、とはちみつ色いろの金きん魚ぎょをねらっても、さらにもう一いっ回かい、と真まっ白しろな金きん魚ぎょをねらっても、どうしても紙かみがやぶけてしまう。

　慎しん二じはやっきになって、何なん度ども何なん度ども挑ちょう戦せんした。

　慎しん二じの横よこにはやぶれたポイが積つみ上あがり、慎しん二じの財さい布ふはどんどん中なか身みを減へらしていった。

　そうしているうちに、慎しん二じは、とうとう一匹ぴきの金きん魚ぎょをすくい上あげた。

　けれどもそれは、桃もも色いろの金きん魚ぎょでも、夜よる色いろの金きん魚ぎょでも、はちみつ色いろの金きん魚ぎょでも、真まっ白しろな金きん魚ぎょでもなく、お祭まつりの屋や台たいでも手てに入はいるような、ただの赤あかい金きん魚ぎょだった。




　結けっ局きょく、慎しん二じがすくえたのは、その赤あかい金きん魚ぎょ一匹ぴきだけだった。
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「くそっ。あれだけたくさん金かねを使つかって、手てに入いれたのが、めずらしくもないこんな金きん魚ぎょ一匹ぴきなんて……」

　ぶつくさ言いいながら、慎しん二じは金きん魚ぎょを家いえに持もち帰かえった。

　いっそ、腹はらいせに金きん魚ぎょを捨すててしまおうかとも考かんがえたが、金きん魚ぎょすくいに費ついやした金きん額がくを思おもうと、それももったいなくてできなかった。

「まあ、仕し方かたない。とりあえず、水すい槽そうに入いれておこう」

　自じ分ぶんの部へ屋やに戻もどった慎しん二じは、ため息いきをついて、ぐるりと室しつ内ないを見み回まわした。

　慎しん二じの部へ屋やは、どこもかしこもケージと水すい槽そうと虫むしカゴでいっぱいだ。これ以い上じょう、新あたらしい水すい槽そうを置おく場ば所しょなんてありはしない。

　それに、こんなめずらしくもない金きん魚ぎょのために、わざわざ新あたらしい水すい槽そうを買かうのもいやだった。

「はあ、めんどくさいな。もう、この中なかでいいや」

　慎しん二じはそうつぶやくと、すでにほかの魚さかなが入はいっている水すい槽そうに、ポチャン、と赤あかい金きん魚ぎょを放ほうりこんだ。







　それから、一週しゅう間かんばかりが過すぎた。

（次つぎの同どう好こう会かいの集あつまりまで、あと一週しゅう間かん……）

　慎しん二じは焦あせっていた。

　同どう好こう会かいの集あつまりに持もっていくための「めずらしい生いき物もの」を、まだ見みつけられていないのだ。

　このままではまたしても、ほかのメンバーが持もってきた生いき物ものを見みて、ただうらやましいと思おもわされるだけで終おわってしまう。

「はあ……。あのペットショップの金きん魚ぎょすくいで、めずらしい金きん魚ぎょが取とれてればなあ」

　思おもい出だしてくやしくなりながら、慎しん二じは、赤あかい金きん魚ぎょの入はいった魚さかなの水すい槽そうにエサをまいた。

　そのとき、ふと気きがついた。

「あれ？　この金きん魚ぎょ、エサを食たべないな」

　慎しん二じが水すい槽そうにまいたのは、小ちいさな粒つぶ状じょうのエサだった。金きん魚ぎょも食たべるエサのはずなのだが、ほかの魚さかながぱくぱく口くちを開あけてエサを食たべている中なか、赤あかい金きん魚ぎょだけは、エサに見み向むきもせず口くちを閉とじている。

「このエサじゃ、だめだったのかな？」

　一週しゅう間かんも経たってからそれに気きづくとは、今いまさらな話はなしだった。

　赤あかい金きん魚ぎょは、一週しゅう間かん前まえと変かわらない様よう子すで、今いまも元げん気きに泳およいでいるように見みえる。

　だが、もしもエサが合あっていなかったのだとしたら、この一週しゅう間かん、金きん魚ぎょは何なにも食たべていないのかもしれない。

「めずらしくもないこの金きん魚ぎょが、エサを食たべずに死しんだとしても、別べつにどうでもいいけどさ」

　とはいえ、金きん魚ぎょすくいで失うしなった財さい布ふの中なか身みを思おもうと、やっぱり少すこしもったいない。

「一いち応おう、ほかのエサをためしてみるか……」

　慎しん二じは部へ屋やにいろいろな生いき物ものを飼かっているので、それぞれの生いき物もの用ように、いろいろな種しゅ類るいのペットフードを常じょう備びしている。その中なかのいくつかを、赤あかい金きん魚ぎょに与あたえてみた。熱ねっ帯たい魚ぎょのエサ、カメのエサ、ザリガニのエサ、トカゲのエサ……。

　しかし、赤あかい金きん魚ぎょはそのどれにも、まったく口くちを付つけようとしなかった。パン屑くず、米こめ粒つぶ、小ちいさくちぎった麩ふ、なども与あたえてみたが、それらもやはり同おなじであった。

「くそっ、わがまま金きん魚ぎょめ。いったい、なんだったら食たべるんだ」

　舌した打うちして、慎しん二じは最さい後ごに、乾かん燥そうイトミミズの袋ふくろを開あけた。

「これでだめなら、もう知しらないぞ。勝かっ手てに飢うえ死じにでもしてやがれ！」

　そう怒ど鳴なりつけ、慎しん二じは、カラカラに干ひからびたイトミミズのかたまりを、いらだちまぎれに指ゆびで押おしつぶし、投なげつけるように水すい槽そうにまいた。

　そのとたん。

　赤あかい金きん魚ぎょが、今いままでにないすばやい泳およぎで、水すい面めんへと浮うき上あがった。

　かと思おもうと、金きん魚ぎょは大おおきく口くちを開あけ、




　ぱくん！




　と、イトミミズを一匹ぴき、のみこんだ。

　それを見みて、慎しん二じは、やれやれと息いきをつく。

　ところが。

　次つぎの瞬しゅん間かん、思おもいもよらぬことが起おこった。

　水すい槽そうの中なかで、赤あかい金きん魚ぎょの姿すがたが、あとかたもなく消きえ失うせたのだ。

「ええっ!?」

　慎しん二じは思おもわず大おおきな声こえを上あげ、その目めを丸まるく見み開ひらいた。

「ど、どういうことだ……？」

　慎しん二じは、水すい槽そうの周まわりをぐるぐる回まわって、どこかに赤あかい金きん魚ぎょの姿すがたがないか、すみずみまでさがしてみた。

　けれど、いくら目めをこらしてみても、やっぱり金きん魚ぎょはどこにもいない。

　水すい槽そうの中なかにあるのは、赤あかい金きん魚ぎょではない、ほかの魚さかなたちの姿すがたばかりだ。

　それから、さっきまいたイトミミズが、水すい面めんにぷかぷか浮ういていたり、水みずの中なかでふよふよ漂ただよっていたりするのが見みえるだけ──。

「……ん？」

　そこで、慎しん二じは気きがついた。

　水みずの中なかにしずんだイトミミズが、よく見みると、一匹ぴきだけ動うごいている。

　おかしなことだった。

　乾かん燥そうイトミミズが、生いきているわけない──動うごくわけがないのに。

　不ふ思し議ぎに思おもって、慎しん二じはしばらく、そのイトミミズをじっと見みつめた。

　そして、ハッとひらめいた。

「まてよ？　もしかして……」

　つぶやくが早はやいか、慎しん二じは部へ屋やを飛とび出だした。

　向むかった先さきは、台だい所どころだった。

　慎しん二じは冷れい蔵ぞう庫こを開あけて中なかをさぐり、昨日きのうの夕ゆう食しょくの残のこりの焼やき魚ざかなを見みつけると、それを持もって再ふたたび自じ分ぶんの部へ屋やに戻もどった。

　焼やき魚ざかなは、一ひと切きれの鮭さけの切きり身み。

　慎しん二じは、その切きり身みを少すこしほぐして、ちぎり取とった小ちいさな鮭さけのかけらを、水すい槽そうの中なかにぽとりと落おとしてみた。

「そうら、エサだぞ」

　鮭さけのかけらが、水みずの中なかにしずんでいく。

　そのかけらに、一匹ぴきだけ生いきているイトミミズが、ふいよふいよと寄よってきた。

　イトミミズは、食くいつくように、その小ちいさな体からだで鮭さけのかけらにぶつかった。

　次つぎの瞬しゅん間かん。

　イトミミズの体からだが、ぷくり、とふくらんだ。

　かと思おもうと、それはみるみるうちに大おおきくなって、ヒレを生はやし、ウロコをまとい、そうしてあっという間まに、一匹ぴきの立りっ派ぱな鮭さけの姿すがたになったのだった。
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「やっぱり、思おもったとおりだ！」

　慎しん二じは興こう奮ふんの声こえを上あげた。

　赤あかい金きん魚ぎょは、消きえたわけではなかった。そうではなくて、イトミミズを食たべたことにより、イトミミズの姿すがたに変へん身しんしただけだったのだ。それがつまり、水すい槽そうの中なかで一匹ぴきだけ動うごいていた、さっきのイトミミズなのである。そのイトミミズが、今こん度どは鮭さけを食たべて、鮭さけの姿すがたに変へん身しんした。

「そういうことだったのか」

　と、慎しん二じはうなずく。

〈珍ちん種しゅ〉専せん門もんのペットショップ。

　そこで手てに入いれた、一匹ぴきの赤あかい金きん魚ぎょ。

　その正しょう体たいは、食たべたものの姿すがたに変へん身しんする、世よにもめずらしい【変へん身しん金きん魚ぎょ】だったのだ。




[image: ]




「これは、すごいぞ……！　こんなにもめずらしい生いき物ものが、手てに入はいるなんて……！」

　赤あかい金きん魚ぎょの正しょう体たいを知しったことで、慎しん二じの抱かかえていた悩なやみは、すっかり吹ふき飛とんだ。

　この金きん魚ぎょなら、一週しゅう間かん後ごの〈珍ちん種しゅ同どう好こう会かい〉の集あつまりに、胸むねを張はって持もっていける。

　この金きん魚ぎょなら、ほかのどのメンバーが持もってくる生いき物ものよりも、「いちばんめずらしい生いき物もの」であることは間ま違ちがいない。

「あの金かね持もちの大人おとな連れん中ちゅうも、この【変へん身しん金きん魚ぎょ】を見みれば、おどろいて、うらやましがって、くやしがるぞ！」

　その顔かおを思おもい浮うかべて、慎しん二じは、今いまからワクワクが止とまらなかった。







　それからの一週しゅう間かん。

　慎しん二じは、【変へん身しん金きん魚ぎょ】にいろいろなものを食たべさせて、実じっ験けんし、観かん察さつした。

　スーパーで買かってきた、サンマ、イワシ、アジ、サバ、キンメダイ。魚さかなではない、ウニ、イカ、タコ、エビ。【変へん身しん金きん魚ぎょ】は、それらを好すき嫌きらいせず、なんでも食たべた。そして、ちゃんと食たべたものの姿すがたに変へん身しんした。

　水みずの中なかの生いき物もの以い外がいではどうかも、ためしてみた。

　鶏とり肉にくを食たべさせてみると、金きん魚ぎょはちゃんとニワトリの姿すがたに変へん身しんした。ニワトリの姿すがたになっても、どうやら水みずからは上あがれないようだったが、水みずの中なかを泳およぐニワトリとなれば、むしろそちらのほうがめずらしくてよい。

　また、生いきている虫むしや小しょう動どう物ぶつを食たべるかどうかも、ためしてみた。

　部へ屋やで飼かっている生いき物ものたちのいくつかを、「そうら、エサだぞ」と、金きん魚ぎょのいる水すい槽そうに放ほうりこんでみたのだ。カブトムシ、クワガタ、クモ、カエル、トカゲ、カメ、ハムスター。それらはどれも、普ふ通つうよりはめずらしい見みた目めや種しゅ類るいのものたちだった。しかし、【変へん身しん金きん魚ぎょ】にくらべれば、価か値ちなんてないも同どう然ぜんだ。エサにしたところで、惜おしくはない。

　生いきたままのエサでも、金きん魚ぎょはちゃんとそれを食たべて、変へん身しんした。

　これならいっそ、今いま飼かっているほかの生いき物ものたちは、ぜんぶ金きん魚ぎょのエサ──金きん魚ぎょが変へん身しんするための「材ざい料りょう」にしてしまってもいいだろう。たくさんの生いき物ものを飼かっていると、部へ屋やはせまいし、飼し育いく代だいもバカにならないし、この際さい、金きん魚ぎょに食たべさせて処しょ分ぶんしてしまえれば、一いっ石せき二に鳥ちょうというものだ。

　そのほかに、観かん察さつしていてわかったのは、この金きん魚ぎょが、とても人にん間げんになれているということだった。

　金きん魚ぎょは、生いきているものでもかまわず食たべる。

　けれど、水すい槽そうの中なかにいるほかの魚さかなを、勝かっ手てに食たべてしまうようなことはない。

　どうやら金きん魚ぎょは、人ひとの手てでやったエサしか食たべないようだ。慎しん二じが「そうら、エサだぞ」と声こえをかけると、金きん魚ぎょは声こえのするほうに寄よってきて、周まわりを泳およぐ魚さかなたちには目めもくれず、慎しん二じが放ほうりこんだエサだけを、いつも間ま違ちがいなく食たべるのである。

「だったらつまり、金きん魚ぎょが勝かっ手てに何なにかを食たべて、勝かっ手てに変へん身しんすることはないわけだ」

　実じっ際さい、家いえに持もち帰かえってから一週しゅう間かん、金きん魚ぎょは変へん身しんしなかった。

　ということは、少すくなくとも一週しゅう間かん、金きん魚ぎょは何なにも食たべていなかったということだ。しばらく食しょく事じをしなくても、それくらいで死しぬことはないのだろう。

　えり好ごのみせずいろいろ食たべて、専せん用ようの水すい槽そうを用よう意いする必ひつ要ようもなくて、人ひとになれていて、その上うえ、しばらくうっかりエサをやり忘わすれても死しにはしない。

　この金きん魚ぎょは、そういう生いき物もののようだった。

「めずらしいだけじゃなく、なんて飼かいやすい生いき物ものなんだろう」

　つくづくよいものを手てに入いれた。

　慎しん二じはそう思おもいつつ、今いまはハムスターの姿すがたになって泳およいでいる金きん魚ぎょに、「そうら、エサだぞ」と声こえをかけた。

　そうして、ケージから出だした新あらたなエサを、また水すい槽そうの中なかに放ほうりこんだ。
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　そんなこんなで、いよいよ明日あしたは〈珍ちん種しゅ同どう好こう会かい〉の集あつまりの日ひ。

　慎しん二じは明日あしたにそなえて、一つ大おおきな実じっ験けんをしておこうと、山やまの中なかのため池いけまでやってきた。

　ため池いけとその周まわりには、慎しん二じ以い外がいに人ひとの姿すがたはなかった。

「よおし、ここなら……」

　ひと気けのないため池いけは、実じっ験けんにおあつらえ向むきの場ば所しょだった。

　慎しん二じは、持もってきたバケツを地じ面めんに置おいた。バケツの中なかには、手て頃ごろな大おおきさの魚さかなに変へん身しんさせた【変へん身しん金きん魚ぎょ】が入はいっている。

　慎しん二じは、クーラーボックスを開あけて、中なかからベーコンのパックを取とり出だした。

　それは、通つう信しん販はん売ばいで注ちゅう文もんして取とり寄よせた、クジラの肉にくのベーコンだった。

「この大おおきさの池いけなら、大だい丈じょう夫ぶだろう」

【変へん身しん金きん魚ぎょ】は、はたしてクジラのように大おおきな生いき物ものにも、ちゃんと変へん身しんするのかどうか。

　そのことをたしかめるため、慎しん二じは今日きょう、この山やまの中なかの池いけまでやってきた。もし実じっ験けんが成せい功こうして、金きん魚ぎょがクジラに変へん身しんできたときのことを考かんがえると、まさか家いえの中なかでためすわけにもいかないし、人ひと目めにつく場ば所しょでもまずいだろう、と思おもったからだ。

　慎しん二じはベーコンのパックを開あけて、バケツの中なかの【変へん身しん金きん魚ぎょ】に、いつものように呼よびかけた。

「そうら、エサだぞ」

　その声こえを聞きいた金きん魚ぎょは、たちまち水すい面めんに浮うき上あがり、水みずの中なかから顔かおを出だして、口くちを開あける。

　その口くちに、慎しん二じは、クジラの肉にくのベーコンを近ちかづけた。




　ぱくん！




　と、金きん魚ぎょはベーコンの端はしに食くいついて、そのまま、ぱくぱくぱく、と一ひと切きれのベーコンをたいらげた。




　ぷくり




　金きん魚ぎょの体からだが、少すこしふくらむ。

　慎しん二じはいそいで、バケツの水みずごと、金きん魚ぎょを池いけに流ながし入いれた。

　金きん魚ぎょはすぐに、バケツに入はいりきらないくらい大おおきくなった。

　むくむく、むくむくと、どんどん大おおきくなりながら、【変へん身しん金きん魚ぎょ】はその色いろも形かたちも変かえていく。

　ほどなくして、その「変へん身しん」が終おわったとき。

　慎しん二じの目めの前まえにいたのは、まぎれもない一頭とうのクジラだった。

　クジラを入いれた池いけの水みずは、池いけのふちからいくらかあふれて、地じ面めんと慎しん二じの靴くつをぬらしていた。池いけの向むこう岸ぎしは、クジラの体からだにかくれて、まったく見みえなくなっていた。

「やった……！　実じっ験けん成せい功こうだ！」

　まるで船ふねのようなクジラを前まえに、慎しん二じは叫さけんだ。

【変へん身しん金きん魚ぎょ】は、こんな巨きょ大だいな生いき物ものにも、ちゃんと変へん身しんできるのだ。

　それをたしかめることができて、慎しん二じはおおいに満まん足ぞくした。

「よおし。明日あしたは、〈珍ちん種しゅ同どう好こう会かい〉のみんなの前まえで、この変へん身しんを見みせてやろう」

　そうつぶやいて、慎しん二じは、またクーラーボックスのフタを開あけた。

　中なかから取とり出だしたのは、スーパーで買かった魚さかなのパック。

　クジラの姿すがたのままでは、【変へん身しん金きん魚ぎょ】を持もち運はこぶことなどできないので、持もち帰かえるときのための変へん身しん用ように、手て頃ごろな大おおきさの魚さかなも用よう意いしてきたのだ。

　これを食たべさせれば、金きん魚ぎょは再ふたたび、バケツに入はいる大おおきさの魚さかなに変へん身しんする。

「そうら、エサだぞ」

　慎しん二じは、パックから出だした魚さかなを手てに持もって、クジラの姿すがたの金きん魚ぎょに呼よびかけた。

　その声こえを聞きいて、クジラの金きん魚ぎょは、ゆっくりと振ふり向むいた。

　クジラの金きん魚ぎょは、ざぶん、ざぶん、と池いけに大おおきな波なみを立たてながら、慎しん二じのいる岸きしへと寄よってくる。

　そうして、岸きしまでたどり着ついたクジラの金きん魚ぎょは、エサを持もつ慎しん二じに向むかって、口くちを開あけた。

　大おおきなその口くちの中なかに、慎しん二じは、エサの魚さかなを放ほうりこもうとした。

　そのときだった。

　慎しん二じの目めの前まえを、一匹ぴきの蝶ちょうが、ひらりと横よこ切ぎった。

　黒くろい羽はねに、ショッキング・ピンクの紋もん様ようをまとった蝶ちょう。

　こんな蝶ちょうは、見みたことも聞きいたこともない。

「めずらしい蝶ちょうだ！」

　思おもわず声こえを上あげると同どう時じに、慎しん二じは、その蝶ちょうを捕つかまえようと、我われを忘わすれて手てを伸のばした。

　蝶ちょうは、ひらりと慎しん二じの手てをかわす。

　それを追おおうと、慎しん二じは夢む中ちゅうで身みを乗のり出だした。

　そのひょうしに、ぬれた地じ面めんで、ずるり、と足あしをすべらせた。

「あ」

　と、声こえをもらしたときには、もうおそい。

　魚さかなを手てに持もったまま、すべって転ころんで落おちたところは、ぽっかり開あいたクジラの口くちの中なかだった。







　それからというもの。

　その山やまの中なかのため池いけについては、こんな噂うわさがささやかれるようになった。




「ねえ、ねえ、知しってる？　あの池いけには、人にん魚ぎょが住すんでるんだって」
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「あれ？　……これで、終おわり？」

【変へん身しん金きん魚ぎょ】の話はなしの最さい後ごのページをめくったら、それ以い上じょうめくるページがなくなった。

　真ま白しろは首くびをかしげた。

　目もく次じには、これまで読よんだ『インスタント死しに神がみ』『友ともだちクジ』『処しょ刑けいセット』『冬ふゆしか買かえないアイスクリーム』『？？金きん魚ぎょ【赤あか】』のほかに、あと一つ、『試し供きょう品ひん　記き憶おく消しょう去きょボタン』というタイトルがあったのに。

　真ま白しろは本ほんを広ひろげたまま、それを目めの前まえにかざして、まじまじと見みつめた。
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　ビルのすき間まに落おちていた本ほん。

　それは、奇き妙みょうな本ほんだった。

　表おもても裏うらも、表ひょう紙しはただただ真まっ黒くろで、題だい名めいも作さく者しゃ名めいも出しゅっ版ぱん社しゃもわからない。

　その本ほんの中なかに、何なにが書かかれているのか、真ま白しろはとても気きになった。それでついつい、拾ひろったその本ほんを持もったまま、山やまの上うえの展てん望ぼう台だいに戻もどってきたのだ。

　そうして、展てん望ぼう台だいの柵さくを背せもたれにしながら、最さい後ごまで本ほんを読よんでみたのだが。

「なんだか、変へんな本ほん。短たん編ぺん集しゅうみたいだけど、目もく次じの最さい後ごに載のってる話はなしはどこにもないし。それに、それぞれの話はなしの前まえに、『この商しょう品ひんを手てに入いれた人ひとは……』なんて書かかれてたり。それぞれの話はなしの終おわりのページに、商しょう品ひん注ちゅう文もん票ひょうが付ついてたり……」

　そう。

　この本ほんは、「奇き妙みょうな商しょう品ひんにまつわる話はなしを集あつめた短たん編ぺん集しゅう」であると同どう時じに、まるで──。

「話はなしの中なかに登とう場じょうする商しょう品ひんを、読よんだ人ひとに買かわせるための本ほんみたい」

　真ま白しろは、本ほんをパラパラとめくって、商しょう品ひん注ちゅう文もん票ひょうのあるページを開ひらいた。

　切きり取とり線せんで囲かこまれた注ちゅう文もん票ひょう。

　その部ぶ分ぶんを指ゆびでつまんで、真ま白しろは思おもう。

「この注ちゅう文もん票ひょう……ひょっとしたら、本ほん当とうに使つかえたりして」

　真ま白しろはごくりとつばを飲のんだ。

　現げん実じつ的てきに考かんがえれば、もちろん、そんなことはあるはずない。この注ちゅう文もん票ひょうで、この本ほんの中なかに登とう場じょうする商しょう品ひんを、本ほん当とうに手てに入いれることができるなんてことは。

　でも、だ。

「非ひ現げん実じつ的てき」で、「あるはずがない」ことを、真ま白しろは今日きょう、この目めで見みたばかりである。

　正せい確かくには、双そう眼がん鏡きょうのレンズを通とおして、だけれど。

　カバンの扉とびらを開あけて、その中なかに飛とびこんで、カバンごと、どこかに消きえてしまったあの少しょう女じょ。

　少しょう女じょが消きえたあと、その場ば所しょに落おちていた本ほん。

　この真まっ黒くろな本ほんは、あの子この本ほんなんじゃないだろうか。

　ショッキング・ピンクの服ふくのあの少しょう女じょが、カバンの扉とびらに飛とびこんだとき、うっかりこの本ほんを落おとしていったんじゃないだろうか。

　だとしたら。

「あの子こ、魔ま法ほうみたいに消きえちゃったもの。絶ぜっ対たい、普ふ通つうの人にん間げんなんかじゃないよ。もしかしたら、魔ま法ほう使つかいなのかもしれない。──それなら。この本ほんの持もち主ぬしが、あのピンクの服ふくの女おんなの子こなら。この本ほんは、魔ま法ほう使つかいのための、魔ま法ほうの商しょう品ひんのカタログなのかも！」

　両りょう手てで広ひろげ持もった本ほんを見みつめ、真ま白しろはその目めをかがやかせた。

　だが、すぐにふと冷れい静せいになり、目めを細ほそめる。

　商しょう品ひんカタログ──本ほん当とうに、そうだろうか？

　あのピンクの服ふくの少しょう女じょは、たしかに、魔ま法ほう使つかいか何なにかなのかもしれない。

　けれど、この本ほんを「カタログ」と考かんがえるには、どうにも奇き妙みょうな点てんがある。

「魔ま法ほう使つかいがこの本ほんを読よんで、『この商しょう品ひん、ほしい！』って……思おもうかなあ？」

　違い和わ感かんを持もったのは、そこだった。

　この本ほんの中なかに出でてくる商しょう品ひんは、商しょう品ひん名めいや、それぞれの話はなしの扉とびらページだけ見みれば、どれもなんだかすごそうなものばかりだ。中なかには「死しに神がみ」だの「処しょ刑けい」だの、おそろしげな言こと葉ばもまじっているが、それも含ふくめて、人ひとの欲よく望ぼうや好こう奇き心しんを刺し激げきする。

　でも、いざ「この商しょう品ひんを手てに入いれた人ひと」の話はなしを読よんでみると……。

「【インスタント死しに神がみ】を買かった人ひと、ガッカリしただろうな。【処しょ刑けいセット】を買かった人ひとも……この人ひとはまあ、説せつ明めい書しょを読よまなかったのが悪わるいんだけど、たとえ事じ前ぜんに説せつ明めい書しょを読よんでたとしても、どっちみち、ガッカリするはめになってたよね。『思おもってたのと違ちがう』って」

　それぞれの話はなしのページを読よみ返かえしながら、真ま白しろは、話はなしに出でてくる「商しょう品ひん購こう入にゅう者しゃ」たちの気き持もちを想そう像ぞうする。

「【友ともだちクジ】は、実じっ際さい、けっこうすごい商しょう品ひんだけど……それでもこの話はなしの子こは、『こんなはずじゃなかった』って思おもったろうな。【冬ふゆしか買かえないアイスクリーム】は……いくらおいしくても、やっぱり、これはちょっと食たべたくないや」

　真ま白しろは小ちいさく口くちをゆがめて、次つぎの話はなしのページをめくる。

「【変へん身しん金きん魚ぎょ】は……うーん。これも【友ともだちクジ】と同おなじで、商しょう品ひんそのものは、悪わるくないよね。こんな金きん魚ぎょが飼かえたら、面おも白しろそう。スーパーに売うってる肉にくや魚さかなを食たべさせるだけでも、楽たのしいだろうな。それに、〈魚さかな〉と〈人にん間げん〉をいっしょに食たべて〈人にん魚ぎょ〉に変へん身しんするのなら、鶏とり肉にくと馬ば肉にくをいっぺんに食たべさせて、ペガサスみたいな、翼つばさのある馬うまに変へん身しんさせることだってできるかも」

　自じ分ぶんがこの金きん魚ぎょの飼かい主ぬしだったら、そういうことをためしてみたい。

　あるいは、自じ分ぶんの爪つめや髪かみの毛けでも、この金きん魚ぎょのエサになるのだろうか？　とか。はたまた、マンモスや恐きょう竜りゅうの化か石せきだったらどうだろう？　とか。

　考かんがえ出だすと、もっといろいろ可か能のう性せいがありそうで、なかなかワクワクする商しょう品ひんだ。

　しかし、ともあれ。

　この本ほんに出でてくる【変へん身しん金きん魚ぎょ】の購こう入にゅう者しゃは、やっぱり最さい後ごに、「こんなはずじゃなかった」と思おもったことだろう。

「変へんなの……。商しょう品ひんを買かわせたいなら、『この商しょう品ひんを買かってよかった！』ってエピソードだけ、集あつめて本ほんにまとめればいいのに」

　真ま白しろはそう思おもうが、そんな話はなしはこの本ほんの中なかに、ただの一つも出でてこない。

　ここに書かかれているのは、どれを読よんでも、「こんな商しょう品ひん、買かわなきゃよかった」というエピソードばっかりだ。

　それと、もう一つ。真ま白しろは気きになることがあった。

　この本ほんの中なかで、一話わだけでなく、いくつかの話はなしに登とう場じょうしている人じん物ぶつのことである。

　一人ひとりは、帽ぼう子しとマフラーの影かげで顔かおが見みえない男おとこの人ひと。

　もう一人ひとりは、大おおきなトランクを持もって、片かた目めに眼がん帯たいをしている、ショッキング・ピンクの服ふくを着きた銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょ──。

「ピンクの服ふくのこの子こって、ビルのすき間まにいたあの子こと、やっぱり関かん係けいあるのかな……」

　顔かおが見みえない男おとこと、眼がん帯たいをした少しょう女じょ。

　この二人ふたりの登とう場じょう人じん物ぶつは、いったい何なに者ものなのだろう？

「商しょう品ひんを手てに入いれた人ひと」たちは、みんな普ふ通つうの人にん間げんみたいだったけど。

　それに対たいして、この二人ふたりは──……。

「うーん。なんだか、考かんがえるの、疲つかれてきちゃった」

　大おおきくあくびをして、真ま白しろは、パタンと本ほんを閉とじた。

「考かんがえ事ごとはきらいじゃないけど、一つしかない正せい解かいを考かんがえるのって、めんどくさいや」

　真ま白しろは、黒くろい本ほんをかたわらに置おいた。

　そして代かわりに、小ちいさな箱はこを拾ひろい上あげた。

　黒くろい本ほんといっしょに、ビルのすき間まに落おちていた、一つの小こ箱ばこ。

　その箱はこには、




【記き憶おく消しょう去きょボタン】




　と印いん刷さつされたラベルが貼はられていた。
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　黒くろい本ほんを最さい後ごまで読よめば、この小こ箱ばこの中なか身みについて、くわしいことがわかるとばかり思おもっていた。

　それなのに。

「結けっ局きょく、なんにもわからなかったな。本ほんの目もく次じに『試し供きょう品ひん　記き憶おく消しょう去きょボタン』って書かかれてたのに。あれって、この本ほんには、こういうおまけの試し供きょう品ひんが付ついてます──ってだけの意い味みだったの？」

　ぶつくさ言いいつつ、真ま白しろは、小こ箱ばこのフタへと手てを近ちかづける。

　小こ箱ばこに貼はられた【記き憶おく消しょう去きょボタン】のラベルは、フタを留とめておく封ふうの役やく割わりもかねていた。

　そのラベルを、破やぶれないよう気きをつけて、真ま白しろはそうっと端はしからはがし始はじめた。

「人ひとの落おとし物もの、勝かっ手てに開あけちゃ、いけないけどさ……」

　だれにともなく、言いい訳わけするように、真ま白しろはつぶやく。

　この小こ箱ばこは、黒くろい本ほんと同おなじく、あのピンクの服ふくの少しょう女じょが落おとしていったものだろう。

　あの子こが今いまどこにいるかはわからないから、この小こ箱ばこと本ほんを、直ちょく接せつあの子こに返かえしに行いくことはできそうにない。しかし、だからといって、拾ひろったものを拾ひろいっぱなしにしていいわけでもない。

　落おとし物ものは交こう番ばんへ。

　そんなことはもちろん、わかっている。

　だけれども。

「財さい布ふとか、そういうありふれたものならともかく──【記き憶おく消しょう去きょボタン】だよ？　それってどういうものなのか、せめて一ひと目めだけでも見みてみなきゃ、気きになって気きになってしかたないじゃん！」

　もはや言いい訳わけですらなく、開ひらき直なおりでしかない独ひとり言ごと。

　それを言いっている間あいだにも、真ま白しろの指ゆびは、箱はこのラベルを少すこしずつはがしていく。

「箱はこの中なか身みを、ちょっと見みてみるだけ……。そのあと元もとどおりに封ふうをして、箱はこも本ほんも、ちゃんと交こう番ばんに届とどけに行いくつもりだから……」

　慎しん重ちょうにはがしたかいあって、ラベルは破やぶれることなくきれいにはがれた。

　真ま白しろは一回かい、深しん呼こ吸きゅうした。

　そして、ドキドキしながら、箱はこのフタを開あけた。

「へえ。────これが……【記き憶おく消しょう去きょボタン】」

　箱はこの中なかには、ラベルに書かかれた名な前まえのとおり、一台だいのボタンが入はいっていた。

　四し角かくく平ひらべったい台だいの付ついた、丸まるい押おしボタン式しきの装そう置ち。

　ボタン部ぶ分ぶんの下したには、小ちいさなパネルと、文も字じと空くう欄らんがあった。

　パネルに表ひょう示じされているのは【１日にち】という日にっ数すうで、その上じょう下げにある文も字じと空くう欄らんは『過か去こ』と『の［　　］の記き憶おくを消しょう去きょ』というものだ。

　まとめて読よむと、

　過か去こ【１日にち】の［　　］の記き憶おくを消しょう去きょ

　となっている。

　四し角かくい台だいの側そく面めんには、小ちいさなレバーが付ついていた。

　そのレバーを動うごかしてみると、カシャン、と小ちいさな音おとがして、ボタン下したにあるパネルの表ひょう示じが【１日にち】から【１か月げつ】へと切きりかわった。

　カシャン、ともう一いち度ど動うごかすと、パネルは【１年ねん】に。

　さらにもう一いち度ど動うごかすと、【10年ねん】に。

　その次つぎには【[image: ]年ねん】になって、そのあと、パネルの表ひょう示じはまた【１日にち】に戻もどった。

「ふむ、なるほど。どうやらこの装そう置ち、レバーでパネルの表ひょう示じを操そう作さして、今いまからどれくらい前まえまでの記き憶おくを消けすか、設せっ定ていできるみたいだね」

　ただ、パネルに表ひょう示じできる日にっ数すう・年ねん月げつは、合あわせて五種しゅ類るいしかないので、こまかい時じ間かんの指し定ていはできない。

　真ま白しろは、今こん度どは装そう置ちを裏うら返がえしてみた。
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　装そう置ちの裏うら側がわには、つるつるした紙かみが貼はられていて、すみっこを爪つめで少すこし引ひっかくと、紙かみは簡かん単たんにはがれてめくれた。その紙かみのはがれ方かたは、よく知しっている感かん触しょくだった。

「そっか。装そう置ちの裏うら側がわは、これ、シールになってるんだな。ってことは……」

　この装そう置ちは、対たい象しょうに貼はり付つけて使し用ようする道どう具ぐ、だということだろう。

　以い上じょうの情じょう報ほうと想そう像ぞうから、真ま白しろは【記き憶おく消しょう去きょボタン】の使し用よう法ほうを推すい理りする。

　おそらくは……。




　①　パネルの表ひょう示じを、記き憶おくを消けしたい日にっ数すう・年ねん月げつに合あわせて五種しゅ類るいの中なかから選えらび、

　②　ボタンの下したの空くう欄らんに、消けしたい記き憶おくに関かかわるキーワードを書かきこんで、

　③　記き憶おくを消けしたい相あい手てに装そう置ちをくっつけて、

　④　この装そう置ちは【記き憶おく消しょう去きょボタン】であるから、最さい後ごはもちろん、ボタンを押おす！




　このような手て順じゅんで、記き憶おくを消しょう去きょすることができるのだろう。

　小こ箱ばこの中なかにも、この装そう置ちの取とり扱あつかい説せつ明めい書しょなどは入はいっていなかったので、この使つかい方かたが本ほん当とうに合あっているかどうか、たしかめることはできないけれど。でも、装そう置ちの名めい称しょうと構こう造ぞうからして、たぶんこれで正せい解かいのはずだ。

　ちなみに、説せつ明めい書しょは入はいっていなかったが、箱はこのフタの裏うらには、




試し供きょう品ひんにつき一回かい限かぎり使し用よう可か能のう




　と書かかれていた。

「一度どしか使つかえないんじゃ、なおさら、使つかうわけにはいかないな。未み使し用ようの状じょう態たいで、落おとし主ぬしのあの女おんなの子こに返かえせるようにしなくっちゃ」

　正しょう直じき、ちょっと残ざん念ねんである。

　できれば一回かいくらい、実じっ際さいに使つかってみたかったとか、思おもわなくもなくはない、わけでもない。

　とはいえ……。

　真ま白しろは、かたわらに置おいた黒くろい本ほんに、ちらりと目めをやった。

「この本ほんの中なかで、〈魔ま法ほうの商しょう品ひん〉を手てに入いれた人ひとたちは、みんなロクでもない目めにあってるもんな。この【記き憶おく消しょう去きょボタン】だって、実じっ際さいに使つかおうものなら、何なにがあるかわかったもんじゃない」

　この黒くろい本ほんを読よみ通とおしたあとだと、さすがにそこは警けい戒かいしてしまう。

「でも──」

　と、真ま白しろはもう一いち度ど、手ての平ひらに載のせた【記き憶おく消しょう去きょボタン】に目めを落おとした。

「実じっ際さいに使つかうんじゃなくて、頭あたまの中なかで考かんがえるだけなら、問もん題だいないよね！」

　はずんだ声こえでそう言いって、真ま白しろはさっそく、「自じ分ぶんだったらこのアイテムをどう使つかうか」について考かんがえ始はじめた。

「そうだなあ……。これを使つかって、だれのどんな記き憶おくを消けしたいか、っていうと。……それはやっぱり、うん、あれかな」

　まず最さい初しょに、真ま白しろの頭あたまに浮うかんだのは、例れいのテストの答とう案あんのことだ。

　見みるも無む惨ざんな点てん数すうの、あの答とう案あんが両りょう親しんに見みつかってしまったばっかりに、こうして家いえ出でなんかするはめになったのだから。

　家いえ出でして、二、三日にちほどこの展てん望ぼう台だいに身みをかくして、それからひょっこり家いえに帰かえれば、母ははも父ちちも、もうテストの点てんのことで怒おこるどころではなくなっているに違ちがいない。そんな目もく論ろ見みのもと、真ま白しろはここへやってきた。

　けれど、もし、この【記き憶おく消しょう去きょボタン】を使つかうことができたなら。

　あの答とう案あんを見みた記き憶おくを、母ははと父ちちの脳のうみそから、すっかりきれいに消けし去さってしまうことができたなら、こんなふうに家いえ出でなんてする必ひつ要ようはないのである。

「あ。いや、まてよ？　この試し供きょう品ひんのボタンは、『一回かい限かぎり使し用よう可か能のう』だったっけ」

　真ま白しろはハッとそれに気きづく。

　一回かい限かぎり……ということは、つまり、このボタンを使つかえる相あい手ては一人ひとりだけ、ということだ。母ははと父ちち、二人ふたりの記き憶おくを、両りょう方ほうとも消しょう去きょすることはできない。それじゃあ、使つかう意い味みがない。

「うーん。一度どだけって、なかなか使つかいどころがむずかしいな……」

　腕うでを組くんで、真ま白しろはうなる。

　ふと、町まちのほうから、カラスの声こえがした。

　真ま白しろは、展てん望ぼう台だいの柵さくの向むこうをふり向むいた。山やまの西にし側がわにある町まちの空そらは、いつの間まにか夕ゆう焼やけの色いろに染そまっていた。

　もうすぐ、日ひが暮くれる。

　町まちの向むこうに見みえるバイパス道どう路ろに夕ゆう日ひがかかり、そのオレンジのかたまりが少すこしずつ、少すこしずつ、バイパス道どう路ろの下したへずり落おちるように沈しずんでいく。

　それをながめながら、真ま白しろは、胸むねの中なかで心しん臓ぞうの音おとが大おおきくなっていくのを感かんじた。

　このまま日ひが沈しずんだら、とうぜん、辺あたりは真まっ暗くらになる。ここには電でん灯とうなんてほとんどないし、展てん望ぼう台だいの周まわりは木き々ぎばかりの山やまだ。そんな場ば所しょで、一人ひとりぽつんと夜よるを越こすなんて。……あらためて想そう像ぞうしてみると、ものすごく怖こわいんじゃないだろうか、それ。

「ううう……。でも、だからって今いま家いえに帰かえったら、家いえ出でにも行方ゆくえ不ふ明めいにもならないし……」

　ため息いきをついて、真ま白しろはのろのろと立たち上あがった。

　その足あしで、展てん望ぼう台だいに備そなえ付つけの双そう眼がん鏡きょうへと歩あゆみ寄より、レンズの向むこうをのぞく。

　双そう眼がん鏡きょうの向むきを調ちょう節せつして、真ま白しろは、町まちの中なかにある自じ分ぶんの家いえへとレンズを向むけた。

　それから、首くびをかたむけて、自じ分ぶんの目めだけで町まちの景け色しきを見み渡わたした。

　ここから見みえる景け色しきの中なかには、数かぞえきれないほどの家いえがある。なのに、どれだけたくさん家いえがあっても、自じ分ぶんが帰かえることのできる家いえは、その中なかのたった一つだけ。

　あらためて考かんがえると、あたりまえのそのことが、真ま白しろはなんだかすごく不ふ思し議ぎに思おもえた。

「どうしてだろう……？　どうして、わたしの家いえじゃない家いえは、わたしがいていい家いえじゃないんだろう？」

　その疑ぎ問もんの答こたえは、すぐに出でた。

　それは──ようするに、「記き憶おく」のせいだ。

　だって、そうだろう。ほかの家いえの人ひとは、真ま白しろがその家いえの住じゅう人にんじゃない、家か族ぞくじゃない、という記き憶おくを持もっている。だから、真ま白しろがその家いえに上あがりこんでそこで暮くらそうとしても、そんなことはできなくて、その家いえの人ひとに追おい出だされてしまうのだ。

　それならば……。

　真ま白しろは、手ての中なかにある【記き憶おく消しょう去きょボタン】を見みつめた。

　この装そう置ちを上手うまく使つかえば、何なに食くわぬ顔かおをして赤あかの他た人にんの家いえに上あがりこむことだって、できるんじゃないか？

　たとえば……。

　装そう置ちは一人ひとりだけにしか使つかえない。だから、家か族ぞくのいない一人ひとり暮ぐらしの人ひとをさがすのだ。そして、その人ひとの記き憶おくの中なかから［家か族ぞくの記き憶おく］を消しょう去きょしたら──……いや。そもそも、その人ひとに［家か族ぞく］が存そん在ざいしなければ、消きえる記き憶おくも存そん在ざいしないわけだから、その条じょう件けんでボタンを押おしても、装そう置ちが作さ用ようしない可か能のう性せいが高たかい。

「……だったら、キーワードをちょっとひねって、『［家か族ぞくの有う無む］の記き憶おくを消しょう去きょ』にすればどうだろう！」

　その思おもいつきに、真ま白しろは自じ分ぶんで手てを打うった。

　それなら、いけるかもしれない。「自じ分ぶんに家か族ぞくがいるかどうか」という記き憶おくを失うしなった人ひとが相あい手てなら、きっと付つけ入いる隙すきはある。

　パネルの数すう字じは、まあ【10年ねん】にしておけば事こと足たりるだろう。真ま白しろがまだ物もの心ごころつかない頃ころに、なんらかの事じ情じょうでその家いえに来きたことにすれば、それらしくつじつまの合あうストーリーは作つくれそうだ。

　で、一人ひとり暮ぐらしの大人おとなの『過か去こ【10年ねん】の［家か族ぞくの有う無む］の記き憶おく』を消しょう去きょしたのち、その人ひとの家いえにとうぜんのように入はいりこんで、「ずっと前まえからいっしょに暮くらしてる家か族ぞくですけど、何なにか？」という態たい度どで堂どう々どうとしていれば、案あん外がい、だまし通とおすことができるんじゃないだろうか。

　そうだ！　どうせなら、お金かね持もちの一人ひとり暮ぐらしに狙ねらいをさだめて、その人ひとの家か族ぞくに成なりすまそう。なんなら、二、三日にちの家いえ出でといわず、もう、その家いえの子こどもか孫まごとして、ずっとその家いえで暮くらすというのも悪わるくない。お金かね持もちの家いえなら、毎まい日にち豪ごう華かなごちそうやおやつが食たべられて、たっぷりもらえるおこづかいで漫まん画がやゲームがいくらでも買かえて、贅ぜい沢たくのし放ほう題だいである。

「……あ。でも、だめだ、それだけじゃ」

　うっとり空くう想そうにひたっていた真ま白しろは、しかし、ふとその方ほう法ほうの問もん題だい点てんに気きづく。

「よその家いえの人ひとが、たとえわたしのことを家か族ぞくと信しんじたとしても、それだけじゃきっと、ずっとその家いえでは暮くらせない。本ほん当とうのわたしの家か族ぞく──母かあさんと父とうさんの記き憶おくを、どうにかしなくちゃ」

　でなければ、両りょう親しんはさすがに、「我わが子こが行方ゆくえ不ふ明めいになった」と警けい察さつに通つう報ほうするだろう。そうなれば捜そう索さく願ねがいとかを出だされて、もしかしたら全ぜん国こく的てきにニュースになって、自じ分ぶんの顔かおと名な前まえをたくさんの人ひとが知しることになって、いつかはだれかに見みつかってしまう。

「……でも、消しょう去きょできるのは、だれか一人ひとりの記き憶おくだけだしなあ」

　真ま白しろはため息いきをついた。

　結けっ局きょく、そこなのだ。

　たった一いち度どしか使つかえない、たった一人ひとりの記き憶おくしか消けせない〈試し供きょう品ひん〉になど、しょせんたいした使つかい道みちはないのである。「両りょう親しんが、あのひどい点てん数すうのテストのことを、忘わすれてくれたらいいのに」という、ただそれっぽっちの望のぞみさえ、この〈試し供きょう品ひん〉の力ちからでは叶かなえられない。……役やく立たたずもいいとこだ。

「ん。──まてよ？」

　真ま白しろは、そこでハッとした。

「〈試し供きょう品ひん〉がここにこうしてあるのなら、〈試し供きょう品ひん〉じゃない、ちゃんとした【記き憶おく消しょう去きょボタン】も、どこかで売うられてるってことじゃない？」

　そして、ゆっくりまばたきしたあと。

「……なーんてね」

　と、小ちいさく笑わらった。

「ちゃんとした【記き憶おく消しょう去きょボタン】なんて、どこに売うってるかわからないから、手てに入いれようがないし。だいたい、ここにある試し供きょう品ひんのボタンだって、わたしが使つかうわけにはいかないし。……それに、人ひとの記き憶おくを勝かっ手てにどうこうするなんて、やっちゃいけないことだもん」

　わかっている。そんなの、ぜんぶ。

　今いままでのは、あくまでただの空くう想そう遊あそびだ。

「あー、楽たのしかった！　さて、と。それじゃあ、そろそろ食しょく事じにでもしようかな」

　真ま白しろは、くるりと双そう眼がん鏡きょうに背せを向むけて、持もってきたリュックをふり向むいた。

　リュックの中なかには、ここに来くる途と中ちゅうで買かってきたパンやジュースが、たっぷり入はいっている。

「さーて。どれから飲のもうか、食たべようか」

　うきうきした足あし取どりで、真ま白しろはリュックに歩あゆみ寄よろうとした。

　──そのとき。




　ペラ……ペラ……ペラ……




　かすかに、紙かみのめくれる音おとがした。

　真ま白しろは、ぴたりと足あしを止とめ、その音おとのするほうへと目めをやった。

　音おとの出で所どころ。それは、黒くろい本ほんだった。

　真ま白しろは息いきをのむ。

　今いま、風かぜは止やんでいるのに。

　閉とじて置おいていたはずの黒くろい本ほんが、いつの間まにか開ひらいていて、そのページが一枚まい一枚まい、ひとりでにめくれているのだ。

「……何なに？」

　真ま白しろは、おそるおそる本ほんに近ちかづき、上うえから本ほんをのぞきこんだ。

「……え？」

　真ま白しろは、目めを見み開ひらいた。

　本ほんの中なか身みが、変かわっている。

　開ひらかれたページには、真まっ黒くろな扉とびらの絵えが描えがかれていた。真ま白しろが読よんだときには、そんな挿さし絵えはどこにもなかったはずなのに。




　パラ　パラ　パラ　パラ　パラ……




　どんどん勝かっ手てにめくれていくページ。

　そのどのページにも、真まっ黒くろな扉とびらの絵えが描えがかれていた。めくってもめくっても、どこまでも同おなじ扉とびらの絵え。

　──いや。

　同おなじ、ではない。

　よく見みると、新あらたなページがめくれるたびに、そこに描えがかれている扉とびらは、少すこしずつ少すこしずつ、様よう子すを変かえている。

　扉とびらが、開ひらいていっているのだ。

　それだけではない。扉とびらの絵えの下したに滲にじんでいた、はじめはインクのかすれにしか見みえなかったものが、一ページごとにだんだんと、くっきりした文も字じの形かたちになっていく。

　その文も字じは、数すう行ぎょうの文ぶん章しょうだった。

　そこには、こう書かかれていた。




　このカタログは　〈人ひとならぬ者もの〉専せん用ようの　カタログです。

　もし　〈人ひとならぬ者もの〉以い外がいの者ものが　このカタログを　読よんだときには

　その者ものにも　〈人ひとならぬ者もの〉に　なっていただきます。




　どくん、と心しん臓ぞうが鳴なった。

　全ぜん身しんに熱ねつが広ひろがって、直ちょく後ごにさあっと体からだが冷つめたくなる。




　パララララララララ……
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　ページのめくれる速そく度どは、もはやそれぞれのページを目めで追おえないほどになっていた。

　残ざん像ぞうによってつながれる扉とびらの絵えが、アニメーションのように開ひらいていく。

　やがて、ページが尽つきたところで、黒くろい本ほんは閉とじることなく動うごきを止とめた。

　本ほんの最さい後ごのページには、完かん全ぜんに開ひらききった扉とびらの絵えが描えがかれていた。

　扉とびらの中なかは、真まっ黒くろに塗ぬりつぶされている。

　いや、違ちがう。扉とびらの中なかは、もはや紙かみではなく、空くう洞どうだった。どこまでも続つづく、底そこなしの穴あな。

　その穴あなの奥おくから、何なにかが近ちかづいてきた。

　それは「手て」だった。

　爪つめも、皺しわも、関かん節せつもない、透とう明めいな風ふう船せんに闇やみを詰つめこんで形かたち作づくったような、いくつもの手て。

　その群むれが、あっという間まに扉とびらの中なかを埋うめ尽つくしたかと思おもうと、次つぎの瞬しゅん間かん、それらは勢いきおいよくページの外そとへと飛とび出だした。

「ひっ……！」

　真ま白しろはとっさに本ほんから退しりぞき、本ほんに背せを向むけ、逃にげ出だした。

　ふり返かえると、闇やみ色いろの手ての群むれが、真ま白しろを追おって伸のびてくるのが見みえた。

　真ま白しろは前まえを向むき、恐きょう怖ふに汗あせばむ自じ分ぶんの手てを握にぎりしめた。

　その手ての中なかに、硬かたい感かん触しょくがあった。

　真ま白しろはハッとする。

　────【記き憶おく消しょう去きょボタン】。

（そうだ！　さっき見みたとき、黒くろい本ほんには、『もし　〈人ひとならぬ者もの〉以い外がいの者ものが　このカタログを　読よんだときには……』って、書かいてあった）

〈人ひとならぬ者もの〉専せん用ようの本ほん。

〈人ひと〉が読よんではいけない本ほん。

　それは、もしかしたら、〈人ひと〉がその中なか身みを知しってはいけない本ほん、という意い味みではないだろうか。

　だとしたら──。

　真ま白しろは、展てん望ぼう台だいの出で口ぐちに向むかって走はしりつつ、【記き憶おく消しょう去きょボタン】の裏うら面めんのカバーをはがし取とった。

（あの黒くろい本ほん──〈カタログ〉を読よんだ記き憶おくを、わたしの中なかから消しょう去きょすれば！　あの本ほんのことを、何なにも知しらない状じょう態たいになれば！　そうすれば、わたしが『このカタログを読よんだ』ことには、ならなくなるかもしれない！）

　いちかばちかだった。

　ボタンの下したの空くう欄らんに、キーワードを書かきこむ余よ裕ゆうは、もちろんない。

　もし、記き憶おくがどうであれ、あの「手て」の群むれが真ま白しろを追おうことをやめなければ、ボタンを押おした瞬しゅん間かんに、自じ分ぶんは今いま置おかれている状じょう況きょうを忘わすれてしまうだろう。そうなれば、何なにがなんだかわからないうちに、あの「手て」の群むれに追おいつかれ、捕つかまってしまうだろう。そして……。




　もし　〈人ひとならぬ者もの〉以い外がいの者ものが　このカタログを　読よんだときには

　その者ものにも　〈人ひとならぬ者もの〉に　なっていただきます。……




　展てん望ぼう台だいの外そとに出でた真ま白しろは、息いきを切きらして登と山ざん道どうを駆かけ下おりながら、【記き憶おく消しょう去きょボタン】を自じ分ぶんの首くび筋すじに貼はり付つける。

　キーワードは空くう欄らんのまま。

　パネルの表ひょう示じは【１日にち】のまま。

　背はい後ごの気け配はいが、もう、すぐそこまで迫せまっていた。




　真ま白しろは、息いきを止とめて、首くび筋すじのボタンを押おした。
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　……暗くらい。

　……ここは、どこだろう。

　……どうして、自じ分ぶんはこんなところにいるのだろう。




　真ま白しろは周まわりを見み回まわした。

　薄うす暗ぐらい電でん灯とう。落おち葉ばまみれの丸まる太た階かい段だん。辺あたりを覆おおう、うっそうとした木き々ぎの影かげ。

「ここって……町まちはずれの山やまの、展てん望ぼう台だいに上あがる登と山ざん道どうだよね？　あれ？　わたし、いつの間まにこんなところに来きたんだろう？」

　首くびをかしげてつぶやいて、それから真ま白しろは、登と山ざん道どうの出で口ぐちに向むかって歩あるき出だした。

　足あし場ばの悪わるい階かい段だんを、踏ふみ外はずさないようゆっくり下おりていき、ほどなくして、真ま白しろは山やまのふもとにたどり着ついた。

　陽ひの射ささない登と山ざん道どうはトンネルの中なかのように暗くらかったが、登と山ざん道どうの外そとに出でてみると、西にしの空そらにはまだほのかな明あかりと、夕ゆう日ひの色いろの名残なごりがあった。

「早はやく、家うちに帰かえらなきゃ。おなかも減へったし。あんまり暗くらくなると、母かあさんも父とうさんもうるさいもんね」

　そう言いって、真ま白しろは小ちいさくため息いきをついた。

　そのとき。

　すぐ近ちかくで、カツン、と何なにかが地じ面めんに落おちる音おとがした。

　真ま白しろはそれを、木きの実みでも落おちた音おとかと思おもっただけで、ことさら気きに留とめることもなく、ふり返かえってたしかめることもしなかった。

　今日きょうの夕ゆう飯はんは、なんだろう。

　肉にくか魚さかなか。シチューかカレーか。たまには、カップ麺めんとハンバーガーと冷れい凍とう唐から揚あげを一いっ気き食ぐいとかしてみたい。

　そんなことを考かんがえながら、真ま白しろは、自じ分ぶんの家いえへと続つづく道みちをたどり始はじめた。
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　去さっていく真ま白しろの後うしろ姿すがたを、一匹ぴきの蝶ちょうが見みつめていた。

　黒くろ地じの羽はねに、ショッキング・ピンクの紋もん様ようをまとったその蝶ちょうは、やがてひらりと向むきを変かえ、地じ面めんすれすれの高たかさに下おりてきた。

　そこには、真ま白しろの首くびからはがれ落おちた【記き憶おく消しょう去きょボタン】があった。

　地じ面めんに落おちると同どう時じに、部ぶ品ひんがバラバラになって壊こわれたボタン。

　その残ざん骸がいを見み下おろすように、蝶ちょうはしばらくひらひら舞まい飛とんで、そのあと、山やまの上うえに向むかって飛とんでいった。










「ああ、よかった。私わたしのカタログ、見みつかって」

　山やまの上うえの展てん望ぼう台だいで、地じ面めんに置おかれた黒くろい本ほんを拾ひろい上あげ、少しょう女じょはほうっと息いきをついた。

　少しょう女じょのそばには、扉とびらの付ついた大おおきなトランクがあった。

「のぞめさん。いっしょに落おとした試し供きょう品ひんは、どうなりました？」

「うん。それは、どうやら勝かっ手てに使つかわれちゃったみたい。壊こわれた【記き憶おく消しょう去きょボタン】らしきものが、山やまのふもとの道みちに落おちてたよ」

　のぞめと呼よばれた少しょう女じょは、今いましがた〈蝶ちょう〉を通とおして見みた光こう景けいを、かたわらに立たつ男おとこに伝つたえた。

「さあて。あの子こは、試し供きょう品ひんをいったい、どんなふうに使つかったのかな」

　言いいながら、のぞめは、黒くろい本ほんの表ひょう紙しをかるくはたいて汚よごれを落おとす。

　それから、電でん灯とうの下したへ移い動どうして、おもむろに本ほんを開ひらいた。

　本ほんの中なか身みは、もとどおりの物もの語がたり集しゅうになっていた。どのページを見みても、黒くろい扉とびらの絵えは、もうどこにも描えがかれていない。

　ページをめくっていくと、【変へん身しん金きん魚ぎょ】の物もの語がたりのあとに、以い前ぜんはなかった【記き憶おく消しょう去きょボタン】の物もの語がたりが、新あらたに加くわわっていた。

　その物もの語がたりを、のぞめは、かたわらの男おとこといっしょに読よんだ。
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　最さい後ごまで読よんだあと、のぞめは本ほんを閉とじ、男おとこの首くびから上うえを見み上あげて言いった。

「ねえ、ニエノさん。【記き憶おく消しょう去きょボタン】を使つかった、この真ま白しろちゃんって子こは、なんで〈人ひとならぬ者もの〉にならずに逃にげちゃったのかな。〈人ひとならぬ者もの〉になれば、テストの点てんで悩なやんだりなんかしなくていいし、家いえ出でだってし放ほう題だい。家か族ぞくのことなんか気きにせずに、どこへでも、どこまででも、自じ由ゆう気きままに旅たびすることだってできるのに」

　そう問とわれて、ニエノと呼よばれたその男おとこは、微笑ほほえむように小ちいさく首くびをかたむけた。

「それはやっぱり、扉とびらの奥おくから伸のびてきた〈手て〉が、怖こわかったからじゃないでしょうか」

「道みち引びき手てが？　あの子こたち、あれでけっこうかわいいのにな。それに、この世よのどこでも異い界かいでも、行いきたい場ば所しょに連つれてってくれて、便べん利りなのに」

　のぞめは、自じ分ぶんのトランクに歩あゆみ寄よって、その正しょう面めんに付ついている扉とびらを開あけた。

　扉とびらの中なかはどこまでも続つづく空くう洞どうで、その奥おくから、たちまちうようよと〈手て〉の群むれが伸のびてくる。

　のぞめはその手ての一つと握あく手しゅして、手てを放はなし、バイバイと手てを振ふって、扉とびらを閉しめた。

　ニエノが、くすくすと穏おだやかな笑わらい声ごえを立たてた。帽ぼう子しとマフラーの間あいだから聞きこえるその声こえが、そこに存そん在ざいしないニエノの顔かおを、のぞめの脳のう裏りに浮うかばせる。

「もったいないなあ。真ま白しろちゃん、こっち側がわに仲なか間ま入いりするチャンスだったのに」

「まあまあ。その子こはきっと、なんだかんだで、周まわりの人にん間げんと上手うまくやってるんですよ。おびやかされることなく、奪うばわれることなく、犠ぎ牲せいになることなく──……ぼくたちとは違ちがってね」

　ニエノのその言こと葉ばに、のぞめは、黙だまって口くちをとがらせた。

「……おや。のぞめさん、もしかして、その子こを仲なか間まにしたかったんですか？」

　問とわれて、のぞめはフイ、とそっぽを向むいた。

　その向むいた方ほう角がくの空そらに、蝶ちょうが見みえた。

　黒くろ地じの羽はねを薄うす闇やみに溶とかしたその蝶ちょうの、ショッキング・ピンクの紋もん様ようが、見みる者ものの目めをくらませるようにちらちらと、電でん灯とうの明あかりの下したに浮うかんで舞まう。

　蝶ちょうは、のぞめのほうにまっすぐ向むかって飛とんできた。そして、その羽はねとおそろいの色いろをした、ハートにバッテンマークが描えがかれたのぞめの眼がん帯たいに留とまって、くったりと羽はねを落おち着つけた。

　のぞめは、蝶ちょうの上うえに片かた手てをかぶせ、それを眼がん帯たいに押おし付つける。

　カチリ、と音おとがして、蝶ちょうは眼がん帯たいにはめこまれた。

「右みぎ眼めの蝶ちょうも、お疲つかれですか」

「うん。落おとしたカタログをさがして、さんざん飛とび回まわっていたからね。しっかり休やすませておいたほうがいいみたい」

「でも、本ほん当とうに、よかったですね。カタログが見みつかって」

「まあね。このカタログは、こないだやっと、ぜんぶの商しょう品ひんに〈失しつ望ぼう〉マークが付ついたんだもの。ここでなくしちゃったら、くやんでもくやみきれないとこだった。……けど」

　のぞめは、カタログを胸むねに抱だき、それをぎゅうっと両りょう手てで抱だきしめたあと、今こん度どは目もく次じのページをそうっと開ひらいた。

「ああ──やっぱり、試し供きょう品ひんにはマークが付つかなかったか」

　それをたしかめて、のぞめはため息いきまじりに肩かたを落おとした。

　カタログの目もく次じにならぶ、五つの商しょう品ひん名めいのとなりには、それぞれハートの上うえからバッテンを重かさねた〈失しつ望ぼう〉マークが付ついている。

　失しつ望ぼう。

　それはすなわち、「ガッカリ」「思おもってたのと違ちがう」「こんなはずじゃなかった」という思おもい。

　カタログに掲けい載さいされた商しょう品ひんを、〈望のぞみ〉を持もった人にん間げんに売うりつけて、その〈望のぞみ〉を〈失しつ望ぼう〉に変かえることができれば、目もく次じの商しょう品ひん名めいの横よこに〈失しつ望ぼう〉マークが現あらわれる。

　それがこの、〈人ひとならぬ者もの〉のための商しょう品ひんカタログだ。

　だからこのカタログは、人ひとが読よむための本ほんではなく、のぞめたちのような〈人ひとならぬ者もの〉が、人にん間げんに売うりつける商しょう品ひんを仕し入いれるためのカタログなのだ。

〈人ひとならぬ者もの〉が、このカタログで仕し入いれた商しょう品ひんを人にん間げんに売うると、カタログには『この商しょう品ひんを手てに入いれた人にん間げん』の物もの語がたりが収しゅう録ろくされる。のぞめたちはその物もの語がたりを、集あつめて楽たのしんだり、読よみ返かえして楽たのしんだり、同おなじ商しょう品ひんを別べつの人にん間げんに売うりつけるときの参さん考こうにしたりする。

「まったく、もう。カタログと試し供きょう品ひんを、あの子こに拾ひろわれさえしなければ、もっと相あい手てを選えらんで試し供きょう品ひんを渡わたして、マークを手てに入いれられてたかもしれないのに」

「さあ。それは、どうでしょう。試し供きょう品ひんに関かんしてはぼくたち、いつもだいたい……」

「フン、どーせ失しっ敗ぱいばっかりだよ。だから今こん度どこそ、って思おもってたのにさあ！」

　カタログに付ついてくる試し供きょう品ひんは、〈人ひとならぬ者もの〉にとっても効こう能のうや使し用よう法ほうが定さだかでない、正しょう体たい不ふ明めいのアイテムだ。名な前まえや形けい状じょうからその全ぜん貌ぼうを想そう像ぞうしやすいものもあるが、中なかには予よ想そう外がいの事じ態たいを引ひき起おこすものや、使つかったら何なにが起おこるか、まったくわからないようなものもある。

「とりあえず、【記き憶おく消しょう去きょボタン】の使つかい方かたはたしかめられたんですから、それで良よしとしましょうよ」

「うー。そうは言いっても……。くっそー！　真ま白しろちゃんのバーカバーカ！　夕ゆう飯はんにナスの田でん楽がく出だされてしまえ！」

「それは、のぞめさんが個こ人じん的てきにきらいな食たべ物ものでしょう……。真ま白しろさんはむしろ好こう物ぶつかもしれないじゃないですか。第だい一いち、今こん回かいのことはもとはと言いえば、のぞめさんがカタログと試し供きょう品ひんを落おとしたりするから」

「あっ……！　ねえねえ、ニエノさん。あれ！　あそこにあるのって」

　わざとらしい大おお声ごえでニエノの言こと葉ばをさえぎって、のぞめは、展てん望ぼう台だいの片かた隅すみを指ゆび差さした。

　そこには、一つのリュックが落おちていた。のぞめはそのリュックに駆かけ寄よると、中なか身みをのぞいてにんまりし、それからニエノを手て招まねきした。

「これって、真ま白しろちゃんが忘わすれてったリュックだよね。見みて見みて、菓か子しパンやジュースが、いっぱい入はいってるの。ねえ、真ま白しろちゃんには勝かっ手てに試し供きょう品ひんを使つかわれちゃったから、代かわりにこれ、もらっちゃおうよ」

「そうですね……町まちの景け色しきでも見みながら、いただきましょうか」

　ニエノはうなずき、のぞめといっしょに、リュックの中なかからそれぞれ好すきなものを選えらんで手てに取とった。

　町まちの景け色しきをながめながら、のぞめとニエノは、ペットボトルと紙かみパックのジュースで乾かん杯ぱいした。

　空そらの色いろと町まちの色いろが、刻こく一いっ刻こくと近ちかづいていく。

　その境きょう界かいを失うしなうまいとするかのように、星ほしの光ひかりよりも早はやく、まぶしく、町まちは明あかりを灯ともす。

「夜や景けいには、まだちょっと早はやいかな」

　つぶやいて、のぞめはペットボトルの炭たん酸さん飲いん料りょうを、ぐびりとのどに流ながしこんだ。

　整せい然ぜんとならんだバイパス道どう路ろの照しょう明めい灯とうが、遠とおくに見みえる。

　その道どう路ろの上うえを、車くるまのライトが、ひっきりなしに通とおりすぎていく。

「次つぎは、どこに行いこうか。ニエノさん」

「どこに行いきましょうかね。のぞめさん」

　キラキラと明あかりの灯ともる町まちの向むこうで、西にしの空そらにかすかに残のこった誰たそ彼がれ時どきの、いちばん最さい後ごのひとかけらが、夜よるの色いろに溶とけて消きえた。
















　あとがき




　お買かい物ものって楽たのしいですよね。

　何なにかを買かう。それは、望のぞみを叶かなえるための商しょう品ひんを手てに入いれる、ということです。

　おなかいっぱいになりたい、という望のぞみ。すてきな服ふくを着きたい、という望のぞみ。面おも白しろい物もの語がたりを読よみたい、という望のぞみ……。人ひとが抱いだく望のぞみの種しゅ類るいはさまざまで、だからこの世よには、それらを叶かなえるためのさまざまな商しょう品ひんが存そん在ざいします。

　けれどときには、この世よのどこを探さがしても、自じ分ぶんの望のぞみを叶かなえてくれる商しょう品ひんが見みつからない、ということもあるかもしれません。

　普ふ通つうの買かい物ものでは叶かなえられないような望のぞみ──。

　この本ほんの中なかに登とう場じょうする〈カタログ〉で取とり扱あつかっている商しょう品ひんは、いずれもそんな「特とく別べつな望のぞみ」から生うまれた商しょう品ひんです。

　それらは〈人ひとならぬ者もの〉たちが売うっている〈この世よならぬ商しょう品ひん〉なのです。

〈人ひとならぬ者もの〉たちは、人にん間げんの抱いだく望のぞみをかぎつけ、近ちかづいてきます。

　ですから、強つよい望のぞみを抱いだいていれば、のぞめやニエノのような〈人ひとならぬ者もの〉に、あなたもいつか出で会あうことがあるかもしれません。

　もしも彼かれらに出で会あうことができたなら、そのときは、普ふ通つうの買かい物ものでは買かえないような【世よにも奇き妙みょうな商しょう品ひん】を手てに入いれるチャンスです。

　ただし──それをご購こう入にゅう、ご使し用ようの際さいには、くれぐれもご注ちゅう意いを。

　人にん間げんの〈失しつ望ぼう〉をねらう〈人ひとならぬ者もの〉たちは、欲よく望ぼうと好こう奇き心しんを刺し激げきするそれらの商しょう品ひんに、しばしば罠わなを仕し掛かけていますので。

　手てに入いれたその商しょう品ひんで、望のぞみを叶かなえるか。

　あるいは、「ガッカリ」「思おもってたのと違ちがう」「こんなはずじゃなかった」と失しつ望ぼうするか。

　そのどちらになるかは、奇き妙みょうな商しょう品ひんを手てに入いれたあなた次し第だいです。

〈失しつ望ぼう〉と〈希き望ぼう〉。

　望のぞみの果はてにあるその二つは、となり合あわせなのですから。
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